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ギモンはチカラになる

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

京都府・京都市立京都工学院高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

政治・経済　北海道倶知安高校　守田英樹

化学　岩手県立盛岡第三高校　円井哲志
　
指導変革の軌跡

新潟県・新潟市立高志中等教育学校
富山県・私立高岡向陵高校

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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継続的に英語力の伸びが測定できる
GTECは、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を測るスコア型英語４技能検定です。

多くの大学・短期大学の入試でGTECのオフィシャルスコアが活用されています。また、

日常生活で使える英語の育成を目指すテスト設計になっており、大学入試で必要な英語力

だけでなく、大学入学後も使える英語力を育みます。

スコア型英語４技能検定
中学生・高校生対象

2018年検定日

大学
入試

第1回検定日

6
16土

第2回検定日

9
1土

第3回検定日

12
1土

GTEC 検 索www.benesse.co.jp/gtec/
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採で赴任した進学校に３年間勤務した後、実

業高校に異動しました。教師になって４年目、

担任として、また教務担当として、少し先のことを

見通せるようになり、「もっとよい声かけ、指導がで

きるようになりたい」「先生方が負担を感じず、もっ

と動きやすい時間割をつくれるようになりたい」と

向上心、欲が出てきたことを自覚していました。一

方で、実業高校の生徒への指導、そして「女子クラ

ス」の担任と、初めてのことも重なり、「今、この場

面での声かけ、指導は、本当にこれでよいのだろうか」

と悩んでしまうことも多くありました。当時の私は

物事を一生懸命に考えすぎていて、「石橋を何度もた

たいてなかなか渡ろうとしない状態」になっていた

のです。そして、生徒やほかの先生からは「静かな

先生」と思われていたはずです。

　異動先では化学の教師は私だけでしたので、化学

準備室では大抵１人で過ごしていました。そんな私

を見て、赴任したばかりで寂しいのではないかと思っ

てくださったのでしょう、隣の地歴・公民準備室の

先生方が「こっちの部屋においでよ」「お茶を飲みな

がら話そうよ」と声をかけてくださるようになりま

した。教科も、年齢も違うため、最初は遠慮してい

ましたが、ある時ふと、話をしに行ってみようと思

い立ち、先輩先生たちの元に足を運ぶようになりま

した。

輩先生たちは、前任校との違いに戸惑い、悩

みや不安を抱える私をいつも笑顔で迎え、励

ましてくれました。あれこれとアドバイスをすると

いうよりも、私の話にしっかりと耳を傾けてくださ

り、「大谷先生の趣味は『悩むこと』だからなあ！」

と笑い、いつの間にか私も一緒に笑顔になっていま

した。そんな中で１人の先輩がかけてくださったの

が「迷った時はGO！だよ」という言葉でした。
動き始めてからでも修正はできる。迷っているとい

う表情を見せずに元気に振る舞うことで生徒の元気

を引き出せる……先輩先生たちはいろいろなことを

教えてくださいました。

　「迷った時はＧＯ！」は自分自身の行動だけでなく、

生徒への声かけも変えていきました。進学希望者の

多い学校に異動し、出願校決定のための面談が多く

なると、生徒の背中を押す際にこの言葉をよく使う

ようになりました。もちろん、選んだ道を元気に進

んでも、望んだ通りの結果にならないこともありま

す。そんな時も私は、「よし、次を一緒に考えよう！

反省はしていいけれど、後悔をする時間はないよ！」

と常に前を向こう、自分が決めた道を最後まで一緒

に進んでいこうと声をかけます。それが、生徒の背

中を押した教師としての責任だと思っていますし、

「成功のために、次はどうすればよいか」を考え続け

ている限り、失敗ではないと思っています。

前、高校教師の研修会に参加した時、ある先

生が「元気な教師から元気な生徒が育つ」と

話されるのを聞き、私はうれしくなって「そうそう！

迷った時はＧＯ！なのだから！」とニヤニヤしてしま

いました。25年以上前に思いがけず出合った言葉、

考え方は、今も私の軸になっています。

No. 008
愛媛県立松山北高校

大谷修一先生
おおたに・しゅういち

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴 33 年。同校に赴任して６年目。
進路指導主事。理科。

愛媛県立松山北高校　全日制／普通科／共学
／１学年約 360人／2018 年度入試合格実
績（現役のみ）：国公立大は、千葉大、東京学
芸大、名古屋大、金沢大、愛媛大、熊本大など
に178人が合格。私立大は、明治大、立命館大、
同志社大、松山大などに延べ689人が合格。

新

以

先

情熱教師 F i l e 8

今月の表紙　北海道札幌厚別高校　新
に い

野
の

佐千枝先生

生 徒 と 紡 ぐ

新野佐千枝先生　教職歴 33 年。同
校に赴任して20 年目。２年次担任。
生徒指導部。前進路指導部長。

北海道札幌厚別高校　全日制／総合学科（人文・数理・音楽・美術系列）／共学／１年次・
３年次各約 280人、２年次約320人／ 2018 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、
北海道教育大などに 14人が合格。私立大は、北星学園大などに延べ 167人が合格。

相手を慮
おもんぱか

るクラスに
　　　２年次の新しいクラスになって半月が経ちまし
たが、みんなどう？　人文・音楽・美術の３系列の生徒
が１つのクラスを形づくるのは、今年度初の試みです。
　　　系列が違うと同じクラスでも授業が異なるから、
話す機会がなかなかない人もいて……。昨日行ったク
ラスづくりのためのシアターゲームは、みんなが仲よ
くなれるチャンスだと思って、クラス一同頑張りました。
　　　どのゲームも盛り上がったけれど、シャトルを
投げ渡すゲームでは、名前が呼ばれずに自分に渡され
ると思わず落としてしまったり、誰に渡せばよいか分
からずに戸惑ったりした人もいました。その経験から
声をかけ合う大切さを学びました。
　　　私もそう思った！　だからまず、朝、挨拶する時
に名前を呼んでから「おはよう」って言おうと思います。
　　　私は、昼食を１人で食べている子に声をかける
ようにしています。１回一緒に食べれば、向こうから
声をかけやすくなるだろうし、私ではなくても気の合
う友だちが見つかるきっかけになると思って。
　　　自分とは合わないなと思う人がいても、相手を
慮りながらコミュニケーションを取ることが、集団生

活では大切です。先生がうれしかったのは、ゲーム後に
「掃除をしてから、机と椅子をしまおう」と全員で掃除
を始めたことです。掃除当番がとても助かったと思い
ます。３年次ではクラス替えがなく、卒業までこのメ
ンバーで過ごすのだから、昨日のように自分たちで考
えて行動できるクラスになることを期待していますよ。
　　　これから学校祭、体育祭と続くけど、人文・音楽・
美術の各系列がそれぞれ強みを発揮して、力を合わせ
て、優勝をねらっていきます！
　　　社会では、周囲と協力して物事を進めることが
大切になります。勉強だけでなく、そうしたこともこ
のクラスの取り組みを通して学んでほしいと思います。
　　　先生が担任だった１年次のクラスで、普段あま
り褒めない先生が、大きな行事の後によかったことを
具体的に挙げて「みんな、よく頑張りました」と言っ
てくれた時、私たちの努力を見てくれていたんだと感
動しました。このクラスもそうなれるよう頑張ろうね。
　　　そうだ！　１年後に昨日と同じゲームをやろうよ。
　　　いいね！　このクラスがどんなふうになっている
か、今から楽しみです。
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特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

全学年共通
夏期課題一覧

 24 政治・経済
  北海道倶

く っ ち ゃ ん

知安高校　守田英樹
  自分で学び取った知識を基に考えを持ち、
  学び合いでそれを広げ、深めていく

 28 化学
  岩手県立盛岡第三高校　円

つむら

井
い

哲
さ と

志
し

  「なぜ」と尋ねる発問を積み重ね、自分の考えを持たせることで、
  科学的な思考力を養う

 32 新潟県・新潟市立高
こう

志
し

中等教育学校
  主体的な学習意欲の醸成
  知識の「活用」を重視した指導の「質」の改善で、
  学びを深める生徒を育成

 36 富山県・私立高岡向陵高校
  学力向上・キャリア教育
  生徒の「やればできる」を学校全体で支援し、
  自己実現への意欲を醸成

 4 改訂のねらい
  「何ができるようになるか」という観点で授業の再構成を図る
  文部科学省 初等中等教育局教育課程課 教育課程企画室 室長　白井 俊
 6 読み解くための４つの視点
  現場の教師は、次期学習指導要領から何を感じ取ったのか
 10 「探究」を通じて資質・能力を育む
  どの力を使って、何を探究するのかを、毎授業で提示し、学びの質を高める
  実践事例　広島県立広高校
 16 主体性等の評価に向けて
  主体性等の評価の導入で求められる、生徒の変容を見取り、省察を促す力
  北海道札幌北高校　福士公一朗／兵庫県・私立灘中学校・高校　井上志

し

音
おん

／
  岡山県立玉島高校　副校長　山

や ま さ き

﨑淑
よし

加
か

／
  大阪大学　高等教育・入試研究開発センター特任助教　井ノ上憲司／
  関西学院大学　高等教育推進センター専任講師　時

と き と う

任隼平
 20 自校でできる読み解き研修会のススメ！
  次期学習指導要領を読み解く意義を伝え、対話的な研修を実施する

2

40
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32
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ギモンはチカラになる
◎ 2018 年３月、高校の次期学
習指導要領が公表されました。
今回の改訂では、内容はもちろ
ん、構成等も大きく変わってい
ます。その「前文」で「教育課
程の基準」と示されている通り、
22 年度以降の各校の教育課程
の礎となるのが学習指導要領
です。そのため、全教師が内容
をしっかり理解し、授業や指導
に落とし込む必要がありますが、
より深い理解のためには、学習
指導要領の内容をそのまま受け
止めるのではなく、疑問に感じ
たり、違和感を持ったりする点
はないか、意識することが重要
ではないでしょうか。疑問は探
究力を発揮させ、その先に深い
理解が待っている……まさに次
期学習指導要領で目指す学び
方が、その読み解きにおいても
求められているのだと思います。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  会議・研修の司会・進行役の
  先生方の質問に答えます！

48

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 44 桜美林大学　サービスラーニングの推進
  授業と地域貢献活動をともに行う学びで、
  問題解決能力を身につける

 46 金沢工業大学　プロジェクトデザイン教育
  依頼者が求めることをチームで考え、
  解決策を提示する力を育成する

44

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「迷った時はGO!」
  愛媛県立松山北高校　大谷修一

巻末

60

VIEW’S REPORT
  「地方創生イノベーションスクール2030第２期（ISN2.0）
  キックオフ シンポジウム」開催
  第１期の成果と課題を共有し、
  地域や国を超えた探究学習の深化を図る

50

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

22
 22 京都府・京都市立京都工学院高校
  課題解決型学習を通して
  これからの工学系高校に求められる資質・能力を育む

４つの視点で読み解く
次期学習指導要領
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2018年３月、文部科学省から高校の次期学習指導要領が公表された。
今回の改訂では、過去の改訂と比べて大幅な変更がなされており、

22年度の実施までに、自校の学校教育をデザインしていくためには、
これまで以上にその内容を理解することが重要になる。

では、どのような点に着目して、学習指導要領を読んでいけばよいのだろうか。
今号では、現場の高校教師と実施したワークショップ型の読み解き会と
本誌読者モニターへのアンケートで挙がった声を基に、その視点を整理。

そして、それらの視点を踏まえ、学校現場にはどのような実践が求められるのかを、
具体的な事例を通じて考えていく。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

学習指導要領改訂のポイント（抜粋）

4つの視点で読み解く
次期学習指導要領

◎改訂の基本的な考え方
•子どもたちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し、
連携する「社会に開かれた教育課程」を重視。

•現行学習指導要領の枠組みや教育内容を維持した上で、知識
の理解の質をさらに高め、確かな学力を育成。

•高等学校教育を含む初等中等教育改革、大学教育改革、大
学入学者選抜改革の一体的な改革の中で実施される改訂。

◎知識の理解の質を高め、資質・能力を育む
　「主体的・対話的で深い学び」
•「何ができるようになるか」を明確化。
•すべての教科等を、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現
力等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱で再整理。

•生涯にわたって探究を深める未来の創り手として送り出すた
め、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が必
要。

◎各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立
•「主体的・対話的で深い学び」の充実には、単元など数コマ
程度の授業のまとまりの中で、習得・活用・探究のバランスを
工夫することが必要。
•学校全体として、教育課程に基づく教育活動の質を向上させ、
学習の効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメントを確立。

◎教科・科目構成の見直し
•国語科における科目の再編、地理歴史科や公民科における科
目の新設、共通教科「理数」の新設など、目指す資質・能力
を踏まえつつ、教科・科目の構成を改善。

◎教育内容の主な改善事項
•言語能力の確実な育成、理数教育の充実、伝統や文化に関
する教育の充実、道徳教育の充実、外国語教育の充実、職
業教育の充実など。

＊文部科学省「高等学校学習指導要領の改訂のポイント」を基に編集部で作成。

2 June 2018
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自校でできる読み解き研修会　その実践の手順を紹介【P.20～21】ご活用ください！

（座談会参加者／左から順に）

大阪大学特任助教　
井ノ上憲司

関西学院大学専任講師　

時
と き と う

任隼平

北海道札幌北高校　福士公一朗
兵庫県・私立灘中学校・高校　井上志

し

音
おん

岡山県立玉島高校副校長　山
やま

﨑
さき

淑
よし

加
か

O v e r h e a d  V I E W

本号のテーマ

次期学習指導要領を読み解くための視点と、
これからの指導のあり方を考える

1

2

3

学習指導要領改訂のねらいを押さえる
【P.4～ 5】

次期学習指導要領を読み解くための４つの視点をつかむ
【P.6 ～ 9】

4つの視点に基づいた指導のあり方を考える

◎「コンテンツ」中心の教育から、「何ができるようになったか」という「コ
ンピテンシー」重視の教育に転換を図る。

◎教科の本質である「見方・考え方」を働かせた、主体的・対話的で深い学
びに向けた授業改善を行い、資質・能力の３つの柱を育む。

現場の高校教師によるワークショップ型の読み解き会と、本誌読者モニターのアンケートで挙がった声を基に、
次期学習指導要領の理解を深める視点を４つに整理

「探究」を通じて資質・能力を育む実践事例　広島県立広高校　【P.10 ～15】
どの力を使って、何を探究するのかを、毎授業で提示し、学びの質を高める
主体性等の評価に向けて、その実現の鍵を高校・大学の両視点から探る　【P.16～19】
主体性等の評価の導入で求められる、生徒の変容を見取り、省察を促す力

文部科学省初等中
等教育局教育課程
課教育課程企画室 
室長

白井　俊

視点1
社会に開かれた
教育課程

次期学習指導要領で実
現を目指すすべての基盤
となる考え方・理念であ
り、教師間でまずこの共
通理解が必要。

視点2
資質・能力の
３つの柱

「知識・技能」「思考力・判
断力・表現力等」「学びに向
かう力・人間性等」をどのよ
うに育むのか。そのバランス
や育成の進め方が重要に。

視点3
資質・能力を育成する

探究
どのような学びが探究な
のか、各教科の授業でど
のように実践していくのか。
教師間での共通理解が求
められる。

視点4
学習評価

３つの観点での学習評
価をどのように実現する
か。特に、数値で測りき
れない資質・能力の評
価が課題になる。
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日
本
の
教
育
は
、
今
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た

の
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
生
徒
の
学
習
到

達
度
調
査
）
で
す
。
同
調
査
の
特
徴
は
、

各
国
の
学
力
を
比
較
す
る
た
め
の
理
論
的

な
根
拠
と
し
て
、「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
（
主
要
能
力
）」
と
い
う
概
念
を
定

義
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
、

日
本
の
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
教

え
る
か
と
い
う
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
重
視

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に

よ
っ
て
、「
ど
の
よ
う
な
力
が
つ
い
た
の

か
」「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」

と
い
う
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
が
着
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
日
本
が
大
き
く
順
位
を
落
と
し
た
03
年

の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
結
果
を
受
け
、
文
部
科
学

省
は
学
校
教
育
の
質
的
転
換
に
着
手
し
ま

し
た
。
学
習
指
導
要
領
は
「
最
低
基
準
」

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
、
07
年
度
に

再
開
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

に
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
問
題
と
同
趣
旨
の
Ｂ
問

題
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
年

度
か
ら
実
施
の
現
行
の
学
習
指
導
要
領
で

は
、
授
業
時
数
や
学
習
内
容
を
増
や
す
と

と
も
に
、
教
科
横
断
的
な
言
語
能
力
の
育

成
を
重
視
す
る
内
容
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
施
策
に
よ
り
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
結
果
は

大
き
く
改
善
し
た
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
流
れ
を
く
ん
で
改
訂
さ
れ
る

の
が
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
す
。
学
習

内
容
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
学
ぶ
こ
と
で
「
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
」（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）と
い
う
視

点
か
ら
、学
校
教
育
で
育
成
を
目
指
す「
資

質
・
能
力
」
の
３
つ
の
柱
を
示
し
ま
し
た
。

①
何
を
理
解
し
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る

か
（
知
識
・
技
能
）

②
理
解
し
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を

ど
う
使
う
か
（
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
）

③
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
か
か
わ
り
、

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
（
学
び
に
向

か
う
力
・
人
間
性
等
）

　
こ
の
３
つ
の
資
質
・
能
力
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２
０
３
０
と

同
じ
方
向
性
で
す
が
、
日
本
の
状
況
を
踏

ま
え
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

＊プロフィールは2018年 3月時点のものです

「
コ
ン
テ
ン
ツ
」中
心
の
教
育
か
ら

「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」重
視
の
教
育
に

国
際
的
な
文
脈
に
お
け
る
改
訂
の
背
景

「
見
方
・
考
え
方
」を
働
か
せ
た

深
い
学
び
に
誘い

ざ
な

う
授
業
を

改
訂
の
重
要
点

文
部
科
学
省 

初
等
中
等
教
育
局

教
育
課
程
課 

教
育
課
程
企
画
室 

室
長

白
井
　俊 

し
ら
い
・
し
ゅ
ん

改訂のねらい

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」

と
い
う
観
点
で
授
業
の
再
構
成
を
図
る

次
期
学
習
指
導
要
領
は
、
ど
う
い
っ
た
背
景
の
下
に
改
訂
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

２
０
１
８
年
３
月
に
行
わ
れ
た
「
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０
第
２
期
（
Ｉ
Ｓ
Ｎ
２
・
０)

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日
本
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
）
で
行
わ
れ
た
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
担
当
官
の
講
演
か
ら
、

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。
＊
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
リ
ポ
ー
ト
は
Ｐ
．50
〜
53
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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そ
し
て
、
こ
の
３
つ
の
柱
を
育
成
す
る

た
め
に
次
期
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ

た
の
が
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
」
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い

る
「
主
体
的
」「
対
話
的
」
に
比
べ
て
、「
深

い
学
び
」
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
よ
く

伺
い
ま
す
。「
深
い
学
び
」
は
、「
習
得
・

活
用
・
探
究
」
の
学
び
の
過
程
の
中
で
、

各
教
科
の
特
性
に
応
じ
た
「
見
方
・
考
え

方
」
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識

を
相
互
に
関
連
づ
け
て
よ
り
深
く
理
解
し

た
り
、
情
報
を
精
査
し
て
自
分
な
り
の
考

え
を
持
っ
た
り
す
る
学
び
の
こ
と
で
す
。

　
一
例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
中
学
校
の
社

会
（
地
理
的
分
野
）
の
「
見
方
・
考
え

方
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
社
会
的
事
象
を
、

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
に
着
目
し
て
捉

え
、
地
域
の
環
境
条
件
や
地
域
間
の
結
び

つ
き
な
ど
の
地
域
と
い
う
枠
組
み
の
中

で
、
人
間
の
営
み
と
関
連
づ
け
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
み
か
ん
の
生
産

量
が
多
い
の
は
和
歌
山
県
、
愛
媛
県
、
静

岡
県
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
知
識
と
し

て
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、
み
か
ん
の
名
産

地
に
共
通
す
る
地
理
的
条
件
を
見
い
だ
す

こ
と
で
、
空
間
的
な
広
が
り
を
意
識
で
き

ま
す
。
そ
れ
が
、
み
か
ん
を
栽
培
し
や
す

い
地
域
は
ど
こ
か
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら

し
や
産
業
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る

の
か
な
ど
、
地
理
的
特
徴
と
人
間
の
営
み

の
関
係
を
よ
り
理
解
す
る
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

を
結
び
つ
け
た
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
（
図
１
）。

　
学
ぶ
意
義
を
考
え
る
上
で
も
、「
見
方
・

考
え
方
」
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
生
徒
は

し
ば
し
ば
、「
こ
れ
を
学
ん
で
何
に
な
る

の
か
」
と
い
っ
た
疑
問
を
口
に
し
ま
す
。

実
際
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
（
国
際
数

学
・
理
科
教
育
動
向
調
査
）
２
０
１
５
の

結
果
（
図
２
）
か
ら
は
、「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」

「
学
ぶ
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
」と
い
っ

た
疑
問
を
持
つ
子
ど
も
の
姿
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
勉
強
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
な

い
、
役
立
つ
と
思
っ
て
い
な
い
の
は
、
大

き
な
問
題
で
す
。

　
教
科
の
本
質
で
あ
る
「
見
方
・
考
え
方
」

に
光
を
あ
て
る
こ
と
は
、「
な
ぜ
こ
の
教

科
を
学
ぶ
の
か
」
を
考
え
直
す
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
。
生
徒
に
学
ぶ
意
味
を
伝

え
た
上
で
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
「
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
つ
な
い
だ
授
業
を
各
教

科
で
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
、
次
期
学

習
指
導
要
領
で
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

注）生徒質問紙調査（対象：中学校２年生、参加40か国・地域、約 25 万人）において、上記項目に「強くそ
う思う」「そう思う」と回答した生徒の割合の合計。
＊「ＩＥＡ国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）質問紙調査結果」を基に編集部で作成

数学・理科の
勉強は楽しい

数学・理科を
勉強すると

日常生活に役立つ

数
学

数
学

理
科

理
科

日本

国際平均

日本

国際平均

日本

国際平均

日本

国際平均

71%

84%

66%

62%

81%

85%

52 %

74 %

思考力・判断力・
表現力等

見方・考え方

学習事項（Contents）

資質・能力（Competencies）

学びに向かう力・
人間性等知識・技能

◎各教科等における学び
•習得した概念（知識）を活用
•思考力を発揮
•知識を相互に関連づけてより深く
理解
•情報を精査して考え方を形成
•問題を発見して解決策を考える
•思いや考えを基に創造する

「見方・考え方」の役割（イメージ）図 1

数学・理科の学習に対する生徒の意識図２

＊「地方創生イノベーションスクール 2030第２期（ISN2.0)　キックオフシンポジウム」配布資料を基に編
集部で作成
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今
号
で
は
、
２
０
１
８
年
３
月
に
公
表

さ
れ
た
高
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
を
読

み
解
く
た
め
に
着
眼
す
べ
き
点
を
探
る
べ

く
、
全
国
の
高
校
教
師
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
読
み
解
き
会

を
行
っ
た
。
読
み
解
い
た
の
は
、「
前
文
」

と
「
第
１
章
　
総
則
（
以
下
、
総
則
）」、

そ
し
て
、
各
自
が
担
当
す
る
教
科
の
ペ
ー

ジ
だ
。

　
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
前
文
」
に
は
、

学
校
教
育
へ
の
期
待
と
目
標
、
学
習
指
導

要
領
の
役
割
・
趣
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
抜
本
的
に
位
置
づ
け
が
見
直
さ
れ

た
「
総
則
」
は
、
次
の
７
つ
の
項
目
立
て

と
な
り
、
教
育
課
程
の
役
割
や
編
成
、
全

教
科
の
指
導
方
針
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

①
高
等
学
校
教
育
の
基
本
と
教
育
課
程
の
役
割

②
教
育
課
程
の
編
成

③
教
育
課
程
の
実
施
と
学
習
評
価

④
単
位
の
修
得
及
び
卒
業
の
認
定

⑤
生
徒
の
発
達
の
支
援

⑥
学
校
運
営
上
の
留
意
事
項

⑦
道
徳
教
育
に
関
す
る
配
慮
事
項

　
こ
の
よ
う
に
、「
前
文
」「
総
則
」
に
は

次
期
学
習
指
導
要
領
の
根
幹
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
読
み
解
き
が
自
校

の
今
後
の
教
育
の
あ
り
方
や
教
育
活
動
を

左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
各
教
科
・
科
目
の
ペ
ー
ジ
に
も
、
変
更

点
が
あ
る
。「
目
標
」
は
、
資
質
・
能
力

の
３
つ
の
柱
で
あ
る
「
知
識
・
技
能
」「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
に

向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
に
沿
っ
て
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、「
内
容
」
は
「
知
識
及
び

技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」

に
分
け
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
読
み
解
き
会
は
下
記
に
示
し
た
流
れ
で

進
め
ら
れ
た
。
参
加
し
た
教
師
の
声
を
交

え
な
が
ら
、そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
く
。

読み解くための
４つの視点

現
場
の
教
師
は
、次
期
学
習
指
導
要
領
か
ら

何
を
感
じ
取
っ
た
の
か

２
０
２
２
年
度
に
向
け
て
自
校
の
教
育
活
動
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
学
習
指
導
要
領
を

読
み
解
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
。
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
読
め
ば
、
学
習
指
導
要
領
の
理
解
が
深
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
で
は
、
全
国
の
高
校
教
師
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
読
み
解
き
会
を
実
施
。

次
期
学
習
指
導
要
領
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
た
の
か
話
し
合
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
共
通
点
を
整
理
し
た
。

①参加者は事前に学習指導要領に目を通しておいた。

②【グループワーク】１グループ4人ずつの３グループに分かれ、疑問点、不明点を出し合っ
た。そして、出し合った疑問点、不明点の解消をグループ内で行った。

③【全体発表】各グループの代表者が、自グループではどのような疑問点、不明点が挙がっ
たのかを発表。グループ内で解消できなかった疑問点、不明点については、全体で協議した。

④【グループワーク】担当教科に応じて「国語」「地理歴史・公民」「数学・理科」のグルー
プに分かれ、担当教科の学習指導要領の「共感した点」「違和感を持った点」「疑問に思っ
た点」を出し合った。

⑤【グループワーク】教科混合のグループにし、教科横断での共通点を探った。

⑥【振り返り】参加者個々に振り返りシートを記入。次期学習指導要領について、「ポイントとな
る点とその理由、実現に向けての方策」「立ちはだかる課題とその要因、課題に取り組むため
の方策」をまとめ、各自全体に発表した。

現
場
の
声
か
ら

着
目
す
べ
き
点
を
見
い
だ
す

読み解き会の流れ

前
文
・
総
則

担
当
教
科

写真　読み解き会では、疑問点などを
付箋
せん

に書き、グループ内で共有した。
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　「前
文
」「
総
則
」
の
中
で
、
参
加
者
が

ま
ず
注
目
し
た
の
は
、
前
文
に
書
か
れ
た

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
だ
。

　そ
の
一
節
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
次

の
よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

　「地
域
か
ら
は
学
校
や
生
徒
に
様
々
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
教
育
目
標
に

反
映
さ
せ
る
学
校
は
多
い
。
地
域
と
学
校

は
直
結
し
て
お
り
、
既
に
教
育
課
程
は
社

会
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

　「『
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
』
の
上

位
概
念
に
あ
る
の
は
、
実
社
会
や
実
生
活

に
役
に
立
つ
学
び
だ
。
そ
う
し
た
学
び
を

通
じ
て
、
生
徒
は
身
の
回
り
の
問
題
に
関

心
を
持
ち
、
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
状
態
を
実
現
す
る
教
育
課
程

を
目
指
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
」

　ま
た
、「
勤
務
校
周
辺
で
は
、
経
済
状

況
の
厳
し
さ
か
ら
家
庭
や
地
域
の
協
力

を
得
る
の
が
難
し
い
。
企
業
も
少
な
い
た

め
、
ど
の
よ
う
に
社
会
と
連
携
を
図
れ
ば

よ
い
の
か
」
と
い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら
れ

た
が
、
他
の
参
加
者
か
ら
地
域
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
が
提
案
さ
れ
た
。

　以
上
の
よ
う
な
見
解
や
課
題
を
踏
ま

え
、「
自
校
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
考
え
、

地
域
事
情
も
考
慮
し
な
が
ら
、校
内
で『
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
』の
共
通
理
解

を
得
る
こ
と
が
、そ
の
実
現
に
は
必
要
不

可
欠
だ
」
と
い
う
考
え
が
示
さ
れ
た
。

　
　

　　「実
社
会
や
実
生
活
に
役
立
つ
学
び
」

に
関
連
し
、次
に「
探
究
」の
話
と
な
っ
た
。

　「学
校
で
の
学
び
と
社
会
と
の
関
連
を

実
感
さ
せ
る
教
育
活
動
は
、
全
教
科
で
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
。そ
う
し
な
け
れ
ば
、

生
徒
は
自
分
に
必
要
な
学
び
と
そ
う
で
な

い
学
び
を
分
け
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
考

え
が
示
さ
れ
た
。
す
る
と
、「
知
識
・
技

能
を
習
得
さ
せ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
活

用
や
探
究
は
で
き
な
い
と
捉
え
る
教
師
も

い
る
が
…
…
」と
い
う
疑
問
が
挙
が
っ
た
。

　そ
れ
に
対
し
、「
総
則
」
の
記
述
を
取

り
上
げ
て
、
考
え
が
述
べ
ら
れ
た
。

　「こ
の
一
節
は
、
学
び
の
順
序
が
示
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。知
識
・

技
能
の
『
習
得
』
と
『
活
用
・
探
究
』
は

並
行
し
て
進
む
も
の
で
あ
り
、
活
用
の
場

面
で
自
分
に
足
り
な
い
知
識
・
技
能
に
気

づ
い
て
習
得
し
た
も
の
は
し
っ
か
り
定
着

す
る
し
、
そ
の
後
の
学
習
行
動
に
も
主
体

性
が
表
れ
る
。
そ
れ
を
理
解
す
れ
ば
、
授

業
の
質
の
転
換
を
図
れ
る
だ
ろ
う
」

　ま
た
、
探
究
の
内
容
に
つ
い
て
、「『
探

究
』
と
い
う
と『
研
究
』
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
や
す
い
が
、『
探
究
』に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
自
分
の
生
き
方
や
考
え
を
更
新
す
る

た
め
の
活
動
だ
。
そ
の
生
徒
に
応
じ
た
活

動
で
よ
い
と
考
え
れ
ば
、
ど
の
学
校
で
も

『
探
究
』は
行
え
る
」と
指
摘
。す
る
と
、「
幼

稚
園
の
参
観
で
、
園
児
が
『
ど
う
す
れ
ば

滑
り
台
で
速
く
滑
れ
る
か
』
と
い
う
課
題

を
立
て
、
話
し
合
い
な
が
ら
様
々
な
方
法

を
試
し
て
い
る
の
を
見
た
。
学
齢
を
問
わ

ず
課
題
解
決
型
学
習
は
で
き
る
の
だ
と
実

感
し
た
」と
い
う
体
験
談
が
紹
介
さ
れ
た
。

　さ
ら
に
、
探
究
の
中
・
高
の
違
い
に
つ

い
て
、次
の
よ
う
な
見
解
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　「『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』
の
目
標
に

は
『
よ
り
よ
く
課
題
を
発
見
し
』
と
あ
る

•

前
文
（
１
ペ
ー
ジ
）

（
前
略
）
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
し
て
よ

り
よ
い
社
会
を
創
る
と
い
う
理
念
を
学
校
と

社
会
と
が
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お

い
て
、
必
要
な
学
習
内
容
を
ど
の
よ
う
に
学

び
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
か
を
教
育
課
程
に
お

い
て
明
確
に
し
な
が
ら
、
社
会
と
の
連
携
及

び
協
働
に
よ
り
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

が
重
要
と
な
る
。

•

総
則
　
第
１
款
　
２
（
１
）（
３
ペ
ー
ジ
）

　（
１
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技

能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
育
む
と
と
も
に
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
養
い
、

個
性
を
生
か
し
多
様
な
人
々
と
の
協
働
を
促

す
教
育
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。（
以
下
略
）

•

高
校
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
６
４
１

ペ
ー
ジ
）

第
１
　
目
標
　
探
究
の
見
方
・
考
え
方
を
働

か
せ
、
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
を
行
う
こ

と
を
通
し
て
、
自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考

え
な
が
ら
、
よ
り
よ
く
課
題
を
発
見
し
解
決

し
て
い
く
た
め
の
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お

り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

•

中
学
校
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
１
５
９

ペ
ー
ジ
）

第
１
　
目
標
　
探
究
的
な
見
方
・
考
え
方
を

働
か
せ
、
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
を
行
う

こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
よ
く
課
題
を
解
決

し
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
た
め
の

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

＊本文中に掲載している学習指導要領の抜粋は、2018年 3月告示の「高等学校学習指導要領」、または2017年 3月告示の「中学校学習指導要領」（いずれも文部科学省）。
なお、黄色の網かけは編集部によるもの。

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を

ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か

「
社
会
で
役
立
つ
知
識
」
を

実
感
で
き
る「
探
究
」と
は
？

「
前
文
」と「
総
則
」か
ら
、高
校
教
育
の
理
念
と
目
標
、

そ
し
て
指
導
の
観
点
を
理
解
す
る

「
前
文
」「
総
則
」
を
読
み
解
く
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が
、中
学
校
の
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』

の
目
標
で
は
そ
れ
に
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
高
校
で
は
、
自
ら
社
会
の
課
題
を
発

見
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
態

度
を
育
む
と
い
う
趣
旨
が
読
み
取
れ
る
」

　
そ
し
て
、話
題
は
「
学
習
評
価
」
に
移
っ

た
。
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
に
基
づ
き
、

学
習
評
価
の
観
点
は
「
知
識
・
技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
に
再
整
理
さ
れ
、
大
学

入
試
で
は
学
力
の
３
要
素
を
多
面
的
・
総

合
的
に
評
価
す
る
入
試
へ
の
転
換
が
図
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
は
、
評
価

方
法
を
設
定
し
た
上
で
授
業
づ
く
り
を
し

な
け
れ
ば
、
活
動
自
体
が
目
標
に
な
っ
て

し
ま
い
、
生
徒
の
学
び
が
深
ま
ら
な
い
」

　「
定
期
考
査
な
ど
の
総
括
的
評
価
だ
け

で
な
く
、形
成
的
評
価
も
大
切
に
し
た
い
。

生
徒
の
形
成
的
評
価
を
積
み
重
ね
れ
ば
、

生
徒
が
自
分
の
言
葉
で
、自
身
の
学
び
の

成
果
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」

　
そ
れ
ら
の
発
言
か
ら
は
、
学
習
評
価
を

工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
課

題
意
識
が
う
か
が
え
る
。

　
続
い
て
、
担
当
教
科
別
の
グ
ル
ー
プ
と

な
り
、各
教
科
の
ペ
ー
ジ
を
読
み
解
い
た
。

◎
国
語
科

　
国
語
科
グ
ル
ー
プ
で
は
、
目
標
の
１
つ

に
掲
げ
ら
れ
た
「
我
が
国
の
言
語
文
化
の

担
い
手
」
と
い
う
一
節
に
着
目
し
た
。

　
そ
れ
は
、
国
語
で
の
学
び
を
、
人
生
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
生
か
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
解
釈
す
る
と
と
も

に
、「
例
え
ば
、
短
歌
を
詠
む
な
ど
、
古

文
の
学
習
を
日
常
生
活
に
生
か
せ
る
よ
う

な
指
導
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
い
っ
た
授

業
に
お
け
る
課
題
も
挙
げ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
と

見
比
べ
て
、「
中
学
校
で
は
『
正
確
』『
適

切
』
で
、
高
校
で
は
『
的
確
』『
効
果
的
』

と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
。高
校
で
は
、

そ
の
場
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
選
べ

る
よ
う
な
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

い
っ
た
見
解
が
示
さ
れ
た
。

◎
地
理
歴
史
・
公
民
科

　
地
理
歴
史
・
公
民
科
グ
ル
ー
プ
で
は
、

学
習
指
導
要
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

「
知
識
の
理
解
を
超
え
て
、
平
和
で
民
主

的
な
社
会
の
形
成
者
に
必
要
な
資
質
・
能

力
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
」
と
い
う
見
方
を
示
し
た
。

　
一
方
で
、「『
歴
史
総
合
』
を
始
め
と
す

る
歴
史
科
目
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
指
導

の
軽
重
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
を
踏
ま

え
た
指
導
計
画
を
し
っ
か
り
作
る
こ
と
が

必
要
だ
」と
い
っ
た
課
題
も
共
有
さ
れ
た
。

◎
理
科

　
理
科
全
般
に
つ
い
て
、「『
観
察
、
実
験
』

と
い
う
言
葉
が
何
度
も
登
場
し
て
い
た
。

双
方
の
目
的
を
明
確
に
し
な
い
と
、
た
だ

の
体
験
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た

懸
念
が
示
さ
れ
た
。ま
た
、生
物
で
は
、「
生

物
は
暗
記
科
目
だ
と
捉
え
て
い
る
生
徒
が

多
い
の
で
、扱
う
用
語
が
減
る
の
は
よ
い
」

と
い
っ
た
声
も
上
が
り
、
探
究
学
習
の
実

践
例
と
し
て
、「『
血
液
が
固
ま
る
場
合
と

そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
』

と
い
う
多
く
の
生
徒
が
疑
問
に
持
つ
問
い

を
出
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
疑
問
を
追
究

す
る
た
め
、生
徒
は
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
後
の
知
識
の
定
着
度
も
高
か
っ
た
」

と
い
っ
た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
次
に
、
教
科
混
合
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

自
教
科
で
の
話
を
共
有
。
そ
こ
で
は
、
教

科
横
断
の
視
点
で
資
質
・
能
力
を
育
む
授

業
の
実
現
に
向
け
た
課
題
が
出
さ
れ
た
。

　「
知
識
を
関
連
づ
け
て
活
用
す
る
学
び
、

実
生
活
や
実
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実

•

高
校
「
国
語
」（
24
ペ
ー
ジ
）

第
１
款

　目
標

　（前
略
）

⑶
言
葉
の
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
言
語
感
覚
を
磨
き
、
我
が
国
の
言

語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

生
涯
に
わ
た
り
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力

の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う
。

現
行
課
程
や
中
学
校
の
課
程
と

見
比
べ
て
読
み
解
く
こ
と
も
必
要

育
て
た
い
資
質
・
能
力
か
ら

単
元
計
画
を
立
て
る

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は

担
当
教
科
を
読
み
解
く

•

高
校
「
国
語
」（
24
ペ
ー
ジ
）

第
１
款

　目
標

　言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方

を
働
か
せ
、
言
語
活
動
を
通
し
て
、
国
語
で

的
確
に
理
解
し
効
果
的
に
表
現
す
る
資
質
・

能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

•

中
学
校
「
国
語
」（
29
ペ
ー
ジ
）

第
１

　目
標

　言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を

働
か
せ
、
言
語
活
動
を
通
し
て
、
国
語
で
正

確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
資
質
・
能
力

を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

観
点
別
評
価
を
行
う
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
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＊『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2018 年 4月にウェブとファクスで実施。回答数は 119）

感
で
き
る
学
び
の
実
現
、
さ
ら
に
、
学
習

評
価
や
大
学
入
試
と
の
関
連
性
も
考
え
る

と
、
問
い
を
立
て
る
難
し
さ
を
感
じ
る
」

　「育
て
た
い
資
質
・
能
力
か
ら
各
教
科

の
単
元
計
画
や
授
業
案
を
つ
く
る
重
要
性

は
よ
く
認
識
で
き
た
が
、
単
元
計
画
の
考

え
方
が
な
か
な
か
浸
透
し
な
い
」

　一
方
、
学
校
全
体
で
資
質
・
能
力
を
育

む
体
制
づ
く
り
へ
の
言
及
も
あ
っ
た
。

　「授
業
改
善
を
管
理
職
が
主
導
し
て
く

れ
れ
ば
よ
い
が
、自
分
に
で
き
る
こ
と
と

し
て
、ま
ず
自
ら
授
業
改
善
を
図
り
、
成

果
を
発
信
し
て
賛
同
者
を
増
や
し
て
い
く

と
い
っ
た
努
力
の
積
み
重
ね
が
、や
が
て

大
き
な
変
化
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
う
」

　「育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
共
通

理
解
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
な
が
る
が
、
学
校
・
学
年
・
教
科
で

学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
話
し
合
う
時
間

を
ま
だ
取
れ
て
い
な
い
。
教
師
個
々
の
取

り
組
み
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
研
修
の

場
を
意
識
的
に
つ
く
る
必
要
が
あ
る
」

　参
加
者
の
振
り
返
り
で
は
、「
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
自
身
の
多
様
な
気
づ
き
の
場

に
な
っ
た
」「
同
じ
学
習
指
導
要
領
を
読

ん
で
も
、
重
要
だ
と
思
う
点
や
解
釈
が

違
っ
て
い
た
。
校
内
の
共
通
理
解
の
た
め

に
も
、
今
回
の
よ
う
な
読
み
解
き
会
は
必

要
だ
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

次期学習指導要領を読む際に持っておきたい４つの視点
読み解き会の内容と読者モニターの声（＊）を踏まえ、

次期学習指導要領を読む際に持っておきたい視点を次の４つに整理した。

	 資質・能力の３つの柱

　資質・能力の３つの柱の育成について、その指導
の進め方が課題だと言える。読者モニターからは、三
位一体で捉える回答が多かったが、「柱の優先順位は、
生徒の発達段階や特性、学習内容によって変化する
と考える。知識がなくて議論ができないのならば知識・
技能の習得が優先になるが、他者との議論で疑問が
生じ、主体的に知識・技能を習得することもある」と
いった見解もあった。また、資質・能力の育成は長
期的視野が必要だが、教師も生徒もすぐに結果を求
めがちである点も課題になるといった指摘もあった。

	 学習評価

　学習評価の実践にあたっては、数値で測り切れな
い力、中でも「主体的に学習に取り組む態度」をどう
評価するかが課題だと言える。また、読者モニターか
らは、「生徒が自身の成長を教師とともに実感できる
よう、ポートフォリオを充実させたい。しかし、すべ
ての学びや活動を記録させようとすると両者の負担
が大きいため、どう効果的に行うかが考えどころだ」
といった、生徒の自己評価の重要性を指摘するととも
に、その実践上の課題を挙げる声が多かった。

	 社会に開かれた教育課程

　「社会に開かれた教育課程」は、学校教育目標、
教育活動の内容、その具現化に向けたカリキュラム・
マネジメントなど、学校教育のあらゆる面に通底して
いる理念であり、その趣旨を深く理解し、学校内で
共有することが重要となる。
　読者モニターからは、「まず、学校が置かれている
『地域』への理解を深めることが、学校が『社会』へ
の意識を高めることにつながる」といった指摘もあり、
自校にとっての「社会」を定義する必要もあるだろう。

	 資質・能力を育成する探究

　生涯にわたって主体的に学び続ける態度を育むた
めに、「探究」は重要だと言える。しかし、「探究」
に対する教師間の理解はまちまちであり、まずは校
内で共通理解を図ることが必要だ。
　また、「『探究』は各教科の学びをつなぐ重要な役
割を担う。知識の習得と探究の往還をスムーズにで
きれば、大学で研究を行う際の土台になる」という
読者モニターの声もあった。生徒の学びをどうデザイ
ンするかがポイントになりそうだ。

次ページからは、４つの視点のうち、視点２と３を踏まえた実践のあり方について、具体的な事例を通じて考え、
さらに、P.20からは、高校の教師と大学の研究者との座談会を通じて、視点４を深める。

視点2

視点4

視点1

視点3

 June 20189

特集 4つの視点で読み解く次期学習指導要領
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広
島
県
南
西
部
の
呉
市
に
位
置
す
る
広

島
県
立
広
高
校
は
、
毎
年
約
１
０
０
人
の

国
公
立
大
学
合
格
者
を
出
す
、
地
域
の
進

学
校
だ
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
、
広
島
県

「
高
等
学
校
課
題
発
見
・
解
決
学
習
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
用
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の

指
定
を
受
け
、
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目

指
し
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る
。

そ
の
下
地
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
以
前
か

ら
進
め
て
き
た
授
業
改
善
だ
。

　
13
年
度
、
特
別
支
援
学
校
か
ら
着
任
し

た
当
時
の
校
長
の
提
案
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
に
基
づ
い
た
授
業
づ

く
り
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
授

業
中
に
生
徒
の
気
が
散
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
掲
示
物
は
教
室
の
後
ろ
に
貼
る
こ
と

に
し
、
黒
板
の
周
り
に
あ
る
の
は
時
計
だ

け
に
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
授
業
の
全
体

像
を
把
握
し
、
今
授
業
が
ど
の
段
階
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
、
黒
板
の
左
端
に
そ
の
時
間
の
学
習
目

標
と
学
習
項
目
を
書
き
出
し
、
終
わ
っ
た

項
目
に
斜
線
を
引
く
よ
う
に
し
た
。
教
務

主
任
の
上
川
康
介
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
に
は
多
様
な
生
徒
が
入
学
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
が
授
業
に
集
中

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
す
べ
て

の
生
徒
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
だ
と
考
え
、

学
校
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
」

　
14
年
度
に
は
、
広
島
県
立
教
育
セ
ン

タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
講
座
を
利
用
し
て
、

研
究
授
業
に
関
す
る
手
法
を
学
び
、
自
分

の
担
当
教
科
の
教
師
と
他
教
科
の
教
師
１

人
ず
つ
の
計
２
人
の
授
業
を
参
観
し
、
指

導
の
工
夫
を
学
び
合
う「
相
互
授
業
観
察
」

を
始
め
た
。
教
務
部
の
大
本
順
一
先
生
は

そ
の
意
図
を
こ
う
語
る
。

　「
本
校
で
は
、
例
年
５
〜
６
人
の
教
師

が
入
れ
替
わ
り
、
新
採
の
教
師
も
毎
年
の

よ
う
に
赴
任
し
ま
す
。
新
し
く
来
た
先
生

方
に
早
く
本
校
の
指
導
ス
タ
イ
ル
に
慣
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
他
教
科
の

授
業
も
含
め
て
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
生
徒
の
実
態
は
担
当
教
科
の
授
業

の
様
子
だ
け
で
は
つ
か
み
切
れ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
本
校
の
赴
任
歴
の
長
い
教

師
に
と
っ
て
も
、
他
教
科
の
授
業
観
察
は

効
果
的
で
し
た
」

　
相
互
授
業
観
察
で
は
、
参
観
者
自
身
が

観
察
す
る
生
徒
を
１
人
決
め
、
そ
の
生
徒

の
発
言
や
表
情
、
教
師
と
の
か
か
わ
り
な

ど
を
授
業
観
察
票
に
書
き
込
み
な
が
ら
、

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
。
そ
し
て
、

授
業
後
の
振
り
返
り
会
で
は
、
参
観
者
が

生
徒
の
変
容
を
報
告
し
合
い
、
効
果
的

だ
っ
た
指
導
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
い
う

方
法
に
し
た
。
す
る
と
、
初
回
か
ら
、
生

徒
が
さ
ら
に
学
び
を
深
め
る
た
め
に
は
ど

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え

を
取
り
入
れ
、
授
業
改
善
を
推
進

取
り
組
み
の
背
景

「探究」を通じて
資質・能力を育む

実
践
事
例
●
広
島
県
立
広
高
校

ど
の
力
を
使
っ
て
、何
を
探
究
す
る
の
か
を
、

毎
授
業
で
提
示
し
、学
び
の
質
を
高
め
る

広
島
県
立
広
高
校
で
は
、
広
島
県
か
ら
の
研
究
指
定
を
受
け
、
教
科
学
習
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で

課
題
発
見
・
解
決
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。
育
成
を
目
指
す
16
項
目
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
定
義
し
、

授
業
シ
ラ
バ
ス
に
は
各
単
元
で
活
用
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
明
示
。
学
校
全
体
で
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
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う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
前
向
き
な
議

論
が
活
発
に
さ
れ
た
と
い
う
。

　
同
校
が
そ
う
し
た
授
業
改
善
を
進
め
る

中
、
14
年
12
月
に
広
島
県
教
育
委
員
会
が

打
ち
出
し
た
の
が
「
広
島
版
『
学
び
の
変

革
』
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
だ
。
同
事

業
は
、
県
内
の
全
公
立
学
校
に
対
し
、
資

質
・
能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
育
成

を
目
指
し
た
主
体
的
な
学
び
を
促
す
教
育

活
動
と
し
て
、
課
題
発
見
・
解
決
学
習
や

異
文
化
間
協
働
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
研
究
指
定
を
受
け
た
同
校
は
、
校

長
・
教
頭
・
教
務
主
任
・
中
核
教
員
・
各

教
科
代
表
等
に
よ
る「『
学
び
の
変
革
』プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
変
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
設
置
。
社
会
で
求
め
ら
れ
る
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
独
自
に
定
義
し
、
そ
れ

ら
の
育
成
に
向
け
て
、
各
教
科
の
授
業
や

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合

学
習
）
で
課
題
発
見
・
解
決
学
習
を
実
践

し
て
き
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
各
教

科
の
授
業
づ
く
り
に
着
目
し
て
見
て
い
く
。

　
同
校
が
育
成
を
目
指
す
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
は
、
知
識
（
Ｃ
Ｋ
）、
技
能
（
Ｃ

Ｓ
）、
態
度
（
Ｃ
Ａ
）
を
核
と
な
る
要
素

と
し
、
Ｃ
Ｓ
と
Ｃ
Ａ
は
各
８
項
目
（
計
16

項
目
）
か
ら
な
る
（
図
１
）。
以
前
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
が
実
施
す
る
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
経

験
か
ら
、
そ
の
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
参
考
に
、
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
定
義

し
た
。
上
川
先
生
は
、
定
義
さ
れ
た
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
を
初
め
て
見
た
時
を
こ
う
振

り
返
る
。

　「
担
当
科
目
の
化
学
の
授
業
を
考
え
た

時
に
、
活
用
の
場
面
が
浮
か
ば
な
か
っ
た

の
が
『
②
セ
ッ
シ
ョ
ン
』
で
す
。
そ
れ
は

結
論
を
求
め
な
い
議
論
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
化
学
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
議

論
に
な
る
こ
と
な
の
か
想
像
が
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、１
年
間
の
ど
こ
か
で
、

ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
も
使
う
場
面
を
設

定
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
場
面
に
つ
い

て
、大
本
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
教
科
の
特
性
に
応
じ
て
、
授
業
の
進

め
方
や
生
徒
の
学
び
方
に
は
違
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
全
体
で
、
こ
の
16

の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育
ん
で
い
け
ば
よ

い
と
捉
え
て
い
ま
す
」

広
島
県
立
広
高
校

◎
校
訓
は
「
敬
虔
　
自
律
　
友
愛
」。
文
武
両
道
を

校
是
と
し
、
学
習
と
部
活
動
の
高
い
水
準
で
の
両

立
を
目
指
し
て
い
る
。
剣
道
部
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
放
送
班
な
ど
が
全

国
大
会
に
出
場
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
年
間
、

広
島
県
「
高
等
学
校
課
題
発
見
・
解
決
学
習
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
用
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

18
年
度
、
広
島
県
「
高
等
学
校
課
題
発
見
・
解
決

学
習
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
係
る
研
究
開
発
校
。

◎
設
立
　
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
国

公
立
大
は
、
千
葉
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州

大
、
県
立
広
島
大
、
広
島
市
立
大
な
ど
に
１
０
２

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ

４
０
０
人
が
合
格
。

◎U
R
L
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広
島
県
立
広
高
校

大
本
順
一
お
お
も
と
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
教
務
部
。

広
島
県
立
広
高
校

森
光
智
洋
も
り
み
つ
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
教
務
部
。
課
題
発
見
・

解
決
学
習
推
進
リ
ー
ダ
ー
。

広
島
県
立
広
高
校

上
川
康
介
　か
み
か
わ
・
こ
う
す
け

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
教
務
主
任
。

広
島
県
立
広
高
校
教
頭

川
中
延
晃
　か
わ
な
か
・
の
ぶ
あ
き

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

広高校が定義したコンピテンシー図 1

核となる「知識」Core Knowledge［CK］
思考の基礎となる各教科の「知識」

核となる「技能」
Core Skill 
［CS］
情報の獲得や他者と
の意見交換に係る
「技能」

合意形成系統
（ほかの人と話し合い、
意見を交わすこと）

①ディスカッション

②セッション

③ペアワーク

調査検証系統
（課題について調べ、
結論を導き出すこと）

④スタディースキル

⑤リサーチスキル

思考表現系統
（論の正しさを考え、
自ら正しく表現するこ
と）

⑥スピーチスキル

⑦ロジカルシンキング

⑧ライティング

核となる「態度」
Core Attitude
［CA］
他者との意見交換に
係る「態度」

協働系統
（ほかの人とともに
活動する場合に
必要なこと）

⑨協調性

⑩柔軟性

⑪適応力

⑫忍耐力

⑬回復力

統率系統
（ほかの人を率いて
課題を解決する場合
に必要なこと）

⑭リーダーシップ

⑮積極性

⑯責任感

＊学校資料を基に編集部で作成

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
16
項
目
を

教
育
活
動
全
体
で
育
む

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
定
義
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コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
に
向
け
た
授
業

構
想
は
次
の
通
り
だ
。

　
各
教
科
で
は
、
活
用
す
べ
き
Ｃ
Ｋ
・
Ｃ

Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
示
し
た
上
で
授
業
を
進
め
、

単
元
や
題
材
の
ま
と
ま
り
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。
そ
し
て
、

総
合
学
習
で
は
、各
教
科
の
授
業
で
獲
得

し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
活
用
し
な
が

ら
問
題
解
決
学
習
に
取
り
組
む（
図
２
）。

課
題
発
見
・
解
決
学
習
推
進
リ
ー
ダ
ー
の

森
光
智
洋
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
各
教
科
の
授
業
と
総
合
学
習
の
両
輪

を
、
第
１
学
年
か
ら
ら
せ
ん
的
に
広
げ
て

い
く
こ
と
で
、
徐
々
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
各

教
科
の
授
業
や
総
合
学
習
の
進
め
方
は
、

基
本
的
に
３
年
間
同
じ
で
す
が
、
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
の
高
ま
り
に
応
じ
て
、
課
題
の

内
容
や
問
題
解
決
の
手
法
を
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

　
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
生
徒
に
そ

れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
理
解

さ
せ
る
た
め
、
第
１
学

年
１
学
期
の
総
合
学
習

で
、各
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
活
用
を
一
通
り
体
験

さ
せ
る
。
例
え
ば
、「
②

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
結

論
を
求
め
る
も
の
で
は

な
く
、
グ
ル
ー
プ
内
で

意
見
を
し
っ
か
り
出
し

合
う
こ
と
だ
と
ル
ー
ル

を
説
明
し
た
上
で
、
実

際
に
テ
ー
マ
を
出
し
て

グ
ル
ー
プ
で
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
さ
せ
る
。

　「
第
１
学
年
の
１
学
期

か
ら
授
業
で
Ｃ
Ｓ
や
Ｃ

Ａ
を
活
用
し
つ
つ
、
総

合
学
習
で
し
っ
か
り
各

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
理
解
さ
せ
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
趣

旨
が
十
分
理
解
で
き
れ
ば
、
授
業
で
も
目

的
意
識
を
持
っ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
ら
で
す
」（
森
光
先
生
）　

　
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
外
部
団
体
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。
ペ
ア
で
褒
め

合
う
、
話
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
接
続
詞

を
使
い
な
が
ら
会
話
を
す
る
と
い
っ
た
活

動
を
通
し
て
、
協
調
性
や
積
極
性
な
ど
を

体
得
し
て
い
く
。

　「
普
段
は
お
と
な
し
い
生
徒
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後
に
講
師
か
ら
マ
イ
ク

を
向
け
ら
れ
て
す
ぐ
に
活
動
の
感
想
を
答

え
た
姿
に
、
こ
ん
な
に
も
変
わ
る
も
の
か

と
驚
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の

授
業
で
は
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
際
、

す
ぐ
に
役
割
分
担
が
決
ま
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
上

川
先
生
）

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
Ｃ
Ａ
の
「
積
極
性
」「
適

応
力
」「
柔
軟
性
」「
協
調
性
」
を
学
べ
た

と
答
え
た
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
６
〜
８
割
い

た
。「
自
分
の
殻
を
破
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
と
て
も
楽
し
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
も
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も

あ
り
、
自
分
の
感
覚
や
感
情
の
み
を
考
え

る
「
殻
」
を
破
り
、他
者
と
「
つ
な
が
る
」

必
要
性
を
理
解
で
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

た
。

　　
各
教
科
の
授
業
で
は
、
課
題
発
見
・
解

決
学
習
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

出
し
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
活
用
し
て
行

う
協
働
的
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

◎
授
業
シ
ラ
バ
ス
の
作
成

　
教
科
の
ど
の
単
元
・
題
材
で
、
ど
の
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
活
用
・
育
成
す
る
の
か
、

教
師
間
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め
、
各

学
年
で
授
業
・
教
科
ご
と
に
作
成
す
る「
授

業
シ
ラ
バ
ス
」
の
「
授
業
計
画
」
の
中
で
、

授
業
の
年
間
計
画
と
各
単
元
に
お
け
る
主

な
到
達
目
標
（
Ｃ
Ｋ
）、
そ
の
単
元
で
伸

ば
す
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
明
示
し
た
（
図
３
）。

学年 第１学年 第2学年 第 3学年

課題 解決課題「地域」 解決課題「日本」 解決課題「世界」

場 授業 総合的な
学習の時間 授業 総合的な

学習の時間 授業 総合的な
学習の時間

4月
CS・CA の
習得

CKを基に、
CS・CA を
活用した問
題解決学習

コンピテン
シーを活用
し、「日本」
をテーマに
したグルー
プによる課
題解決学習

CKを基に、
CS・CA を
活用した問
題解決学習

コンピテン
シーを活用
し、「世界」
をテーマに
したグルー
プによる課
題解決学習

5月
6月
7月

CKを基に、
CS・CA を
活用した問
題解決学習

コンピテン
シーを活用
し、「地域」
をテーマに
したグルー
プによる課
題解決学習

8月
9月
10月
11月
12 月
1月
2月
3月

＊学校資料を基に編集部で作成

コンピテンシー育成を図るための授業構想図２

な
ぜ
そ
の
力
が
必
要
な
の
か

体
験
に
よ
っ
て
理
解
を
深
め
る

何
を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か

生
徒
に
明
確
に
意
識
さ
せ
る

各
教
科
の
授
業
づ
く
り

教
科
と「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
両
輪
で
徐
々
に
高
め
る

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
の
授
業
構
想

12 June 2018
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授
業
シ
ラ
バ
ス
は
、
生
徒
に
も
配
布
。
生

徒
自
身
に
も
「
Ｃ
Ｋ
を
獲
得
・
活
用
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
用

い
る
の
か
」
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
目
的
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
毎
回
の
授
業
で
は
、
そ
の
授

業
で
の
到
達
目
標
の
Ｃ
Ｋ
と
、
活
用
す
る

Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
、
黒
板
の
左
上
に
提
示
す

る
（
図
４
）。
こ
こ
で
も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
に
基
づ
き
、
授
業
内

で
学
習
内
容
と
習
得
の
方
法
を
教
師
と
生

徒
が
共
有
し
、
学
習
を
進
め
や
す
く
し
て

い
る
。

◎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
内
容

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
「
実
の
場
」
を
設

定
し
た
り
、
思
考
を
深
め
る
問
い
を
出
し

た
り
し
て
、
単
な
る
体
験
活
動
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
そ
う
し
た
課
題
は
、
活
用
す
る
知
識

が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、思
考
が
深

ま
り
ま
せ
ん
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は

毎
回
の
授
業
で
取
り
組
ま
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、単
元
や
題
材
の
ま
と
ま
り
で
取
り

黒板の左上に、その授業
のCK（知識）、その獲得
に向けて活用するCS（技
能）、CA（態度）を提示し、
生徒が常に目標を意識で
きるようにする。写真の
授業は、中間考査に向け、
展開と因数分解の演習に
グループで取り組むとい

う内容であり、習得する知識として、展開・因数分解の方法、公式を
挙げ、また、活用するコンピテンシーには、ロジカルシンキングと協
調性が挙げられた。なお、ユニバーサルデザインの観点で学習環境を
整えているため、黒板の横や上には、掲示物が一切ない。ただ、３年
生の教室では掲示物が多いため、黒板の横にも貼ってもよいことにし、
授業中はスクリーンを下ろし、掲示物が見えないようにしている。

組
ま
せ
て
い
ま
す
」（
上
川
先
生
）

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
具
体
例
を
紹

介
す
る
。
上
川
先
生
は
「
化
学
」
の
授
業

で
、「
無
色
透
明
の
４
種
類
の
水
溶
液
を

識
別
す
る
」と
い
う
課
題
を
出
し
、グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
ま
せ
た
。
生
徒
に
は
や
り
方

を
一
切
示
さ
ず
、
試
験
管
は
何
本
使
っ
て

も
よ
い
と
だ
け
伝
え
た
。

　「
生
徒
た
ち
は
、
樹
形
図
を
描
い
た
り
、

対
応
表
を
作
成
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
を
試
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
で
、
私

が『
先
生
は
試
験
管
２
本
で
分
か
っ
た
よ
』

と
言
う
と
、
生
徒
は
驚
き
、
一
層
熱
心
に

考
え
、
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
」

　
ま
た
、
体
育
の
授
業
で
は
、「
マ
ッ
ト

運
動
を
全
員
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
課
題
を
出
し
た
。
自
分
た
ち
の
演
技

を
撮
影
し
、
う
ま
く
で
き
た
人
と
で
き
な

か
っ
た
人
と
の
演
技
を
見
比
べ
、
そ
の
違

い
を
見
い
だ
し
、
ど
う
す
れ
ば
全
員
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
話
し
合
っ
て
い

た
と
言
う
。

　
ど
の
教
科
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
が
、

「
他
者
に
説
明
す
る
」
と
い
う
設
定
だ
。

例
え
ば
、
国
語
で
は
、「
こ
ど
も
銀
行
券

で
買
い
物
を
し
よ
う
と
し
た
小
学
生
に
、

紙
幣
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

か
」
と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
た
。
状
況
を

明
確
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
よ
り

リ
ア
ル
に
考
え
ら
れ
る
。

授業シラバス　第３学年「物理」の例図３

CK（知識）
CS（技能）
CA（態度）

CK・CS・CAの提示　第１学年「数学」の例図４

＊学校資料をそのまま掲載

社
会
と
つ
な
が
り
の
あ
る
課
題
や

思
考
を
深
め
る
課
題
を
出
す
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◎
評
価
方
法

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
評
価
は
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
行
う
。
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
は
、
課
題
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
本
時
の
課

題
に
取
り
組
む
中
で
ど
う
変
化
す
る
こ
と

を
ね
ら
う
の
か
を
５
段
階
で
示
す
よ
う
に

し
た
（
図
５
）。
到
達
目
標
は
「
５
」
だ
。

　
ま
た
、生
徒
に
よ
る
自
己
評
価
も
行
う
。

17
年
度
は
、
ノ
ー
ト
に
貼
っ
た
自
己
評
価

表
に
毎
時
間
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
、
６
月
と
12

月
に
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
活
用
度
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
総
括
的
に
振
り
返
り

を
さ
せ
た
。
18
年
度
は
改
め
て
自
己
評
価

の
方
法
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
月
１
回
の

自
己
評
価
と
、
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

し
た
。

　「
日
々
の
記
録
は
つ
け
な
く
て
も
、
内

省
で
き
る
よ
う
、授
業
の
終
了
時
に
再
度
、

授
業
の
目
標
を
復
唱
し
、
そ
れ
を
活
用
で

き
た
の
か
を
振
り
返
る
よ
う
、
声
か
け
を

し
て
い
ま
す
」（
森
光
先
生
）

　
各
教
科
の
授
業
づ
く
り
で
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
の
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
の
設
定
と
そ
れ
に
伴
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

の
作
成
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
16
年
度
か
ら

は
研
究
授
業
の
方
法
を
改
め
、
異
な
る
教

科
の
教
師
４
〜
５
人
で
１
グ
ル
ー
プ
と
な

り
、
相
互
に
授
業
を
観
察
し
、
教
科
を
超

え
て
共
有
で
き
る
点
や
生
徒
の
状
況
か
ら

評
価
で
き
る
点
、
改
善
す
べ
き
点
を
議
論

す
る
よ
う
に
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

づ
く
り
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
確
認
と
、

変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

模
範
授
業
で
全
体
像
を
つ
か
ん
で
か
ら
、

相
互
授
業
観
察
を
実
施
。
授
業
担
当
者
の

負
担
軽
減
も
考
慮
し
た
簡
易
指
導
案
「
Ｓ

Ｔ
Ｐ
」（
図
５
）
を
用
い
て
授
業
を
見
る

視
点
を
明
確
化
し
、
異
教
科
間
で
も
議
論

が
活
性
化
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
授
業

観
察
を
各
教
科
内
で
も
行
い
、
全
教
科
各

１
人
が
公
開
研
究
授
業
を
実
施
し
た
。

　「
異
な
る
教
科
と
い
う
多
様
な
視
点
で

議
論
す
る
こ
と
で
、
課
題
設
定
の
ポ
イ
ン

ト
を
つ
か
め
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
か
ら

の
授
業
観
察
を
通
し
て
前
向
き
に
議
論
を

行
う
意
識
が
教
師
間
に
定
着
し
て
い
た
の

で
、
発
展
的
な
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
た

の
も
有
意
義
で
し
た
」（
大
本
先
生
）

　
16
年
度
は
「
実
の
場
」
の
設
定
と
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
づ
く
り
を
、17
年
度
は
「
思
考
」

の
深
ま
り
を
問
う
課
題
の
設
定
と
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
統
一
を
テ
ー
マ
に
し
、
課
題
設

定
の
イ
メ
ー
ジ
と
評
価
方
法
の
統
一
が
図

ら
れ
た
。

　
　

　
総
合
学
習
で
行
う
課
題
解
決
学
習
で

は
、
第
１
学
年
は
「
地
域
（
広
地
区
・
呉

市
・
広
島
県
）」、
第
２
学
年
は
「
日
本
」、

第
３
学
年
は
「
世
界
」
の
課
題
を
発
見
し
、

調
査
・
研
究
を
し
て
具
体
的
な
方
策
を
提

案
す
る
。
基
本
的
な
流
れ
は
次
の
通
り
。

　
ま
ず
、
生
徒
個
々
に
テ
ー
マ
に
関
す
る

疑
問
を
挙
げ
、
似
た
疑
問
を
持
つ
生
徒
４

〜
５
人
で
グ
ル
ー
プ
を
組
む
。
そ
し
て
、

グ
ル
ー
プ
で
課
題
を
１
つ
設
定
し
、
調
査

や
分
析
を
通
し
て
方
策
を
考
え
、
最
終
的

に
は
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
、
ク
ラ
ス
内

で
発
表
す
る
。

　
課
題
設
定
は
生
徒
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
担
任
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
程
度
だ
。

こ
れ
ま
で
、
急
増
し
て
い
る
外
国
人
観
光

客
に
対
応
す
る
た
め
の
英
語
の
観
光
案
内

冊
子
を
作
成
し
た
グ
ル
ー
プ
や
、
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
た
め
に
地
域
の
危
険
マ
ッ

プ
を
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
自
分
た
ち

の
身
の
回
り
に
引
き
寄
せ
た
課
題
が
多

か
っ
た
と
言
う
。

STP （Simple Teaching Plan）の例図５

授業案を簡易な形式にし、教師の負担を軽減。特に見てほしい場面
には、「★」をつけた。＊学校資料をそのまま掲載

簡
易
授
業
案
で
負
担
を
軽
く
し
つ
つ
、

中
身
の
濃
い
互
見
授
業
に

授
業
研
究
の
工
夫

生
徒
が
自
ら
課
題
を
設
定
し
、

調
べ
、分
析
し
、方
策
を
考
え
る

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
内
容

14 June 2018
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　「
市
内
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
が
多
い
理
由

に
つ
い
て
、自
分
た
ち
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
を
取
っ
て
商
店
街
の
会
長
に
取
材
に

行
っ
た
り
、解
決
策
の
裏
づ
け
と
な
る
デ
ー

タ
を
取
ろ
う
と
他
ク
ラ
ス
に
調
査
を
行
っ

た
り
と
、生
徒
た
ち
は
想
像
以
上
に
Ｃ
Ｓ
や

Ｃ
Ａ
を
発
揮
し
て
い
ま
す
」（
上
川
先
生
）

　
こ
れ
ま
で
学
級
単
位
で
の
グ
ル
ー
プ
編

成
だ
っ
た
が
、さ
ら
に
多
様
な
他
者
と
協
働

で
き
る
よ
う
、18
年
度
第
１
学
年
で
は
学

級
混
合
の
グ
ル
ー
プ
編
成
を
検
討
中
だ
。

　
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
教

科
の
授
業
に
お
い
て
も
、
探
究
心
を
持
っ

て
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
生
徒
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
上
川
先
生

は
手
応
え
を
語
る
。

　「
化
学
反
応
の
解
説
で
、
以
前
は
生
徒

か
ら
質
問
も
出
ず
、
す
ー
っ
と
進
ん
で
い

た
の
が
、
今
で
は
『
な
ぜ
こ
の
場
合
は
酸

性
な
の
で
す
か
』『
こ
の
結
合
の
こ
こ
は

な
ぜ
違
う
の
で
す
か
』な
ど
、立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
生
徒
が
出
て
き
ま
し
た
」

　
大
本
先
生
も
、
生
徒
の
変
化
を
実
感
し

て
い
る
。

　「
大
学
入
試
の
出
題
頻
度
が
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
分
野
は
、
以
前
の
生
徒
は
関
心

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
を
行
っ
た
時
、生
徒
か
ら『
原

子
力
発
電
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
生
は

ど
う
考
え
ま
す
か
』
と
質
問
さ
れ
、
大
い

に
議
論
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
入
試
の

出
題
頻
度
に
関
係
な
く
、
自
分
が
関
心
を

持
っ
た
こ
と
を
追
究
す
る
姿
勢
が
育
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
高
ま
り
は
数
値
に

も
表
れ
て
い
る
。
年
２
回
行
わ
れ
る
、
生

徒
が
行
う
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
活
用
の
自
己

評
価
で
は
、Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
と
も
、前
期
よ
り

後
期
、
第
１
学
年
よ
り
第
３
学
年
の
方
が

平
均
値
が
高
く
、コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
着

実
に
育
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る（
図
６
）。

　
今
後
の
課
題
の
１
つ
は
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
の

見
直
し
だ
と
、
森
光
先
生
は
語
る
。

　「
３
年
間
の
運
用
を
経
て
、数
が
多
い
、

ほ
か
の
項
目
を
入
れ
た
い
と
い
っ
た
意
見

も
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
ま
一
度

見
直
し
、
生
徒
・
教
師
と
も
に
分
か
り
や

す
い
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　
評
価
方
法
の
改
善
も
課
題
の

１
つ
だ
。
生
徒
は
力
が
つ
い
て

い
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
捉
え
る

傾
向
が
あ
り
、
で
き
た
こ
と
・

で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
双
方
を

捉
え
、
次
に
す
べ
き
こ
と
を
自

分
で
考
え
ら
れ
る
振
り
返
り
に

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
す
べ

て
を
、
高
校
時
代
に
身
に
つ
け

な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
目
指
す
の
は
、
主
体
的
に

疑
問
を
解
決
す
る
力
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
自
己
評
価
の
精

度
を
上
げ
る
指
導
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
し
、
授
業
に
一

層
深
み
を
出
す
た
め
に
、
私
た

ち
教
師
の
ス
キ
ル
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
上
川
先
生
）

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
川

中
延の

ぶ
あ
き晃
教
頭
は
こ
う
語
る
。

　「
中
核
教
員
を
中
心
に
、
３

年
間
、
組
織
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
が
、生
徒
の
姿
に
表
れ
て
い
ま
す
。

相
互
授
業
観
察
を
通
し
て
学
校
全
体
で
学

び
合
う
と
と
も
に
、
外
部
の
力
を
借
り
な

が
ら
進
め
て
き
た
こ
と
も
、
成
功
の
要
因

で
し
ょ
う
。
教
師
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
る

中
、
同
じ
成
果
を
出
す
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
継
承
す
る
も
の
と
見
直
す

も
の
を
見
極
め
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」　

コンピテンシー活用の自己評価（2017年度前期・後期）図６

＊数値は前期／後期

核となる技能　CS 核となる態度　CA
合意形成系統

（ ① デ ィ ス カ ッ
ション、②セッショ
ン、③ペアワーク）

調査検証系統
（④スタディースキ
ル、⑤リサーチス
キル

思考表現系統
（⑥スピーチスキ
ル、⑦ロジカルシ
ンキング、⑧ライ
ティング）

協働系統
（⑨協調性、⑩柔
軟 性、⑪ 適 応力、
⑫忍耐力、⑬回復
力）

統率系統
（⑭リーダーシッ
プ、 ⑮ 積 極 性、
⑯責任感）

全学年平均値 4.36 / 4.50 4.05 / 4.28 4.03 / 4.25 4.32 / 4.43 4.04 / 4.17

第３学年平均値 4.55 / 4.73 4.25 / 4.47 4.28 / 4.45 4.51 / 4.69 4.21 / 4.42

第２学年平均値 4.31 / 4.53 3.90 / 4.28 3.86 / 4.28 4.26 / 4.38 3.95 / 4.19

第１学年平均値 4.21 / 4.25 3.99 / 4.09 3.94 / 4.00 4.20 / 4.22 3.95 / 3.90

全学年・全系統平均値 4.16 / 4.33

第３学年・全系統平均値 4.36 / 4.55

第２学年・全系統平均値 4.06 / 4.33

第１学年・全系統平均値 4.06 / 4.09
各コンピテンシーについて、５件法のルーブリックを設定。選んだ数値の平均値を算出。　＊学校資料を基に編集部で作成

疑
問
に
思
う
こ
と
を
主
体
的
に

探
究
し
よ
う
と
す
る
生
徒
た
ち

成
果
・
展
望

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
見
直
し
と

自
己
評
価
の
精
度
向
上
が
課
題
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（
以
下
、

Ｊ
ｅ
Ｐ
）
は
、
高
校
に
お
け
る
主
体
性
等

の
評
価
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
Ｊ

ｅ
Ｐ
の
開
発
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

関
西
学
院
大
学
の
時と

き
と
う任
隼
平
専
任
講
師
か

ら
、
Ｊ
ｅ
Ｐ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。

時
任
　
Ｊ
ｅ
Ｐ
は
、
高
校
生
活
の
活
動
を

記
録
す
る
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
す
。
こ

れ
ま
で
大
学
の
一
般
入
試
で
は
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
で
測
る
知
識
・
技
能
の
比
重

が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
後
は
、
高

校
で
の
様
々
な
活
動
か
ら
受
験
生
の
主
体

性
を
評
価
す
る
た
め
に
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
と
し
て
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度
が

研
究
の
最
終
年
度
で
、
現
在
、
全
国
の
約

２
９
０
０
校
の
高
校
の
先
生
と
生
徒
に
無

料
で
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
に
は
、多
く
の
高
校
の
先
生
か

ら
、「
そ
も
そ
も
主
体
性
を
評
価
で
き
る

の
か
」と
い
っ
た
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
。

主
体
性
は
他
の
資
質
・
能
力
に
比
べ
る
と

非
常
に
抽
象
的
な
も
の
で
あ
り
、生
徒
が

主
体
的
な
思
考
を
し
て
い
て
も
、そ
れ
が

言
動
に
表
れ
な
い
限
り
、測
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、Ｊ
ｅ
Ｐ
で
は
、
生

徒
の
具
体
的
な
言
動
か
ら
、
主
体
性
が
あ

る
か
ど
う
か
を
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
最

生
徒
の
活
動
に
表
れ
る
言
動
で

主
体
性
を
評
価

JAPAN
 e-Portfolio

と
は

主体性等の
評価に向けて

主
体
性
等
の
評
価
の
導
入
で
求
め
ら
れ
る
、

生
徒
の
変
容
を
見
取
り
、省
察
を
促
す
力

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、学
習
評
価
の
観
点
も
「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
つ
に
整
理
さ
れ
る
が
、

そ
の
う
ち
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
、
高
校
現
場
の
課
題
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
高
校
教
育
と
と
も
に
改
革
さ
れ
る
大
学
入
試
も
同
様
だ
。
そ
こ
で
、
大
学
入
試
に
お
け
る
主
体
性
等
の
評
価
の
実
現
に
向
け
て

開
発
中
の
「JAPAN

 e-Portfolio

」
に
か
か
わ
る
大
学
の
研
究
者
と
、
高
校
現
場
の
教
師
に
、
主
体
性
等
の
評
価
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

北
海
道
札
幌
北
高
校

福
士
公
一
朗 

ふ
く
し
・
こ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
教
務
部
長
。

兵
庫
県
・
私
立
灘
中
学
校
・
高
校

井
上
志
音 

い
の
う
え
・
し
お
ん

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

岡
山
県
立
玉
島
高
校

　副
校
長

山
﨑
淑
加 

や
ま
さ
き
・
よ
し
か

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
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終
的
な
到
達
段
階
だ
け
で
は
な
く
、そ
こ

に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、生
徒
が
自
身
の
活
動
を
振

り
返
り
、そ
の
過
程
や
結
果
に
対
し
て
何

を
考
え
た
の
か
を
記
入
す
る
「
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
省
察
）」
の
欄
を
設
け
ま
し
た
。

　
項
目
の
作
成
前
に
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
校
の
教

師
、
大
学
教
員
、
企
業
の
人
事
担
当
者
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
高

校
生
・
大
学
生
・
新
入
社
員
の
ど
の
よ
う

な
行
動
に
主
体
性
を
感
じ
る
の
か
を
調
査

し
ま
し
た
。
高
校
現
場
の
実
感
や
企
業
の

価
値
観
と
す
り
合
わ
せ
て
項
目
を
設
定
し

て
い
る
の
も
、
Ｊ
ｅ
Ｐ
の
特
徴
で
す
。

山
﨑
　
Ｊ
ｅ
Ｐ
は
、学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
活
動
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
点
が
よ
い
と

感
じ
て
い
ま
す（
Ｐ
．18
図
）。探
究
活
動
や

学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど
、
教
科
学
習
以

外
の
努
力
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
、生
徒
の
学
校
生
活
全
般
へ
の

意
欲
が
高
ま
り
そ
う
で
す
。
高
校
現
場
で

も
う
ま
く
活
用
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

井
上
　
私
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
入
っ

て
い
る
点
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

「
反
省
」
の
意
味
と
取
る
と
、失
敗
し
た
時

に
行
う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま

す
が
、成
功
時
も
何
が
成
功
に
つ
な
が
っ

た
の
か
を
省
察
し
、
自
分
が
次
に
何
を
す

べ
き
か
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
活
動
へ
の

意
欲
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
士
　
自
分
の
活
動
を
言
語
化
す
る
こ
と

は
、
メ
タ
認
知
を
促
す
点
で
も
効
果
的
で

す
。
生
徒
に
振
り
返
る
力
を
つ
け
る
た
め

に
、
何
度
も
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

時
任
　
私
は
、
先
生
方
の
指
導
が
あ
っ
て

こ
そ
、
生
徒
は
中
身
の
あ
る
省
察
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ

る
高
校
で
は
、
１
年
生
の
「
情
報
」
の
授

業
で
自
由
に
振
り
返
り
を
書
か
せ
た
と
こ

ろ
、「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
難
し
か
っ
た
」

「
画
像
の
設
定
が
難
し
か
っ
た
」
な
ど
、

表
面
的
な
感
想
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
生
徒
は
初
め
か
ら
省
察
力
を
持
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方

が
教
育
的
な
意
図
を
持
ち
、
Ｊ
ｅ
Ｐ
の
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
項
目
を
設
定
す
る
こ
と

で
、
深
い
省
察
に
至
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
大
学
の
授
業
で

振
り
返
り
が
で
き
な
い
学
生
が
多
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
頭
の
中
で
い
ろ
い
ろ
考
え

て
い
て
も
、
そ
れ
を
言
語
化
す
る
に
は
あ

る
程
度
の
訓
練
や
経
験
が
必
要
で
す
。
大

学
に
入
る
前
段
階
か
ら
、
省
察
す
る
力
を

育
成
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

井
上
　
生
徒
の
言
動
を
通
し
て
主
体
性
を

見
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
高
校
が
考

え
る
主
体
性
と
大
学
が
考
え
る
主
体
性
に

は
、
そ
の
認
識
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
各
大
学
は
入
試
に
お
い
て
、
Ｊ

ｅ
Ｐ
の
項
目
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
徒
の
主

体
性
を
見
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

井
ノ
上
　
各
大
学
は
、
Ｊ
ｅ
Ｐ
に
あ
る
項

目
の
す
べ
て
を
見
る
の
で
は
な
く
、
自
学

の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
応
じ

て
項
目
を
取
捨
す
る
形
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
探
究
活
動
に
お
け
る
主
体
性
を
重
視

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
項
目
を
参
照
す
る
で

し
ょ
う
し
、
生
徒
会
活
動
や
部
活
動
を
見

る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、

大
学
が
「
こ
う
い
う
面
で
主
体
性
の
あ
る

生
徒
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
こ
と
を
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
で
明
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

福
士
　
大
学
入
試
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が

使
わ
れ
る
と
い
う
と
、「
入
試
の
た
め
に

教
育
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
抵

抗
感
を
持
つ
教
師
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

深
い
省
察
を
促
す
に
は

教
師
の
働
き
か
け
も
必
要

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
教
育
的
効
果

関
西
学
院
大
学

　高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー

　

専
任
講
師

時
任
隼
平 

と
き
と
う
・
じ
ゅ
ん
ぺ
い

文
部
科
学
省
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業
（
主

体
性
等
分
野
）
研
究
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
。

大
阪
大
学

　高
等
教
育
・
入
試
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー

　特
任
助
教

井
ノ
上
憲
司 

い
の
う
え
・
け
ん
じ

長
崎
県
立
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
等
を
経

て
、
２
０
１
６
年
９
月
か
ら
現
職
。

見
え
な
い
学
力
を
可
視
化
し
、

「
教
育
の
本
質
」
に
迫
る

主
体
性
の
評
価
の
意
義
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Ｊ
ｅ
Ｐ
の
場
合
、
入
試
利
用
の
側
面
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
「
見
え
な
い

学
力
」
と
言
わ
れ
て
き
た
部
分
が
「
見
え

る
化
」
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
項
目

を
意
識
す
る
こ
と
で
、
教
師
の
指
導
観
や

生
徒
を
見
る
視
点
が
変
わ
り
、「
教
育
の

本
質
」
に
よ
り
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
保
護
者
の

中
に
は
、
主
体
性
を
評
価
す
る
こ
と
が
、

生
徒
の
人
格
や
価
値
観
を
も
評
価
す
る
も

の
と
捉
え
る
方
も
い
ま
す
。
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
へ

の
丁
寧
な
説
明
も
必
要
で
し
ょ
う
。

─
大
学
が
Ｊ
ｅ
Ｐ
の
入
力
内
容
を
入
試

の
際
に
き
ち
ん
と
評
価
し
て
く
れ
る
の
か

と
い
っ
た
不
安
を
抱
く
先
生
も
い
ま
す
。

大
学
は
、
入
試
に
お
い
て
Ｊ
ｅ
Ｐ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

井
ノ
上
　
各
大
学
は
、
入
試
区
分
ご
と
に

Ｊ
ｅ
Ｐ
の
ど
の
項
目
を
見
る
の
か
を
、
募

集
要
項
に
明
記
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
学
に
よ
っ
て
見
る
項
目
は
異
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
全
体
と
し
て
、
多
く

の
項
目
が
入
試
で
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
推
測
し
て
い
ま
す
。

時
任
　
Ｊ
ｅ
Ｐ
に
限
ら
ず
、
大
学
が
受
験

生
に
提
出
を
求
め
た
も
の
は
、
評
価
の
対

象
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
入
試
の
原
則

で
す
。
仮
に
見
ら
れ
な
い
項
目
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
福
士
先
生
が
言
わ
れ
た
「
教

育
の
本
質
」を
追
求
す
る
と
い
う
観
点
で
、

生
徒
が
自
身
の
高
校
３
年
間
の
軌
跡
を
客

観
的
に
振
り
返
る
教
育
的
効
果
は
、
小
さ

く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
上
　
一
般
入
試
の
調
査
書
の
扱
い
は
変

わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

井
ノ
上
　
国
立
大
学
協
会
は
20
年
以
降
の

方
針
と
し
て
、
調
査
書
が
活
用
で
き
る
入

試
か
ら
順
次
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
調
査
書
の
普

及
が
進
め
ば
、
容
易
に
情
報
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
一
般
入
試
で
も
調

査
書
が
今
ま
で
以
上
に
重
視
さ
れ
、
探
究

活
動
や
学
校
行
事
な
ど
、
多
様
な
活
動
が

評
価
対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

山
﨑
　
調
査
書
の
比
重
が
高
ま
る
と
、
生

徒
の
資
質
・
能
力
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

教
師
の
調
査
書
作
成
能
力
が
合
否
を
左
右

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
も
あ

り
ま
す
。
生
徒
の
多
様
な
活
動
で
主
体
性

を
評
価
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
懸
念
を

払
し
ょ
く
す
る
上
で
有
効
だ
と
思
い
ま

す
。
今
、高
校
現
場
で
は
、ベ
テ
ラ
ン
教
師

の
大
量
退
職
に
よ
り
、
若
手
の
指
導
力
向

上
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
教
師
が

生
徒
の
変
化
や
成
長
を
見
取
る
力
が
よ
り

重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

井
上
　
生
徒
が
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
い

る
場
合
は
よ
い
で
す
が
、そ
う
で
な
い
場

合
に
ど
こ
ま
で
書
い
て
よ
い
の
か
、判
断

に
迷
う
場
面
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

井
ノ
上
　
失
敗
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の

か
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

探
究
活
動
や
部
活
動
で
目
に
見
え
る
成
果

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
生
徒
な

り
に
頑
張
っ
て
、
そ
の
結
果
に
至
っ
た
理

由
が
論
理
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
十

分
評
価
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。
失
敗
を

否
定
的
に
捉
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
で
の
研
究
に
も
、
失
敗
は
あ
り
ま
す
。

研
究
を
進
め
る
上
で
大
切
な
の
は
、
な
ぜ

失
敗
し
た
の
か
を
客
観
的
に
振
り
返
り
、

そ
こ
か
ら
成
功
に
導
く
道
筋
を
組
み
立
て

る
力
で
す
。
失
敗
か
ら
立
ち
直
る
経
験
を

積
ん
で
き
た
生
徒
の
方
が
、
す
ん
な
り
成

功
し
た
生
徒
よ
り
も
、
粘
り
強
く
頑
張
れ

る
人
物
と
評
価
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

◎JAPAN e-Portfolio に記録できる「学びのデータ」例

探究活動 基本情報＊１／参考文献／実験／研究室訪問　等

生徒会・委員会 基本情報＊１／会議記録／業績の記録　等

学校行事
式典・行事／修学旅行・研修旅行／スポーツ大会・
体育祭／文化祭・学園祭　等

部活動
（スポーツ活動）

基本情報＊１／大会・試合の結果／代表への選抜
履歴／段位の取得等／ベスト記録・通算記録　等

部活動
（文化芸術活動）

基本情報＊１／コンクール・コンテスト・大会の結
果／代表への選抜履歴／作品・成果物　等

留学・海外経験 留学／フィールドスタディ／交流イベント　等

＊１　活動内容や所属など基本的情報を入力できるようになっている
＊取材を基に編集部で作成

「JAPAN e-Portfolio」図

主
体
性
を
評
価
す
る
観
点
を

大
学
は
募
集
要
項
に
明
記

大
学
入
試
で
の
活
用

大
切
な
の
は
、失
敗
を
振
り
返
り
、

成
功
へ
の
道
筋
を
探
る
過
程

主
体
性
の
捉
え
方

JAPAN e-Portfolio のトップ画面（https://jep.jp）
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ん
。
調
査
書
に
生
徒
の
失
敗
や
否
定
的
な

こ
と
を
書
く
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
失
敗
後
の
言
動
を
粘
り
強

さ
や
主
体
性
を
測
る
指
標
と
位
置
づ
け
れ

ば
、
生
徒
に
対
す
る
見
方
も
変
わ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
士
　「
Ｊ
ｅ
Ｐ
を
見
て
い
る
と
、
エ
ビ

デ
ン
ス
ば
か
り
求
め
ら
れ
て
い
る
気
が
す

る
」
と
言
う
教
師
も
少
な
く
な
く
、
挫
折

し
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
は
評
価

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安

を
抱
い
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
研
究
に
は

失
敗
が
つ
き
も
の
で
す
。
大
学
が
生
徒
の

失
敗
を
前
向
き
に
捉
え
る
意
識
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
安
心
し
ま
し
た
。

時
任
　
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
、
学
会

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
、と
い
っ
た「
結

果
」
だ
け
で
評
価
す
る
の
は
、
主
体
性
等

の
評
価
の
趣
旨
に
外
れ
ま
す
。
結
果
に
生

徒
本
人
が
ど
う
向
き
合
っ
た
の
か
、
活
動

に
つ
い
て
振
り
返
り
を
し
っ
か
り
行
え
た

か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。
生
徒
に
省
察
を

促
し
、
思
考
し
た
こ
と
を
言
語
化
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
高
校
の
先
生
方

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

─
主
体
性
等
の
評
価
が
求
め
ら
れ
る

中
、
高
校
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

福
士
　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作
成
に
取
り
組

み
始
め
た
本
校
に
お
い
て
実
感
す
る
の

は
、
学
校
の
方
向
性
を
無
理
に
そ
ろ
え
な

く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
す
。考
え
に
多
少
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、

主
体
性
の
育
成
や
評
価
の
大
切
さ
は
、
教

師
間
で
共
感
で
き
る
部
分
で
す
。
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
は
大
事
だ
か
ら
と
、
無
理
に
足

並
み
を
そ
ろ
え
る
の
で
は
な
く
、
先
生
方

を
信
頼
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
認
め
合

う
こ
と
で
、
徐
々
に
目
線
を
そ
ろ
え
て
い

け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
何
よ
り
効
果
的
な
の
は
、生
徒
の
変
容

を
先
生
方
に
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
本
校
で
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
視
点
を

取
り
入
れ
た
指
導
法
の
研
究
指
定（
＊
）

を
受
け
、「
学
校
全
体
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学

び
の
場
に
し
よ
う
」
と
、
16
年
度
か
ら
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、生
徒
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
自
分

の
考
え
を
書
い
て
説
明
し
合
う
光
景
が
日

常
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
生
徒
の
変
容
が
、「
も
っ
と
生
徒

は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」と
い
っ
た
教

師
の
意
欲
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

山
﨑
　
今
後
、
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
の

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践

を
通
し
て
、
授
業
を
生
徒
の
主
体
性
を
発

揮
さ
せ
る
場
に
変
え
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま
で
教
師
に
は
、
生
徒
を
正
解
に
導
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

教
師
自
身
が
、
正
解
が
１
つ
で
は
な
い
問

い
に
対
応
す
る
力
、
生
徒
が
自
ら
考
え
て

解
を
出
せ
る
よ
う
に
導
く
力
を
高
め
る
機

会
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
は
、

大
学
で
の
教
員
養
成
段
階
か
ら
、
教
師
の

資
質
・
能
力
と
し
て
、
省
察
を
促
す
力
や

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
伸
ば
す
こ
と

が
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

井
ノ
上
　
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、「
先
生
が
言
う
こ
と
は
、す
べ
て
正

し
い
」「
先
生
は
知
識
を
教
え
て
く
れ
る

存
在
だ
」
と
、
生
徒
に
思
わ
せ
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。そ
う
な
る
と
生
徒
は
「
先
生

の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
れ
ば
大
丈
夫
」

と
捉
え
、
言
わ
れ
た
こ
と
以
外
は
し
な
い

と
い
っ
た
状
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
大

学
に
も
、自
分
で
研
究
課
題
を
探
せ
な
い
、

４
年
生
に
な
っ
て
も
や
り
た
い
こ
と
が
見

つ
か
ら
な
い
と
い
う
学
生
が
い
ま
す
。「
間

違
っ
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
雰
囲
気
を
つ

く
り
、
生
徒
に
主
体
的
に
考
え
さ
せ
る
経

験
を
通
し
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る

意
欲
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

井
上
　「
発
問
」
で
は
教
師
に
、
生
徒
が

持
っ
て
い
る
課
題
や
問
題
を
発
見
す
る
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
力
は
、
教

師
が
経
験
の
中
で
身
に
つ
け
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
学
校
現
場
で
課

題
や
問
題
を
見
つ
け
、そ
れ
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
か
と
い
う
、教
師
自
身
の
省
察

力
も
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
＊「教科等の本質的な学びを踏まえたアクティブ・ラーニングの視点からの学習・指導方法の改善のための実践研究」

教
師
自
身
も
省
察
し
、

課
題
に
取
り
組
む

高
校
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
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次
期
学
習
指
導
要
領
で
描
か
れ
る
教
育

は
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

特
に
、「
何
を
知
っ
て
い
る
か
」
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
」
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
指
導
目
的
の
転

換
は
、
授
業
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
教
科

や
学
年
、
学
校
総
体
と
し
て
の
指
導
の
あ

り
方
の
変
化
を
求
め
て
お
り
、
校
内
研
修

な
ど
を
活
用
し
た
教
師
集
団
と
し
て
の
目

線
合
わ
せ
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
P.
６
〜
９

で
紹
介
し
た
よ
う
な
「
次
期
学
習
指
導
要

領
」
の
読
み
解
き
研
修
は
、
以
下
の
よ
う

な
流
れ
で
設
計
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

教
育
環
境
の
変
化
を

教
師
集
団
が
共
通
理
解
す
る
た
め
に

次
期
学
習
指
導
要
領
を
読
み
解
く
意
義
を
伝
え
、

対
話
的
な
研
修
を
実
施
す
る

２
０
１
８
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
高
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
は
、
22
年
度
か
ら
の
教
育
・
指
導
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。

各
教
師
の
理
解
の
ば
ら
つ
き
を
防
ぎ
、
学
校
全
体
で
そ
の
本
質
を
つ
か
む
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
校
内
研
修
の
活
用
だ
。

こ
こ
で
は
、
P.
６
〜
９
で
紹
介
し
た
よ
う
な
、
次
期
学
習
指
導
要
領
を
対
話
的
に
読
み
解
く
校
内
研
修
を
実
践
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
進
め
方
を
解
説
す
る
。

次期学習指導要領を読み解く
校内研修のデザイン例

事
前
準
備

事
後
活
動

校
内
研
修

参加する教師に事前に
「次期学習指導要領」に目を通してもらう
校内研修に先立って、個々で次期学習指導要領の「前文」「総
則」「（担当する）教科」の内容に目を通しておいてもらう。

校内研修の結果を
学校改革の工程に生かす
校内研修の結果見えてきた「次期学習指導要領」に向けての
校内の課題を整理し、今後の学校改革のプロセスでどのよう
に取り組んでいくのかを全教師に伝える。

「前文」「総則」を読み解く
疑問点・不明点をグループで語り合い、その解消を
図る。解消できなかった疑問点・不明点は参加者全員で協議。

「教科」を読み解く
まず、教科団ごとに共感した点や違和感・疑問を持っ
た点を語り合った後、さらに教科をシャッフルし、教科横断で
の共通点や傾向などを語り合う。

ワークシートで振り返る
研修で得られた気づきとこれからの自分の課題、取
り組むべきことをワークシートで言語化し、
参加者間で研修の成果として共有する。

１～２週間前に通知

管理職、ミドルリーダーが
研修の成果を１～2週間程度でまとめ、

全教師に今後の工程を伝える

校内研修として１～２時間かけて実施

1

2

3

個人
活動

個人
活動

グループ
活動

グループ
活動

グループ
活動

自校でできる
読み解き研修会の

ススメ！
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　実
際
に
数
人
の
教
師
と
次
期
学
習
指
導

要
領
の
読
み
解
き
を
行
う
と
、「
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
と
は
、
本
校
に
お
い

て
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す

の
か
」「『
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
を
確
実
に
習
得
』
と
あ
る
が
、
従
来

の
授
業
と
何
が
異
な
る
の
か
」な
ど
、様
々

な
疑
問
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら

の
「
問
い
」
は
、
校
内
で
す
ぐ
に
共
通
の

答
え
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら

に
学
校
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ

て
、
そ
の
答
え
も
変
化
し
て
い
く
も
の
で

あ
ろ
う
。
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
読
み

解
き
を
、こ
れ
か
ら
の
10
年
を
見
通
し
て
、

「
語
り
合
う
学
校
文
化
」
の
醸
成
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

特集 4つの視点で読み解く次期学習指導要領

校内研修のプログラム例

事前準備　出席者は事前に「前文」「総則」「（担当する）教科」を読んでお
く。「前文」「総則」では疑問点や不明点を、「（担当する）教科」では共
感した点・違和感を持った点・疑問点をそれぞれチェックし、研修に臨む。

用意するもの •ホワイトボード（または模造紙）
 • 大判の付箋　• ワークシート

「前文」「総則」を読み解く
❶４、５人のグループで疑問点や不明点を付箋やホワイトボード

に書き出していく（10 分間）

❷グループで疑問点や不明点の解消を図る（10 分間）

❸グループで解消できなかったことを全体で協議する（10 分間）

　　　 　　　●　司会・進行役

　　　 　　　●　司会・進行役

教科を超えた４、５人のグループで語り合う

各教科団で話し合う

担当外の教科の付箋やホワイトボードを見ていく

「教科」を読み解く
❶各教科団で学習指導要領の自教科の部分について共感した

点・違和感を持った点・疑問点を挙げ、付箋やホワイトボード
に書き出す（10 分間）

❷書き出した付箋・ホワイトボードを各教科団内で確認し、気づ
いた点を出し合い、共通点や傾向を探る（５分間）

❸各グループに 1 人の教師を残して、それ以外の教師は別のグ
ループに移動し、教科混合になる。新しいグループの教師に対
し、自教科で語り合った内容を、互いに共有する（20 分間）

❹教科を超えて共通点や傾向などを語り合う（25 分間）

❺ホワイトボードなどに書き出した内容は、多くの教職員が目に
できるように一定期間校内に掲示する

ワークシートで振り返る
❶「今後の課題」「課題と考える理由」「課題への向き合い方」

の３項目で、校内研修で得られた気づきと今後の自身が取り組
むべきことを整理する（10 分間）

❷４、５人のグループまたは各教科団内でワークシートの内容を１
人ずつ発表し、共有する（10 分間）

1

2

3

次
の
10
年
間
に
向
け
て

語
り
合
う
文
化
を
校
内
に
育
む

読
み
解
き
研
修
＋
α
の
意
義

このマークのある図版
は、加工可能なデータ
として、ベネッセ教育

総合研究所のウェブサイト（http://
berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。

「HOME→教育情報→高校向け→
生徒指導・進路指導ツール集」で
ご覧ください。

目安30分間

目安１時間

グループ
1

国語

国語

グループ
2

数学

数学

英語

英語

グループ
3

＊振り返り用ワークシートのデータと、上記プログラムを進めるためのシナリ
オが書かれたスライドのデータを、ダウンロードしてご活用いただけます。

J

J

J

J

J

M E

M E

E

E

M

M

E

E

M

M M

E

J

J

EMJ

目安20分間
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京
都
府
・
京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校

で
は
、
学
科
・
専
門
の
枠
を
超
え
た
チ
ー

ム
で
、課
題
解
決
型
学
習
に
取
り
組
む「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
」
を
、
２
０
１
６
年
の

開
校
以
来
展
開
し
て
い
る
。
砂
田
浩
彰
校

長
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
の
目
標
を
、「
特

定
の
分
野
に
軸
を
据
え
つ
つ
、
異
分
野
と

の
融
合
を
図
り
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
人
材
を
育
む
こ
と
」
と
説
明
す
る
。

　「
学
校
教
育
目
標
と
経
済
産
業
省
の『
社

会
人
基
礎
力
』
を
ベ
ー
ス
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ゼ
ミ
で
育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
を

『
か
か
わ
る
力
』『
学
ぶ
力
』『
伝
え
る
力
』

『
見
つ
め
る
力
』
の
４
領
域
で
設
定
し
て

い
き
ま
し
た
」（
砂
田
校
長
）

て
実
施
さ
れ
る
。
１
年
次
は
、
前
半
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
手
法
を
学
び
、
後
半
で

実
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
協
力
を

得
て
、
17
年
度
は
「
宇
宙
旅
行
時
代
の
新

し
い
宇
宙
服
の
開
発
」
な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
だ
。
２
年
次

か
ら
は
「
自
然
災
害
」「
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
京
の
ま
ち
」
な
ど
の
７
テ
ー
マ

か
ら
１
つ
選
び
、
実
際
に
課
題
と
し
て
取

り
組
む
「
ア
プ
ロ
ー
チ
テ
ー
マ
」
を
、
学

科
・
分
野
の
枠
を
超
え
た
チ
ー
ム
の
中
で

生
徒
た
ち
自
身
が
決
め
て
い
く
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
で
は
具
体
的
な
社

会
課
題
に
取
り
組
む
が
、
教
育
活
動
と
し

て
の
目
標
は
13
の
資
質
・
能
力
の
育
成
で

あ
る
こ
と
を
、
教
師
は
折
り
に
触
れ
て
生

　
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、「
工
学
系
高
校
の
存
在
価

値
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
根
本
に
立
ち
返

り
、
丁
寧
に
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
っ
た

と
有
本
淳
一
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
こ
れ
か
ら
の
社
会
・
企
業
で
求
め
ら

れ
る
人
材
像
や
、
高
校
時
代
に
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
人
間
性
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て

話
し
合
い
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
13
の
資

質
・
能
力
を
設
定
し（
図
１
）、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
し
て
活
動
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を

固
め
て
い
き
ま
し
た
」（
有
本
先
生
）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
は
３
学
年
を
通
し

図１

プロジェクトゼミで
育成を目指す資質・能力

領域 資質・能力

かかわる
力

主体的に取り組む力・態度

地域・連携先とかかわり貢献する力

グループの中で協働する力・態度

学ぶ力

情報を集める力

情報を選択し利用する力

課題に対する解決能力

グループで協議する力

アイデアをかたちにする力

伝える力
個人の考えを他人に伝える力（文章・
口頭・資料）

グループワークを円滑に進める力

見つめる
力

取り組みを振り返り、問題解決をより
よく改善する力

グループワークでの個の生かし方を考
える力

今後に向けて活動を省察し、自己改
善を図る力

異なる専門学科・分野の生徒がチームをつくり、それ
ぞれの専門知識や技術を生かしながら課題に取り組む。

プロジェクトゼミにおいて育成を目指す資質・能力を
４領域で明確化し、３年間を通じて一貫性のある教育
活動を行うため、同校では学年ごとにルーブリックを
作成している。　　　 ＊学校資料を基に編集部で作成

こ
れ
か
ら
の
工
学
系
高
校
の
使
命
か
ら

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
検
討

評
価
シ
ー
ト
の
運
用
に
よ
っ
て

活
動
目
的
を
周
知
徹
底
す
る

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６～ 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

課題解決型学習を通して
これからの工学系高校に求められる

資質・能力を育む
京都府・京都市立京都工学院高校

改革事例C A S E

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

カリキュラム・マネジメント

カリキュラム
・指導計画

カリキュラム・マネジメント

授業・
指導改善

学校教育
目標

今回
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導
か
れ
た
道
標

徒
に
伝
え
て
い
る
と
、
谷
口
正ま

さ

朋と
も

教
頭
は

説
明
す
る
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
で
育
成
す
る
４

領
域
の
資
質
・
能
力
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

学
年
集
会
な
ど
で
校
長
先
生
は
よ
く
話
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
活
動
を
通

し
て
ど
の
資
質
・
能
力
が
身
に
つ
い
た
の

か
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
２
年

次
の
活
動
か
ら
は
評
価
シ
ー
ト
を
導
入
し

て
い
ま
す
」（
谷
口
教
頭
）

　
２
年
次
の
活
動
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
13

の
資
質
・
能
力
が
記
載
さ
れ
た
評
価
シ
ー

ト
（
図
２
）
を
生
徒
に
配
布
し
、
活
動
の

目
的
を
意
識
づ
け
た
上
で
、
10
月
に
生
徒

は
そ
れ
ま
で
の
活
動
を
自
己
評
価
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、「
何
を
目
指
し
た
活
動

か
」
が
、
教
師
、
生
徒
と
も
に
ぶ
れ
る
こ

と
が
な
く
な
る
と
、上
野
僚
先
生
は
話
す
。

　「
生
徒
の
自
己
評
価
だ
け
で
な
く
、
教

師
の
評
価
も
加
え
ま
す
。
そ
の
後
、
３
学

期
に
も
生
徒
と
教
師
に
よ
る
最
終
評
価
を

行
い
ま
す
。
10
月
の
中
間
評
価
は
、
１
年

間
の
活
動
の
中
だ
る
み
を
防
ぐ
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
」（
上
野
先
生
）

　
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
明
確
化

さ
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
へ
の
か
か
わ
り

方
が
変
わ
っ
た
と
築つ

き

山や
ま

富と

司し

彦ひ
こ

先
生
は
話

す
。

　「
２
年
次
の
ア
プ
ロ
ー
チ
テ
ー
マ
の
決

定
で
は
、
予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
っ
た

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の
活
動
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
最
重
視
す
る
な
ら
、

教
師
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
課
題
発
見
ま

で
の
苦
し
み
も
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

大
切
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
、
生
徒
の
気

づ
き
を
粘
り
強
く
待
ち
ま
し
た
」（
築
山

先
生
）

　
今
後
同
校
で
は
、
教
科
指
導
に
お
い
て

も
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
し
、
教
師
と
生
徒
が
「
こ
の
授

業
で
は
、
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ

け
る
の
か
」
を
意
識
し
な
が
ら
学
習
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定

だ
。

京
都
府
・
京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校

◎
京
都
市
立
伏
見
工
業
高
校
の
全
日
制
と
、
京
都
市
立
洛

陽
工
業
高
校
が
統
合
再
編
し
、２
０
１
６
年
4
月
に
開
学
。

理
工
系
大
学
を
目
指
す
進
学
型
専
門
学
科
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
理
数
科
、「
も
の
づ
く
り
」と「
ま
ち
づ
く
り
」
の
2
分

野
４
領
域
（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

都
市
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
）
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
工
学
科
を
擁
す
る
。
従
来
の
工
業
高
校
と
一
線
を
画

す
「
工
学
系
高
校
」
と
し
て
多
彩
な
教
育
活
動
を
展
開
。

◎
設
立
　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
数
科
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
工
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

◎ U
R

L

　h
ttp

://cm
s.ed

u
.city.kyo

to
.jp

/w
eb

lo
g

/
index.php?id=300254

図２

図３

プロジェクトゼミ　評価シート（２年生・抜粋）

プロジェクトゼミ
生徒の自己評価と教師の評価の比較

プロジェクトゼミでは、2年次から評価シートで生徒に自
己評価をさせる。また、毎回の授業後には４領域の観点で
の振り返りアンケートを行い、活動記録としてClassi（＊１）
に蓄積している。　　　　　 　　＊学校資料をそのまま掲載

同校では、生徒の自己評価と教師による評価の
ギャップを調査しているが、2つの評価に大き
なズレはなく、むしろ生徒の自己評価の方が教
師による評価よりも厳しい傾向にあるという。

＊学校資料をそのまま掲載

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
明
確
化
と
意
識
化
が
、

学
び
と
指
導
に
一
貫
性
を
も
た
ら
す
。

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校

有
本
淳
一
　あ
り
も
と
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
数
科

主
任
。
理
科
。

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校

上
野
　僚
　う
え
の
・
り
ょ
う

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。企
画
推
進
部
長
。工
業
科
。

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校

築
山
富
司
彦
　つ
き
や
ま
・
と
し
ひ
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
工
学
科

主
任
。
工
業
科
。

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校
教
頭

谷
口
正
朋
　た
に
ぐ
ち
・
ま
さ
と
も

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

京
都
市
立
京
都
工
学
院
高
校
校
長

砂
田
浩
彰
　す
な
だ
・
ひ
ろ
あ
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービ
ス。
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守
田
英
樹
先
生
は
、２
０
１
７
年
度
か
ら
、ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
を
導
入
し
、
Ａ
Ｌ

や
観
点
別
評
価
に
関
す
る
校
内
研
修
や
外
部
研
究
会
に

参
加
し
、
自
身
の
指
導
と
評
価
を
見
直
し
て
き
た
。

　「
か
つ
て
、
理
想
の
社
会
科
教
員
は
、
生
徒
が
飽
き
な

い
よ
う
解
説
を
工
夫
し
、
効
率
的
に
知
識
を
蓄
積
さ
せ

北海道倶知安高校
◎校訓は「進取・創造・自律」。2010 年度に
単位制に移行。70 科目以上を設け、多様な
進路に対応する。2015年度、キャリア教育「ド
リカムプラン」が文部科学大臣賞を受賞。英
語教育などで小中高連携も推進している。
◎設立　1922（大正11）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約140人
◎２０１8 年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、小樽商科大、帯広畜産大、北海
道教育大、室蘭工業大、名寄市立大、国際教
養大、長崎県立大などに15人が合格。私立
大は、北海学園大、北海道医療大、日本大、
文教大などに延べ 47人が合格。
◎ URL

北海道倶
く っ ち ゃ ん

知安高校
守田英樹　もりた・ひでき　

教職歴２６年。同校に赴任して１９年目。
地理歴史・公民科担当。進路指導部長。
アクティブ・ラーニングの実践は２年目となる。

http://www.kutchan.hokkaido-c.ed.jp/

13:25 個人ワーク 授業
ハイライト

自
分
で
学
び
取
っ
た
知
識
を
基
に

考
え
を
持
ち
、
学
び
合
い
で

そ
れ
を
広
げ
、深
め
て
い
く

守田先生がタイマーをセットし、「今日は12分間で」と言
うと、生徒はすぐに教科書の該当ページを開き、プリント
表面の空欄補充問題に取り組み始めた。守田先生はその間、
後で行う要点解説のキーワードを板書し、机間巡視をして、
迷っている生徒にヒントを出したり、質問に答えたりした。
早く終わり、裏面の課題を始める生徒もいた。

●
３
年
生
の
政
治
・
経
済
「
現
代
の
政
治
」
に
お
け
る
日
本

国
憲
法
と
国
民
主
権
の
全
２
回
の
１
回
目
。
個
人
ワ
ー
ク
を

中
心
と
し
つ
つ
要
所
で
学
び
合
い
を
行
い
、
日
本
国
憲
法
制

定
ま
で
の
道
の
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。（
P. 
27
に
単

元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

政治・経済

実践

知
識
を
覚
え
さ
せ
る
授
業
を
転
換
し
、

考
え
て
書
く
学
習
を
取
り
入
れ
る

守
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

24 June 2018
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る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

集
中
力
が
続
か
な
い
生
徒
は
い
ま
し
た
し
、
知
識
を
蓄

積
で
き
て
も
、
考
え
た
り
書
い
た
り
す
る
力
が
十
分
に

育
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」

　
小
論
文
指
導
の
時
も
、
社
会
の
動
き
に
関
心
が
低
く
、

自
分
の
考
え
を
文
章
に
す
る
の
が
苦
手
な
生
徒
が
目

立
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
、
覚
え
る
学
習
が
中
心
で
、
考

え
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
要
因
の
１
つ

だ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
意
識
か
ら
、
Ａ
Ｌ

と
観
点
別
評
価
を
導
入
し
た
が
、
授
業
を
変
え
る
こ
と

へ
の
不
安
は
大
き
か
っ
た
と
言
う
。

　「
本
校
の
周
辺
に
は
予
備
校
等
が
な
く
、
大
学
進
学

希
望
者
は
学
校
で
の
学
習
が
す
べ
て
で
す
。
そ
の
点
で

の
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
通
り

知
識
の
定
着
は
図
り
つ
つ
、
毎
日
少
し
ず
つ
、
考
え
て

書
く
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
授
業
は
、
守
田
先
生
の
自
作
プ
リ
ン
ト
を
使
い
、
毎

回
決
ま
っ
た
流
れ
で
進
め
る
。

　
ま
ず
約
10
分
間
で
、
教
科
書
を
見
な
が
ら
表
面
の
空

欄
補
充
に
取
り
組
む
。
以
前
は
、
守
田
先
生
が
解
説
し

な
が
ら
取
り
組
ま
せ
て
い
た
が
、
生
徒
に
も
っ
と
教
科

書
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
現
在
は
、
生

徒
自
身
に
教
科
書
を
読
ま
せ
て
空
欄
を
埋
め
さ
せ
、
重

要
ポ
イ
ン
ト
を
抜
き
出
す
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
守
田
先
生
が
約
20
分
間
で
要
点
を
解
説
す
る
。

　「
生
徒
は
概
要
を
つ
か
ん
で
い
る
の
で
、
解
説
で
は
、

後
半
に
出
す
課
題
を
考
え
る
た
め
の
材
料
を
提
示
し
つ

つ
、
身
近
な
事
象
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、
生
徒
の
興
味

を
喚
起
す
る
発
展
的
な
内
容
に
し
て
い
ま
す
」

　
次
に
、
個
人
で
４
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
。
課
題
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

「
技
能
」「
知
識
・
理
解
」
に
対
応
し
て
い
る
。

　
問
１
で
は
、
資
料
を
基
に
、
比
較
的
自
由
に
気
づ
い

た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
記
述
す
る
。

　「
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
記
述
が
苦
手
な
生
徒

も
書
き
や
す
い
課
題
と
し
て
、
自
信
を
持
た
せ
、
記
述

へ
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
」

　
問
２・３
で
は
、
授
業
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
考
え

た
り
、
学
習
内
容
を
整
理
し
た
り
し
て
、
記
述
す
る
。

こ
の
日
の
問
２
は
、「
大
日
本
帝
国
憲
法
の
特
徴
に
つ

い
て
、
主
権
者
、
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
、
統
治
機
構

と
い
う
３
つ
の
観
点
か
ら
説
明
す
る
」
と
い
う
問
い
で
、

生
徒
は
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
の
表
面
を
見
な
が
ら
、
２

〜
３
行
の
文
章
に
ま
と
め
た
。
そ
し
て
、
問
４
で
は
、

日
本
国
憲
法
と
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
の
動
機
や
主

権
者
な
ど
を
答
え
て
、
両
者
の
比
較
表
を
完
成
さ
せ
た
。

　
そ
の
後
、
生
徒
の
学
び
合
い
を
経
て
、
守
田
先
生
は

プ
リ
ン
ト
を
回
収
。
プ
リ
ン
ト
は
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、

観
点
別
に
Ａ
〜
Ｃ
の
３
段
階
評
価
を
つ
け
て
返
却
す

る
。
評
価
基
準
は
あ
え
て
生
徒
に
説
明
し
な
い
。

　「
生
徒
に
は
、社
会
科
で
は
考
え
方
や
表
現
方
法
は
１

つ
で
は
な
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。生
徒
が『
こ
う
考
え
な

く
て
は
い
け
な
い
』と
型
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
、評
価
基

13:40 13:38要点の解説 確認

守田先生が、約20分間にわたり、学習範囲の要点を解説した。
教科書の内容をかみ砕きながら、「ここはどういうことだと
思う？」などと、度々生徒に質問を投げかけるように説明し
た。生徒は解説を聞きながら、プリント表面に要点を書き込
んだり、ノートに整理したり、空欄補充の答えを修正したり
していた。

アラームが鳴るのと同時に、守田先生は「２人以上で何を書
いたか確認して」と声をかけた。席が近くの生徒同士でプリ
ントを突き合わせて、「こうだと思う。なぜかというと……」
「この問題は自信がないのだけれど……」と相談し合ったり、
記述内容を確認し合ったりして、空所補充問題を完成させて
いった。

毎
回
、
観
点
別
の
課
題
を
設
定
し
、

指
導
と
評
価
に
活
用

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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準
は
示
さ
ず
に
、自
由
に
考
え
、
表
現
さ
せ
て
い
ま
す
」

　
そ
の
結
果
、
プ
リ
ン
ト
の
返
却
後
、
Ｂ
評
価
の
生
徒

は
Ａ
評
価
の
プ
リ
ン
ト
を
見
せ
て
も
ら
い
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
評
価
と
な
る
か
を
自
分
な
り
に
考
え
、
工
夫
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

　
同
校
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
の
Ｓ

２
〜
Ｄ
３
の
生
徒
が
混
在
す
る
な
ど
、
学
力
差
が
大
き

い
こ
と
が
課
題
だ
。
こ
の
日
の
授
業
で
も
、
プ
リ
ン
ト

の
進
み
具
合
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
の
１
つ
と
し
て
、
守
田
先

生
は
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

授
業
で
は
、
個
人
ワ
ー
ク
後
に
学
び
合
い
を
行
い
、
知

識
を
確
認
し
た
り
、
考
え
を
深
め
合
っ
た
り
さ
せ
る
。

　
例
え
ば
、
戦
後
の
帝
国
議
会
の
写
真
の
特
徴
を
記
述

す
る
問
３
で
、
最
初
は
「
女
性
が
多
い
」
と
書
い
た
生

徒
が
、
学
び
合
い
後
に
「
女
性
が
進
出
し
て
い
る
」
と

書
き
直
し
た
。
わ
ず
か
な
表
現
の
差
だ
が
、
時
代
背
景

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
新
憲
法
の
政
府
草
案
に
対
す
る
世
論
調
査
の

結
果
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
を
記
述
す
る
問
１
に
つ
い

て
、
守
田
先
生
は
「
隣
の
人
に
気
づ
い
た
こ
と
を
聞
い

て
み
よ
う
」「
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
感
じ
方
を
大
切
に
し

て
」
と
意
見
交
換
を
促
し
た
。「
象
徴
天
皇
制
を
支
持

す
る
人
が
と
て
も
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
」
と
書
い
た

生
徒
は
、
隣
の
生
徒
か
ら
「
戦
争
放
棄
を
必
要
な
し
と

考
え
る
人
が
28
％
も
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
と
聞
い
て
、

「
そ
れ
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。
確
か
に
そ
う
だ
」
と
見
方

＊１　ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の15 段階で評価される。

■授業プリント

上・表面／守田先生の解説を自分なりに整理し、書き込んで
いる。　下・裏面／問１の記述では、「国民はどんな修正が
必要と感じたのかを知りたくなった」と関心が高まっている様
子が見られる。最下部に生徒の自己評価と、教師の評価記入
欄が設けられている。＊学校資料を編集部にて一部修正し、掲載。

14:10

守田先生の「隣の人と確認し合って」という声かけを合図に、
生徒同士の意見交換がスタート。それぞれ自分の考えの理由
や根拠を説明し、よりよい表現に書き直す姿が見られた。最
後に、学習意欲や内容理解についての自己評価を記入し、プ
リントを先生に提出して授業は終了した。

14:00

約10分間で、評価の4つの観点にそれぞれ対応した4つの
課題に、教科書やプリント表面を参照しながら取り組んだ。
守田先生は机間巡視をして、「問1は、難しく考えずに思っ
たことを書くとよいよ」「問２は、３つの条件に沿って書いて
ごらん」などとヒントを出した。書く分量に差は見られたが、
どの生徒も積極的に書こうとする姿が見られた。

意見交換 課題

質
問
し
や
す
く
な
る
よ
う
声
を
か
け
、

多
様
な
学
力
層
の
学
び
合
い
を
促
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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を
広
げ
て
い
た
。

　
守
田
先
生
は
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
促
す
た
め
、

プ
リ
ン
ト
の
解
答
は
配
ら
な
い
と
言
う
。

　「
教
師
よ
り
も
友
人
の
方
が
気
楽
に
聞
け
ま
す
し
、

教
え
る
側
と
教
わ
る
側
の
双
方
の
学
び
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
自
分
が
何
を
理
解
で
き
て
い
な
い
か
す
ら
分
か

ら
な
い
生
徒
が
、友
人
に
は
『
何
で
？
』『
ど
う
し
て
？
』

と
分
か
る
ま
で
質
問
し
て
い
ま
す
」

　
Ａ
Ｌ
導
入
後
に
初
め
て
迎
え
た
17
年
度
の
セ
ン
タ
ー

試
験
で
は
、
例
年
を
上
回
る
結
果
が
出
た
。

　「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
授
業
は
、
知
識
の
定
着
に
も

有
効
だ
と
分
か
り
、
当
初
抱
い
て
い
た
Ａ
Ｌ
へ
の
不
安

が
な
く
な
り
ま
し
た
」

　
生
徒
の
記
述
力
も
高
ま
っ
て
い
る
。18
年
度
に
初
め
て

守
田
先
生
の
授
業
を
受
け
る
生
徒
に
比
べ
、17
年
度
に

授
業
を
受
け
て
い
た
生
徒
は
明
ら
か
に
記
述
力
が
高
い
。

　「
形
式
に
慣
れ
る
だ
け
で
な
く
、自
分
の
考
え
を
整
理

し
て
文
章
に
す
る
力
が
つ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、プ
リ
ン
ト
裏
面
の
課
題
に
備
え
、空
欄
補
充
問
題
や

要
点
解
説
に
集
中
し
て
取
り
組
む
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
よ
り
深

め
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、「Classi

」（
＊
２
）
を
活
用
し
、

予
習
で
知
識
を
習
得
さ
せ
、
授
業
は
議
論
を
中
心
に
進

め
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
考

藤
本
真
由
さ
ん
　
２
年
生
で
初
め
て
守

田
先
生
の
授
業
を
受
け
た
時
、
空
所
補

充
問
題
が
時
間
内
に
終
わ
ら
ず
、
理
解

が
不
十
分
な
ま
ま
記
述
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、

あ
ま
り
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
次
第
に
教
科

書
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
つ
か
む
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、

そ
れ
を
基
に
し
っ
か
り
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
び
合
い
は
、
自
分
が
教
え
る
と
自
信
に
な
り
、

相
手
の
意
見
を
聞
く
と
考
え
が
深
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
仲
よ
く
な
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
一
石
三
鳥
で

す
。
守
田
先
生
の
授
業
を
受
け
、
自
分
の
考
え
を
持
っ

て
周
囲
と
交
流
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
田
純
さ
ん
　
私
は
書
く
こ
と
が
得
意

で
は
な
い
の
で
、
初
め
は
守
田
先
生
の

授
業
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
授

業
を
受
け
る
う
ち
に
考
え
る
こ
と
に
慣
れ
、
ど
う
表
現

す
れ
ば
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
の

か
を
、
次
第
に
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
び

合
い
で
は
、
相
手
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
考
え

を
説
明
し
た
り
す
る
時
に
、「
こ
ん
な
考
え
も
あ
る
の
か
」

と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、
自
分
で
考

え
る
授
業
が
楽
し
く
て
、
時
間
が
経
つ
の
が
早
く
感
じ

て
い
ま
す
。

査
で
も
思
考
力
な
ど
を
問
う
出
題
を
増
や
す
予
定
だ
。

　「
各
教
科
の
授
業
改
善
も
進
ん
で
お
り
、
学
校
全
体

で
社
会
に
出
て
か
ら
生
き
る
力
を
育
て
た
い
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
社
会
の
事
象
に
疑

問
や
関
心
を
持
っ
て
思
考
し
、
人
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
力
を
育
む
こ
と
が
政
治
・
経
済
の
役
割
と
考
え
、

さ
ら
に
実
践
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1

日本国憲法制定まで
の道のり
⑴明治憲法の制定と
明治憲法の特徴
⑵明治憲法下での政
治
⑶日本国憲法の制定

•︎ 明治憲法の特徴について
まとめ、説明することができ
る【思考力・表現力】
•︎日本国憲法制定当時の様
子を資料から考察しようとし
ている【技能・判断力】

①教科書を参考にして、授業プリ
ントの空欄を補充する。その後、
生徒同士で確認する。
②本時の要点について、説明する。
③課題（練習問題）に取り組む。
④記述内容について、生徒同士で
確認や意見交換を行う。

【主体的な学び】現行憲法制定当時の世論調
査や写真から、戦後の日本社会がどのように
変わろうとしていたかイメージさせる。

【対話的な学び】ほかの生徒がどのようにまと
めているか、情報交換を行う機会をつくる。

【深い学び】課題を難しく感じている生徒が多
い場合は、ヒントを出し、ほかの生徒と相談
しながら取り組むように助言する。

授業
プリント

2

日本国憲法の基本的
性格
⑴日本国憲法の基本
原理
⑵国民主権と象徴天
皇制
⑶憲法の最高法規性
と改正手続き

•︎日本国憲法における天皇
の地位と役割について説明
できる【思考力・表現力】
•︎ 法改正について自分の考
えをまとめようとしている【判
断力・主体性・多様性】
•︎ 憲法改正手続きについて、
理解している【知識】

①教科書を参考にして、授業プリ
ントの空欄を補充する。その後、
生徒同士で確認する。
②本時の要点について、説明する。
③課題（練習問題）に取り組む。
④記述内容について、生徒同士で
確認や意見交換を行う。

【主体的な学び】憲法改正について、自分の
考えを持つことと、他者との共通点や異なる
点に気づくことができる。

【対話的な学び】ほかの生徒がどのようにま
とめているか、情報交換を行う機会をつくる。

【深い学び】課題を難しく感じている生徒が
多い場合は、ヒントを出し、ほかの生徒と相
談しながら取り組むように助言する。

授業
プリント

＊守田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成

単元の指導計画

【教科・科目】公民科ー政治・経済 　【分野・単元】現代の政治（第２章日本国憲法と国民主権） 
【テーマ・作品】 日本国憲法制定までの道のり　【設定時数】２時間の中の１時間目　
【単元目標】 日本国憲法制定までの道のりと日本国憲法の特徴を理解する

知
識
も
し
っ
か
り
定
着
し
、

考
え
る
力
、
書
く
力
が
と
も
に
高
ま
る

成
果
と
課
題

生
徒
の
声
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円
井
哲
志
先
生
が
、
自
身
の
授
業
に
疑
問
を
持
ち
始

め
た
の
は
、
前
任
校
に
い
た
８
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
生

徒
か
ら
は
「
円
井
先
生
の
授
業
は
分
か
り
や
す
い
」
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
意
味
が
「
定
期
考
査
で
点
が

取
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
気
づ
き
、
今

の
ま
ま
の
授
業
で
よ
い
の
か
と
疑
問
が
湧
い
た
と
言
う
。

岩手県立盛岡第三高校
◎校訓は「随

ずいしょ

処為
い

主
しゅ

」「鴻
こうこく

鵠之志
こころざし

」。2011年
度から文部科学省「スーパーサイエンスハイス
クール」の指定を受け、また、17年度から学校
独自に「サイエンスリサーチハイスクール事業」
を行い、課題発見・問題解決能力の育成を図る。
◎設立　1963（昭和 38）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約２８０人
◎２０１8 年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、北海道大、弘前大、岩手大、東
北大、筑波大、千葉大、東京外国語大、国際
教養大などに184人が合格。私立大は、岩手
医科大、慶應義塾大、上智大、津田塾大、明治大、
早稲田大、立命館大などに延べ159人が合格。
◎ URL

岩手県立盛岡第三高校
円井哲志　つむらい・さとし　

教職歴１６年。同校に赴任して５年目。
理科（化学）担当。進路指導課。
アクティブ・ラーニングの実践は５年目となる。

http://www2.iwate-ed.jp/mo3-h/

12:50 前時の復習 授業
ハイライト

「
な
ぜ
」と
尋
ね
る
発
問
を
積
み
重
ね
、

自
分
の
考
え
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、

科
学
的
な
思
考
力
を
養
う

授業はＩＣＴ機器が常設される化学室で毎回行う。まず、
前時の復習として、学習内容を個人で２分間振り返った後
ペアになり、説明し質問をし合う活動を行った。生徒自身
が黒板のタイマーを見ながら進める間、円井先生は机間
巡視をし、生徒の理解度をチェック。最後に先生に指名さ
れた生徒が、１分間でクラス全体に向けて説明した。

●
１
年
生
の
化
学
基
礎
「
物
質
の
構
成
」
に
お
け
る
「
物
質

の
三
態
と
熱
運
動
」
を
学
ぶ
全
２
回
の
１
回
目
。
ペ
ア
ワ
ー

ク
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
、
熱
運
動
と
温
度
の
関
係
、

セ
ル
シ
ウ
ス
温
度
と
絶
対
温
度
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。（
P. 

31
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

化学

実践

「
分
か
り
や
す
い
だ
け
の
授
業
で
よ
い
の
か
」

と
い
う
自
問
か
ら
始
ま
っ
た
授
業
改
善

円
井
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

28 June 2018
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公
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
分
か
り
や
す
い
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
学
ぶ
の
が
楽
し
い
と
、
生
徒
が
学
ぶ

意
欲
を
高
め
ら
れ
る
授
業
で
な
け
れ
ば
…
…
。
そ
う
考

え
始
め
て
い
た
円
井
先
生
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
現

任
校
に
赴
任
し
た
２
０
１
４
年
度
だ
。
同
校
で
は
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
が
注
目
さ

れ
る
前
か
ら
、
生
徒
主
体
の
「
参
加
型
授
業
」
を
全
校

で
実
践
し
て
い
た
。
円
井
先
生
も
早
速
Ａ
Ｌ
を
取
り
入

れ
、
同
僚
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
指
導
力
を
高
め
て

い
っ
た
。

　
円
井
先
生
は
、
当
初
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
行
え
ば
Ａ
Ｌ
に
な
る
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
時
、「
Ａ
Ｌ
に
は
正
解
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
自
分
に
気
づ

い
た
と
言
う
。

　「
私
は
、
教
師
が
答
え
を
教
え
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て

い
る
生
徒
と
同
じ
状
態
で
、
実
践
を
し
な
が
ら
誰
か
が

『
こ
れ
が
Ａ
Ｌ
だ
』
と
言
っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た

の
で
す
。そ
う
で
は
な
く
、私
自
身
が
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー

ナ
ー
と
な
り
、
目
の
前
の
生
徒
に
何
が
必
要
か
を
考
え
、

よ
り
よ
い
授
業
を
模
索
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
」

　
円
井
先
生
に
は
、
文
理
を
問
わ
ず
、
生
徒
が
化
学
の

授
業
で
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
大
学
や
社
会
で
生
か
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　「
化
学
が
入
試
科
目
で
は
な
く
て
も
、
す
べ
て
の
生
徒

に
と
っ
て
、
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
表
現
の
ス
キ
ル
は
必
要
で
す
。
Ａ
Ｌ
は
化
学

を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
す
る
た
め
の
手
段
で

も
あ
る
と
捉
え
て
、
授
業
を
し
て
い
ま
す
」

　
今
回
の
授
業
で
扱
っ
た「
物
質
の
三
態
と
熱
運
動
」は
、

１
時
間
で
終
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
円
井
先
生
は
あ
え

て
２
回
に
分
け
て
授
業
を
行
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
１

つ
の
単
元
の
中
に
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
盛

り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
加
え
て
、
科
学
的
な

見
方
・
考
え
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
こ
れ
か
ら

１
年
間
、
化
学
を
ど
の
よ
う
な
授
業
形
態
で
学
ん
で
い

く
の
か
を
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
に
体
感
さ
せ

る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

　
円
井
先
生
は
、
授
業
中
に
何
度
も
「
絶
対
零
度
が
マ

イ
ナ
ス
２
７
３
℃
だ
と
暗
記
す
る
だ
け
で
は
駄
目
」「
自

分
で
法
則
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
」「
答
え
は
１
つ
と

は
限
ら
な
い
」
と
声
を
か
け
、
化
学
が
単
な
る
暗
記
科

目
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

　「
大
切
な
の
は
、
知
識
を
覚
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
な

ぜ
そ
う
な
る
の
か
を
考
え
、
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
授
業
で
は
問
い
を
投
げ
か
け
、
少
し
ず
つ
ヒ
ン

ト
を
与
え
な
が
ら
、
生
徒
自
身
に
気
づ
か
せ
、
あ
た
か

も
自
分
が
法
則
を
発
見
し
た
か
の
よ
う
な
達
成
感
を
味

わ
わ
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
深
い
理
解
へ
誘い

ざ
な

う
た
め
に
円
井
先
生
が
多
用
し
て
い

る
の
が
、「
個
人
の
思
考
↓
ペ
ア
ワ
ー
ク
↓
全
体
共
有
」

と
い
う
流
れ
だ
。
今
回
の
授
業
で
も
、
前
時
の
復
習
を

13: 15 13:00学習１／拡散が起こる理由 導入

次に、円井先生は「なぜ拡散が起こるのか」と発問。物質は
エネルギーがあるから動き、温度に応じて熱運動を行うことを、
生徒同士の対話を通して気づかせた。そして、熱運動の様子
をイメージし、熱運動の速さと温度が密接にかかわることを
実感させるため、分子が高速で動く動画をプロジェクターに映
した。なお、復習時のために動画の撮影を許可している。

臭素と窒素がそれぞれ入ったビンをつなげた画像をプロジェク
ターに映し、「２つを混ぜたら何が起こるか、なぜ起こるのかを考
えよう」と発問。まず個人で考え、次にその考えをペアで共有し、
数人の生徒がクラス全体に発表した。途中で円井先生は、中学
校の教科書を見せ、水と砂糖が混ざり合う現象を例示。臭素
と窒素が混ざり合い、均一になったこと（拡散）に気づかせた。

覚
え
る
こ
と
が
化
学
で
は
な
い
！

「
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
」
に
こ
だ
わ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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始
め
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
生
徒
に
考
え
、
表
現
さ

せ
た
。
そ
し
て
、
発
問
で
は
、「
ど
う
な
る
と
思
う
？
」

「
何
で
？
」
と
問
い
か
け
、
自
分
の
考
え
が
出
て
こ
な
い

生
徒
に
は
、
少
し
ず
つ
助
言
を
与
え
な
が
ら
最
後
ま
で

発
言
し
切
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
、
思
考
の
深
化
や
理
解
の
た
め
に
随
所
に

活
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
書
画
カ
メ
ラ
に
物
質
の
模

型
を
投
影
し
、
模
型
を
動
か
し
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と

で
視
覚
的
に
理
解
を
促
す
。

　
動
画
の
見
せ
方
も
工
夫
し
て
い
る
。
今
回
、
分
子
が

激
し
く
運
動
す
る
動
画
を
見
せ
る
際
に
は
、「
目
を
閉

じ
て
」
と
顔
を
手
で
覆
わ
せ
、
教
室
の
電
気
を
消
し
て

動
画
を
再
生
し
て
か
ら
、
生
徒
に
ゆ
っ
く
り
目
を
開
く

よ
う
に
言
っ
た
（
写
真
１
）。
暗
闇
の
中
で
色
と
り
ど
り

の
分
子
が
飛
び
ま
わ
る
動
画
を
見
て
、
生
徒
か
ら
一
斉

に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　「
生
徒
に
は
、
動
画
や
実
験
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮

影
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
行
っ
た
実

験
を
、
再
度
見
て
復
習
す
る
こ
と
は
学
び
の
定
着
に
つ

な
が
り
ま
す
」

　
円
井
先
生
は
、
場
づ
く
り
の
工
夫
と
し
て
も
、
ペ
ア

ワ
ー
ク
を
多
用
し
て
い
る
。
１
人
が
教
師
役
、
も
う
１

人
が
生
徒
役
に
な
っ
て
説
明
し
合
っ
た
り
、
授
業
中
に

何
度
も
発
せ
ら
れ
る
先
生
の
発
問
に
つ
い
て
協
働
で
考

え
た
り
す
る
。
２
人
１
組
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
１
対
１

な
ら
自
分
の
考
え
を
持
た
な
け
れ
ば
議
論
が
で
き
ず
、

自
分
の
役
割
に
責
任
感
が
生
じ
る
た
め
だ
。
ま
た
、
大

勢
の
前
で
な
く
、
相
手
が
１
人
な
ら
緊
張
し
な
く
て
す

む
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

　
教
室
は
間
違
っ
て
も
よ
い
場
所
で
あ
る
と
生
徒
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
雰
囲
気
づ
く
り
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　「
生
徒
は
誰
で
も
、
み
ん
な
の
前
で
間
違
え
た
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、『
ど
う
思
う
？
』
と
い
う
発
問
で

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
正
解
で
は
な
く
、
生
徒
自
身

の
考
え
で
す
。『
分
か
り
ま
せ
ん
』
と
答
え
る
の
は
頭
を

働
か
せ
て
い
な
い
証
拠
で
す
か
ら
、『
自
分
の
考
え
を
言

え
ば
よ
い
の
だ
か
ら
、
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
は
ず
だ
よ
』
と
伝
え
、
自
由
に
考
え
を
述
べ
ら
れ
る

雰
囲
気
を
つ
く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
自
由
に
発
言
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
見
方
や
発
想
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
利
点
だ
と
言
う
。

　「
生
徒
と
の
対
話
を
通
し
て
見
え
て
き
た
共
通
の
間

違
い
な
ど
は
、
授
業
改
善
に
反
映
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
生
徒
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
こ
と
で
、
私
自
身

も
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
円
井
先
生
の
授
業
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
は
、
以
前

の
「
分
か
り
や
す
い
」
に
「
楽
し
い
」
が
加
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
生
徒
の
学
習
が
能
動
的
に
な
り
始
め
て
い

13:37

本時の学習を踏まえ、あらかじめ配布した穴埋め式の授業ノー
トに、解答を記入させた。この日は、生徒から多様な質問が
出たこともあり、それらに円井先生が答えるうちに授業は終了
した。指導計画上は、絶対温度でセルシウス温度を表す練習
問題に取り組ませた後、生徒が説明しながらホワイトボードに
貼って、授業内容をまとめる予定だった。

13:30

「温度には、上限や下限があるのか」と発問して考えさせた後、
温度には上限はないが下限があり、下限の温度が－273℃（絶
対零度）であると説明。絶対零度での分子の状態を個人で、
続いてペアで考えさせた。そして、セルシウス温度（t）と絶
対温度（T）を起点とする絶対温度の目盛を並べた図版をモ
ニターに投影し、T＝ t＋273 の関係になることを理解させた。

本時のまとめ 学習２／絶対零度の時の分子の状態

「
ど
う
思
う
か
」
に
間
違
い
は
な
い

ど
ん
な
発
言
も
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
に

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

「
分
か
り
や
す
い
」＋「
楽
し
い
」
で

能
動
的
な
学
習
態
度
が
身
に
つ
く

成
果
と
課
題

30 June 2018
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る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
自
分
で
考

え
発
見
す
る
喜
び
を
得
た
こ
と
で
、
大
学
入
試
に
向
け

て
主
体
的
に
学
び
始
め
た
生
徒
や
、
薬
品
の
成
分
表
な

ど
身
の
回
り
の
物
質
に
興
味
を
持
つ
生
徒
も
増
え
て
き

て
い
る
。

　今
後
の
課
題
は
、
評
価
手
法
の
確
立
だ
。

　「ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
評
価
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価
に
、
こ
れ
か
ら
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
状
で
は
授
業
ノ
ー
ト
の
記
述
や
授
業
内
の
発

表
な
ど
を
評
価
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
時
間
の
や

り
く
り
を
含
め
て
、
適
正
に
生
徒
の
成
長
を
見
取
っ
て

い
く
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

川代みそらさん　ペアで話し合い、予想を立てながら
学習を進めていくので、自分の考えを持つ習慣がつい
てきたと思います。主体的に授業に取り組めるので、
先生が解説する時も集中して聞くようになり、内容が

頭に残りやすくなりました。動画を見せてくれたり、先生自身が
実験道具を使って実演してくれたりするので、化学現象や実験を
具体的にイメージしやすいところも魅力です。これから始まる実
験も楽しみです。

田
た

鎖
くさり

楓
ふう

子
こ

さん　今日は最初の振り返りで発表しました
が、私が答えやすいように、先生は声をかけて導いて
くれたので、しっかり自分の考えを述べることができ
ました。話し合いでも意見を共有するだけでなく、「な

ぜそうなるのか」という理由まで伝えます。自分の意見を持つだ
けでなくペアの意見も聞き、自分の意見とどこが違うのか、同じ
なのかを考えて、改めて自分の考えを組み立て直すようになりま
した。

田中成
なる

樹
き

さん　円井先生の授業では、最初に仮説を立
てて結果を見ていくので、正解だった時は達成感があ
り、間違ってもそれが記憶に残るので知識や考え方が
身につきやすいと思います。ペアワークでは自分の考

えを持たなければならず、発表の機会も多いので、主体的に取り
組めます。先生の授業では、自分の考えを伝える力やコミュニケー
ション力も伸ばしていけると思います。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1
粒子の
熱運動

•︎ 拡散が起こる理由、温度
とは何かを科学的に探究し
ようとしている【主体性】
•︎ 温度は熱運動の激しさの
程度を表していることを見
いだし、表現している【思
考力・表現力】
•︎ セルシウス温度と絶対温
度との関係性を理解してい
る【知識】

①前時の復習。
②導入として、拡散につ
いて発問する。
③ 学習１／拡散と熱 運
動、熱 運動と温 度との
関係性について学ぶ。　
④学習２／絶対温度とセ
ルシウス温度との関係性
について学ぶ。
⑤本時のまとめ。

【主体的な学び】生徒が見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学
びを振り返って次の学びにつなげるよう配慮する（熱エネルギー、熱
運動に着目し、拡散が起こることを考える学び→温度は熱運動の激
しさの程度を表していることを考える学び→セルシウス温度と絶対
温度との関係を明らかにする学び）。

【対話的な学び】発問の後、自らの考えを持たせるよう工夫する。そ
の上で、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを
広げ深めることにつなげるよう配慮する。

【深い学び】習得・活用・探究の見通しの中で、理科（化学）の特
質に応じた見方や考え方を働かせて思考・判断・表現できる場面を
設定する。この時、学習内容の深い理解につなげるよう配慮する。

発表、
授業プリ
ント

2

熱運動と
状態変化、
物理変化と
化学変化

•︎ 物質の三態と粒子の熱運
動、及び分子間力との関
係性を理解している【知識】
•︎ 状態変化をしている間、
温度は一定に保たれる理由
を科学的に探究し、表現し
ている【思考力・表現力】

①前時の復習。
②導入として、物質の三
態について発問する。
③学習１／物質の三態と
熱運動、分子間力との
関係性について学ぶ。　
④学習２／物理変化と化
学変化について学ぶ。
⑤本時のまとめ。

【主体的な学び】これまでの学びを振り返り、熱運動と分子間力と
の関係性に生徒自らが着目し考え、それらに対する仮説を立てるこ
とができるよう配慮して授業を進める。

【対話的な学び】発問の後、自らの考えを持たせるよう工夫する。
その上で、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考え
を広げ深めることにつなげるよう配慮する。

【深い学び】習得・活用・探究の見通しの中で、理科（化学）の特
質に応じた見方や考え方を働かせて思考・判断・表現できる場面を
設定する。この時、学習内容の深い理解につなげるよう配慮する。

発表、
授業プリ
ント

＊円井先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成

単元の指導計画

【教科・科目】理科・化学基礎 　【分野・単元】物質の構成　物質の探究　物質の三態と熱運動 
【テーマ・作品】 粒子の熱運動　【設定時数】２時間の中の１時間目　
【単元目標】 ［知識・技能］粒子の熱運動と温度 ･ 状態変化に関する事物・現象に対する概念や原理・法則と科学的探究についての理解や、探

究のために必要な観察・実験等の技能を身につける。
［思考力・判断力・表現力等］粒子の熱運動と温度 ･ 状態変化に関する事物・現象の中に見通しを持って観察・実験などを行い、科
学的に探究したり、科学的な根拠を基に表現したりすることができる。
［学びに向かう力等］粒子の熱運動と温度 ･ 状態変化に関する事物・現象に進んでかかわり、それらを科学的に探究しようとすると
ともに、探究の過程などを通じて獲得した知識・技能や思考力・判断力・表現力を日常生活などに生かそうとする。

写真１　動画を再生してから生徒に目を開かせ、分子
の動きが目に飛び込み、印象が強く残るようにした。

生徒の声
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新
潟
県
・
新
潟
市
立
高こ

う

志し

中
等
教
育
学
校
で
は
、
主

体
的
な
学
習
集
団
を
形
成
す
べ
く
、
２
０
１
４
年
度
か

ら
、
指
導
改
善
を
段
階
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
校
名
の
通
り
、
高
い
志
を
抱
い
た
生
徒
の
育
成
を
目

指
し
、
旧
帝
大
を
始
め
と
す
る
最
難
関
国
公
立
大
学
の

合
格
者
を
毎
年
出
す
な
ど
、
進
学
実
績
も
好
調
な
同
校

だ
が
、
以
前
は
生
徒
の
学
習
意
欲
に
課
題
が
あ
っ
た
。

宿
題
な
ど
の
学
習
の
「
量
」
を
重
視
し
て
い
た
が
、
そ

う
し
た
指
導
に
よ
っ
て
学
力
を
伸
ば
す
生
徒
が
い
る
一

方
、
量
を
消
化
し
き
れ
ず
、
学
習
に
前
向
き
に
な
れ
な

い
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
三さ

ん

林ば
や
し

伸
広
教
頭

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

市内唯一の中等教育学校として
開校。高い志と豊かな知性・人
間性、国際感覚を備えたリーダー
の育成を目指している。社会に
開かれた学校づくりに向け、新
潟市の「地域と学校パートナー
シップ事業」を継続中。

設立 ２００８（平成２０）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約１２０人

２０１８年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道大、山形
大、筑波大、千葉大、新潟大、金沢大、札幌医科大、茨城県立医療
大、新潟県立大などに 60 人が合格。私立大は、青山学院大、中央大、
東京理科大、法政大、明治大、立命館大などに延べ 133 人が合格。

住所 〒９５０ー０９２６　新潟県新潟市中央区高志１ー15 ー１

電話 ０２５ー２８６ー９８１１

Web site  http://www.kohshichuto.city-niigata.ed.jp

No.245

P R O F I L E

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
、

「
量
」か
ら「
質
」へ
指
導
の
転
換
を
図
る

知
識
の「
活
用
」を
重
視
し
た

指
導
の「
質
」の
改
善
で
、

学
び
を
深
め
る
生
徒
を
育
成

新
潟
県
・
新
潟
市
立
高こ

う

志し

中
等
教
育
学
校

主
体
的
な
学
習
意
欲
の
醸
成

変革のステップ

•「量」重視の学習指導により、学ぶ意欲や目的意識
を持てない生徒が少なくなかった

背景と課題

実践内容

• 意欲的に学習する生徒が増加

•ＡＬが定着し、生き生きと学びを深める生徒が増加

•教師間の連携の強化　中学校籍と高校籍の教師
の交流を活性化し、全校を挙げた指導改善への合
意形成を推進。「６年間でともに生徒を育てる」と
いう意識の下、全学年で段階的に目標を設定し、
宿題などの「量」と「質」を変えていくことにした

•アクティブ・ラーニングの理解と普及　大学教員を
講師とするアクティブ・ラーニング（以下、ＡＬ）の研
修を定期的に行い、教師の意識改革を徹底。教師
は知識・技能の「活用」の重要性を実感し、ＡＬを
取り入れた、生徒の考えを深めさせる授業が全学年
で行われるようになった

•ルーブリックの策定　生徒の成長を可視化するた
め、思考力や主体性などを評価するルーブリックの
作成を進めた

成果と展望

32 June 2018
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　「
考
え
る
面
白
さ
に
気
づ
け
ば
、
生
徒
は
学
習
が

楽
し
く
な
り
、
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る

は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
生
徒
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

と
感
じ
、
学
習
と
指
導
の
『
質
』
の
転
換
を
目
指
し

ま
し
た
」

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
教
師
間
の
連
携
の
強
化

だ
。
中
等
教
育
学
校
で
は
、
一
般
的
に
中
学
校
籍
の
教

師
が
１
〜
３
年
生
、
高
校
籍
の
教
師
が
４
〜
６
年
生
を

担
当
す
る
が
、
全
校
を
挙
げ
た
指
導
改
善
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
両
者
の
交
流
を
活
性
化
し
て
合
意
形
成
を
進

め
、「
６
年
間
で
と
も
に
生
徒
を
育
て
る
」
と
い
う
意

識
を
醸
成
し
よ
う
と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
三
林
教
頭
が
、
両
学
校
籍
の
教
師

の
相
互
理
解
に
つ
な
が
る
よ
う
、
積
極
的
に
声
を
か
け

た
。
例
え
ば
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
以
前
は
学
校
籍
に
よ

る
意
識
の
差
が
見
ら
れ
た
た
め
、
三
林
教
頭
は
保
護
者

対
応
の
重
要
性
を
全
教
師
の
前
で
語
っ
た
。

　
そ
う
し
て
、
両
者
が
よ
り
交
流
し
や
す
く
な
る
雰
囲

気
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
柔
軟
な
学
年
編
成
も
導
入

し
た
。
学
校
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
教
師
も
１
〜
６

年
生
の
授
業
を
行
う
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校

籍
の
教
師
に
も
、
４
〜
６
年
生
の
担
任
や
学
年
主
任
を

任
せ
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
次
第
に
、
両
学
校
籍
の

教
師
は
学
年
運
営
や
指
導
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
日
常

的
に
意
見
を
交
換
し
、
相
談
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
全
教
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
緊
密
に
な
る
に

従
っ
て
、
６
年
間
を
俯
瞰
し
た
学
力
形
成
の
イ
メ
ー
ジ

も
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
段
階
的
に
目
標

を
設
定
し
、
宿
題
や
週
末
課
題
な
ど
の
「
量
」
と
「
質
」

を
変
え
て
い
く
と
い
う
方
針
も
固
ま
っ
た
。
１
・
２
年

次
で
は
、
学
習
習
慣
の
定
着
を
目
的
と
し
て
、
以
前
と

同
じ
よ
う
に
各
教
科
担
当
が
定
期
的
に
課
題
を
出
す
。

３
年
次
以
降
は
、
主
体
的
な
学
習
へ
の
意
識
づ
け
を
強

化
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
教
師
は
指
定
す
る
課
題

を
減
ら
し
て
い
き
、
そ
の
分
、
生
徒
に
は
頑
張
り
た
い

教
科
・
科
目
に
応
じ
て
学
習
内
容
・
量
を
自
分
で
決
め

る
よ
う
指
導
す
る
。
上
野
昌
弘
校
長
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
合
っ
た
学
習
内
容
・

量
を
設
定
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
し
っ
か
り
把
握

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
改
善
点
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
始
め
と
す
る
個
別
指
導
に
生
か
せ

る
で
し
ょ
う
。
生
徒
が
き
ち
ん
と
自
己
調
整
で
き
る

よ
う
、
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
次
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
知
識
・
技
能
の
「
量
」
よ

り
も「
活
用
」を
重
視
す
る
指
導
へ
の
転
換
だ
。
そ
こ
で
、

15
年
度
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）

の
研
究
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　
当
時
は
、
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
盛
ん
に
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
間
も
な
い
頃
で
あ
り
、
同
校
で
も
Ａ
Ｌ
を
表

面
的
に
し
か
理
解
し
て
い
な
い
教
師
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
生
徒
同
士
で
話
し
合
い
を
し
た
り
、
特

定
の
思
考
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
り
す
れ
ば
、
Ａ
Ｌ
に
な
る

と
考
え
て
い
る
教
師
も
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
、
教
師
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
、
16
年
２
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に

詳
し
い
星せ

い

槎さ

大
学
の
北
川
達
夫
客
員
教
授
に
よ
る
研
修

を
行
っ
た
。
北
川
教
授
か
ら
は
、
東
京
大
学
の
個
別
学

力
検
査
に
お
け
る
英
語
の
問
題
と
そ
の
採
点
方
法
な
ど

が
紹
介
さ
れ
、
今
後
は
他
の
国
公
立
大
学
の
入
試
で
も

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
が
示
さ
れ
た
。

　
９
月
に
は
、
再
び
北
川
教
授
に
よ
る
授
業
研
究
が
行

わ
れ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
授
業
を
変
え
て
い
く
べ

き
か
を
学
ん
だ
。
北
川
教
授
は
、
生
徒
が
正
解
を
出
す

「
知
識
を
活
用
し
て
考
え
る
問
い
」へ
の

教
師
の
意
識
づ
け
を
徹
底

教
師
間
の
合
意
形
成
を
進
め
、

６
年
間
の
段
階
的
な
指
導
方
針
を
作
成

新
潟
県・新
潟
市
立
高
志
中
等
教
育
学
校

田
中
裕
久
　た
な
か
・
ひ
ろ
ひ
さ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。「
学
び
に
『
楽
し
さ
』
は
あ
れ
ど
も
『
楽
』

は
な
し
」

新
潟
県・新
潟
市
立
高
志
中
等
教
育
学
校
教
頭

三
林
伸
広
　さ
ん
ば
や
し
・
の
ぶ
ひ
ろ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
以
上
、
複
雑
な
こ
と
を
シ

ン
プ
ル
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

新
潟
県・新
潟
市
立
高
志
中
等
教
育
学
校
校
長

上
野
昌
弘
　う
え
の
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
よ
く

遊
び
、よ
く
学
べ
。
学
校
は
子
ど
も
に
も
教
師
に
も
、

学
ぶ
喜
び
に
満
ち
た
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

新
潟
県・新
潟
市
立
高
志
中
等
教
育
学
校

伊
丹

　優
　い
た
み
・
す
ぐ
る

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
研
究
主

任
。「『
が
む
し
ゃ
ら
』
の
精
神
を
大
切
に
し
て
挑
戦

を
続
け
、何
事
に
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

 June 201833

Q8-568-000 2018 年度　VIEW21高校版 6月号 32頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
05/30
福圓 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−Q8-568-000 2018 年度　VIEW21高校版 6月号 33頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
05/30
福圓 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P032-035_view21koukou-6g.indd   33 18/05/30   14:19



だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
か
を
考
え
た
り
、
別
解
は
な
い

の
か
を
探
っ
た
り
す
る
よ
う
な
「
生
徒
が
自
分
の
知
識

を
活
用
し
て
考
え
る
問
い
」
を
立
て
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。
ま
た
、
発
問
の
仕
方
を
ど
の
よ
う
に
変

え
る
べ
き
な
の
か
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
検
討
し
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
そ
う
し
て
学
校
全
体
で
Ａ
Ｌ
の
本
質
と
必
要
性
へ
の

共
通
理
解
が
深
ま
っ
て
い
き
、
当
初
は
戸
惑
っ
て
い
た

教
師
も
、
次
第
に
指
導
改
善
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
っ

た
。
田
中
裕
久
先
生
は
次
の
よ
う
に
思
い
を
述
べ
る
。

　「
以
前
は
Ａ
Ｌ
の
導
入
を
自
分
事
と
し
て
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
北
川
先
生
の
話
を
聞
き
、

知
識
の
『
活
用
』
が
切
実
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と

実
感
し
ま
し
た
。
思
考
力
の
捉
え
方
も
教
科
・
科
目

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
が
担
当

す
る
化
学
の
授
業
で
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
何
が

で
き
る
の
か
、
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
17
年
度
に
な
る
と
、
授
業
に
意
識
的
に
Ａ
Ｌ
を
取
り

入
れ
る
教
師
が
増
え
て
い
っ
た
。
田
中
先
生
も
そ
の
１

人
で
あ
り
、
１
学
期
の
前
半
に
は
、「
浸
透
圧
を
社
会

で
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
話
し
合
い
を
中
心
と
し
た
探
究
型
の
授
業
を
行
っ

た
。
す
る
と
、「
水
位
の
差
を
利
用
し
て
発
電
に
用
い
る
」

と
い
っ
た
物
理
の
学
習
内
容
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
を

出
す
グ
ル
ー
プ
が
出
る
な
ど
、
予
想
以
上
に
考
え
を
深

め
て
い
た
生
徒
が
目
立
っ
た
と
い
う
。
三
林
教
頭
は
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
田
中
先
生
か
ら
聞
い
た
生
徒
の
意
欲
的
な
様
子

も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
説
明
し
て
い
る

田
中
先
生
の
表
情
の
輝
き
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
生

徒
の
変
化
を
実
感
で
き
れ
ば
、
教
師
の
意
欲
は
さ
ら

に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
指
導
改
善
が
着
実
に
前
進
し

て
い
く
と
思
い
ま
し
た
」

　
夏
季
休
業
中
に
は
、
北
川
教
授
の
指
導
に
よ
り
、
高

校
籍
の
全
教
師
が
思
考
力
の
求
め
ら
れ
る
問
題
に
取
り

組
み
、「
思
考
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
。
そ
し
て
２
学
期
に
は
、
４
～
６
学

年
で
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
た
公
開
授
業
を
行
っ
た
（
写
真

１
・
２
）。
例
え
ば
、
地
理
歴
史
科
で
は
、「
地
勢
的
に

経
済
格
差
の
要
因
を
探
る
」
と
い
う
問
い
を
設
定
し
た
。

す
る
と
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
、
目
を
輝
か
せ
て

取
り
組
む
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
18
年
度
に
は
、
主
体
的
な
学
習
意
欲
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
の
「
見
え
る

化
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
次
期
学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
た
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
３
つ
の

柱
を
中
心
と
し
た
、
評
価
方
法
の
改
善
を
推
進
中
だ
。

　
思
考
力
の
客
観
的
な
把
握
に
向
け
て
は
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
「GPS-A

cadem
ic

（
＊
１
）」（
以
下
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

の
活
用
を
始
め
た
。
１
～
３
年
次
に
は
、
以
前
か
ら
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
中
学
総
合
学
力
調
査
（
＊
２
）」
で
思
考

力
を
測
定
し
て
い
た
が
、
４
年
次
以
降
の
測
定
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
18
年
度
か
ら
は
、
４
・
５

年
次
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
導
入
し
、
５
年
間
の
推
移
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
、
各
教
科
・
科
目
の
思
考

力
の
深
ま
り
を
把
握
し
よ
う
と
考
え
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
も
進
め
て
い
る
。

　
主
体
性
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
発
信

意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒
の
姿
が
、

指
導
改
善
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る

＊１　ベネッセの教材の１つ。問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。
＊２　ベネッセの教材の１つで、「教科の思考力、判断力・表現力」を測定し、段階別評価を行うテスト。

写真１　６年生の「世界史Ｂ」の授業では、世界
各国の経済格差が生じる要因を考えた。生徒間で
活発に意見交換が行われ、地理的な要因や独立
した時期といった様々な角度から分析・推測する
姿が見られた。

写真２　枝豆の作付面積が日本一である新潟県
は、なぜ出荷額では７位なのか、統計データを読
み取りながら考えた４年生の「数学Ⅰ」の授業。グ
ループごとに話し合う中で、生徒一人ひとりが自分
の考えを深めていったという。

生
徒
が
さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

自
分
の
変
化
の
客
観
的
把
握
を
促
す

＊写真は、２点とも１７年度の公開授業の様子
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資
料
を
分
析
し
た
り
、
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
か
ら
主
体
性
に
か

か
わ
る
内
容
を
抽
出
し
た
り
し
て
、
研
究
を
重
ね
た
。

そ
う
し
て
、
ま
ず
完
成
さ
せ
た
の
が
、
体
育
祭
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
だ（
図
）。「
計
画
性
・
主
体
性
」「
表
現
・
協
働
」

と
い
っ
た
４
項
目
か
ら
成
り
、
生
徒
が
体
育
祭
で
の
行

動
を
振
り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
４
段
階
で
自
己
評
価
を
行

う
。
今
後
は
、
ほ
か
の
行
事
や
部
活
動
な
ど
の
課
外
活

動
で
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
内
容
を
精
緻
に
し

て
い
く
。

　「行
事
や
課
外
活
動
が
『
楽
し
か
っ
た
』
と
い
っ

Ａ
Ｌ
を
推
進
す
る
中
で
、
他
教
科
・
科
目
で
学
習
し
た

知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
考
え
た
り
、
堂
々
と
考
え
を

発
表
し
た
り
す
る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
学
習

意
欲
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
知
的
好
奇
心
を
刺
激

さ
れ
、
目
を
輝
か
せ
て
学
習
す
る
生
徒
の
存
在
は
、
前

述
し
た
通
り
だ
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
の
取
り
組
み
は
充
実
し
、

率
先
し
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
す
る
教
師
も
増
え
て

い
る
。
18
年
度
の
Ａ
Ｌ
の
推
進
に
つ
い
て
、
研
究
主
任

の
伊
丹
優す

ぐ
る

先
生
は
こ
う
話
す
。

　「授
業
公
開
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
重

視
し
た
研
究
授
業
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
、
生
徒
が
何
を
身
に
つ
け
た
の
か
を

見
取
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
授
業
展
開
が
可
能
な
の

か
、
追
究
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
も
、
今
後
の
目
標
の
１
つ
だ
。

全
校
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
化
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配

備
を
進
め
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
を
目
指
す
。

そ
う
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
反
転
授
業
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
＊
３
）
を
始
め
、
学
習
と
指
導
の
「
質
」
の
さ
ら
な

る
向
上
を
目
指
す
。
三
林
教
頭
は
、
今
後
を
こ
う
語
る
。

　「『
見
え
る
化
』
が
容
易
な
点
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
例
え
ば
、
家
庭
学
習
の
記
録
を
グ
ラ
フ
化

し
て
示
せ
ば
、
紙
の
記
録
と
は
異
な
る
新
た
な
意
欲

を
、
生
徒
に
喚
起
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
、
生
徒
の
成
長
を
見
取
る

『
も
の
さ
し
』
と
し
て
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く

予
定
で
す
。
そ
う
し
た
ツ
ー
ル
の
活
用
を
推
進
し
、

生
徒
の
主
体
的
な
学
習
意
欲
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
指

導
改
善
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

た
感
想
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
自
分
の
変
化
を

客
観
的
に
把
握
す
る
指
標
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
他
者
を
気
遣
っ
た
り
、
感
謝
す
る
気
持

ち
を
持
て
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
、
精
神
的

な
成
長
で
す
。
そ
こ
で
、
主
体
性
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

で
は
、
周
囲
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
己
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
」（
三
林
教
頭
）

　
各
教
科
・
科
目
で
も
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価

を
進
め
て
い
る
。
田
中
先
生
は
、
主
体
性
や
表
現
力
、

傾
聴
力
と
い
っ
た
各
観
点
を
４
段
階
で
評
価
す
る
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
作
り
、
実
験
の
授
業
で
活
用
中
だ
。
そ
う

し
て
、
多
面
的
な
見
方
・
考
え
方
や
批
判
的
な
思
考
力

を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
上
野
校
長
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
教
師
の
指
導
力
向

上
を
図
る
た
め
に
も
必
要
だ
と
強
調
す
る
。

　「生
徒
の
成
長
を
促
す
た
め
に
は
、
教
師
が
生
徒

の
変
化
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。
ど
の
よ
う
な
言
動
が
見
ら
れ
る
と
、

生
徒
が
主
体
性
を
発
揮
し
た
と
言
え
る
の
か
を
、
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
で
客
観
的
に
評
価
し
て
い
け
ば
、
生
徒

の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
べ
き
な
の
か
、
教
師
は
考
え
を
深
め
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
生
徒
の
状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
、
指
導
改

善
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
指
導
改
善
の
成
果
は
、
生
徒
の
姿
に
表
れ
て
い
る
。

新潟県・新潟市立高志中等教育学校

体育祭のルーブリック図

「自分の将来や他者の発展を見据えて、明確な目的意識を持って活動を計画し、
実行」といった、自分を周囲とのかかわりの中で捉え直す項目が目立つ。文章
を書いて振り返る欄も設けられている。 ＊学校資料を基に編集部が一部改編

＊３　「Problem Based Learning」もしくは「Project Based Learning」の略称。問題解決型学習。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
、生
徒
の

主
体
的
学
習
へ
の
支
援
強
化
を
目
指
す
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富
山
県
・
私
立
高
岡
向
陵
高
校
は
、
高
い
目
標
を
持

ち
、
困
難
を
恐
れ
ず
に
そ
の
実
現
を
目
指
す
人
材
の
育

成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
生
徒
は
明
る
く
素
直
だ
が
、

近
年
は
地
域
の
人
口
が
減
少
す
る
一
方
、
入
学
定
員
数

に
大
き
な
変
化
は
な
い
た
め
、
学
力
や
生
活
習
慣
に
課

題
の
あ
る
生
徒
が
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

中
、
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
、「
自
分
に
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
て
、
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い

生
徒
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
生
徒
に
成
功
体

験
を
積
ま
せ
よ
う
と
考
え
、
指
導
を
工
夫
す
る
教
師
も

い
た
が
、
学
力
の
多
層
化
へ
の
対
応
が
難
し
く
、
思
う

よ
う
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

校訓に「努力・勇気・誠実」を掲げ、
時代の要請に応じながら、生徒
個々の能力を最大限に伸ばす教
育の実現を目指している。部活
動も盛んであり、ハンドボール
部や相撲部、陸上競技部などが
全国大会への出場実績を持つ。

設立 １９６２（昭和３７）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約１８５人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　私立大は、慶應義塾大、法政大、
明治大、早稲田大などに延べ 33 人が合格。短大、大学校・専門学校
進学 50 人。就職 56 人。

住所 〒９３３ー８５３８　富山県高岡市石瀬２８１ー１

電話 ０７６６ー２３ー０７６２

Web site  https://takaokakoryo-h.ed.jp

No.246

P R O F I L E

生
徒
の
主
体
的
な
進
路
選
択
に
向
け
、

成
功
体
験
の
積
み
上
げ
を
目
指
す

生
徒
の「
や
れ
ば
で
き
る
」を

学
校
全
体
で
支
援
し
、

自
己
実
現
へ
の
意
欲
を
醸
成

富
山
県
・
私
立
高
岡
向
陵
高
校

学
力
向
上
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

変革のステップ

• 学力や生活習慣に課題のある生徒が増える傾向に
あった。そうした中で、自分に自信が持てない生
徒も目立つようになっていた

背景と課題

実践内容

•自分に自信を持ち、学習に前向きに取り組む生徒が
増えた

•教師の生徒理解が深まった

•「Ｒ
リ

ｅスタ」　週４日、１・２年生全員が数学・英語
の学び直しに取り組む「Ｒｅスタ」の時間を正課と
して位置づけ、全教師が連携して指導する体制を
構築

•キャリア教育　自分のよさに目を向ける→将来の展
望を描く→興味のあることに挑戦するという段階的
なカリキュラムを作成。「未来デザインコース」の２・
３年次には、生徒が自分のやりたいことの実現を
目指す「ミラクルプロジェクト」に取り組む

•「ｉ
アイ

‐Koryo」　ＩＣＴサービスを活用し、授業の板
書の写真や提出物などを、生徒に毎日配信する取
り組み「ｉ‐Ｋｏｒｙｏ」を推進

成果と展望

36 June 2018
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そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
度
、
コ
ー
ス
を
「
未
来
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
」「
未
来
探
究
コ
ー
ス
（
＊
１
）」
に
再
編

し
た
の
を
機
に
、
全
校
を
挙
げ
た
指
導
改
善
を
始
め
た
。

吉
野
ひ
ろ
み
教
頭
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「生
徒
が
本
当
に
進
み
た
い
道
を
見
つ
け
、
そ
れ

に
挑
戦
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
可
能
性
に
気
づ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
実
感
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
学
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
中
心
に
、
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、
週
４
日
の
昼
休
み
後
の

15
分
間
を
、
１
・
２
年
生
全
員
が
中
学
校
段
階
の
数
学
・

英
語
を
学
び
直
す
「
Ｒリｅ
ス
タ
」
の
時
間
と
し
、
そ
れ

を
正
課
に
位
置
づ
け
た
。「Re-Start

（
再
び
始
め
る
）」

「Re-Study

（
再
び
学
ぶ
）」「Re-Star

（
再
び
輝
く
）」

と
い
う
意
味
を
込
め
て
命
名
し
た
と
い
う
。
各
教
科
で

週
単
位
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
生
徒
の
課
題
に
き

め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
約
20
も
の
習
熟
度
別
の

少
人
数
制
ク
ラ
ス
を
両
学
年
合
同
で
編
成
。
管
理
職
も

含
め
た
全
教
師
で
指
導
す
る
。
４
日
間
の
流
れ
は
、
１

日
目
・
２
日
目
に
プ
リ
ン
ト
教
材
を
用
い
た
講
義
、
３

日
目
に
プ
レ
確
認
テ
ス
ト
、４
日
目
に
確
認
テ
ス
ト
「
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
行
う
と
い
う
も
の
だ
。

「
量
」
を
可
視
化
し
て
達
成
感
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
プ

リ
ン
ト
や
テ
ス
ト
は
各
自
で
フ
ァ
イ
ル
に
蓄
積
さ
せ
て

い
る
（
図
）。

　
Ｒ
ｅ
ス
タ
推
進
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
久

き
ゅ
う

崎さ
き

稜
太

先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
結
果
に
よ
り
、

毎
週
、
ク
ラ
ス
替
え
を
行
い
ま
す
。
頑
張
り
が
す
ぐ

に
形
と
し
て
表
れ
る
た
め
、
勉
強
が
苦
手
な
生
徒
も

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
を

さ
ら
に
伸
ば
せ
る
よ
う
、
今
後
は
上
位
の
ク
ラ
ス
に

入
っ
た
生
徒
を
定
期
的
に
表
彰
す
る
予
定
で
す
」

　
Ｒ
ｅ
ス
タ
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
師
間
の
合

意
形
成
を
図
る
た
め
、
17
年
２
〜
３
月
に
試
行
期
間
を

設
け
た
。
そ
う
し
て
学
年
や
教
科
を
横
断
し
た
指
導
を

実
現
し
た
こ
と
で
、
教
師
の
生
徒
理
解
も
深
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
英
語
の
教
師
が
数
学
を
教
え
る
と
、「
こ

の
生
徒
は
、
英
語
は
苦
手
だ
け
れ
ど
、
数
学
は
よ
く
で

き
る
ん
だ
」
と
い
っ
た
新
た
な
発
見
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
授
業
を
担
当
し
て
い
な
い
学
年
の
生
徒
の
、
顔

と
名
前
の
一
致
す
る
数
が
増
え
、
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
緊
密
に
な
っ
た
。
３
学
年
主
任
の
薬
師

陽
子
先
生
は
、
17
年
度
の
Ｒ
ｅ
ス
タ
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「生
徒
一
人
ひ
と
り
が
着
実
に
基
礎
を
固
め
て
い

く
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

当
初
は
担
当
外
の
教
科
の
指
導
に
戸
惑
っ
て
い
た
先

生
徒
の
学
び
直
し
を
支
援
す
る

「
Ｒリｅ
ス
タ
」
を
学
校
全
体
で
推
進

富
山
県
・
私
立
高
岡
向
陵
高
校
教
頭

吉
野
ひ
ろ
み
　よ
し
の
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。「
何
事

も
生
徒
と
と
も
に
楽
し
む
。
生
徒
が
１
つ
で
も
多
く

の
成
功
体
験
を
積
め
る
よ
う
支
援
す
る
」

富
山
県
・
私
立
高
岡
向
陵
高
校

村
上
文
代
　む
ら
か
み
・
ふ
み
よ

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
ミ
ラ
ク

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
任
。「
生
徒
の
憧
れ
と
な
る
よ

う
な
、
カ
リ
ス
マ
性
の
あ
る
人
間
、
教
師
で
い
た
い
」

富
山
県
・
私
立
高
岡
向
陵
高
校

薬
師
陽
子
　や
く
し
・
よ
う
こ

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
３
学
年

主
任
。「
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
長
所
を
伸
ば
し
、
生
徒

が
堂
々
と
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
め
る
よ
う
支
援
す
る
」

富
山
県
・
私
立
高
岡
向
陵
高
校

藤
川
武
命
　ふ
じ
か
わ
・
た
け
の
り

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
情
報
管

理
部
長
。「
黒
板
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
で
、
よ
い
も
の
は

何
で
も
活
用
す
る
教
育
を
実
践
す
る
」

富
山
県
・
私
立
高
岡
向
陵
高
校

久
崎
稜
太
　き
ゅ
う
さ
き
・
り
ょ
う
た

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
生
徒

の
長
所
も
短
所
も
す
べ
て
受
け
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
見
つ
け
出
せ
る
よ
う
指
導
す
る
」

＊１　２０１８年度からの名称。１７年度時点では「文理探究コース」。

図

右上の「リス太」は、頑
張る生徒を応援する、学
校のオリジナル・キャ
ラクターである。生徒
が達成感を得られるよう、
毎回チェック欄を設け、
教師が署名・捺印する。
学力の変化を意識する
ため、Ｒｅスタのクラス
（Rank）欄は生徒自身が
書く。

「Ｒｅスタ」のチェックシート

＊学校資料を基に
　編集部が一部改編
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生
も
、
次
第
に
積
極
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
他

教
科
の
先
生
が
、
数
学
・
英
語
の
先
生
と
、
よ
り
よ

い
教
え
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
も
増
え
、
教
師

間
の
結
束
が
強
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
具

体
化
し
、
そ
の
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
醸
成
で

き
る
よ
う
、
段
階
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
練
り
上
げ
た
。

　
１
年
次
に
は
、
全
コ
ー
ス
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
中
心
に
、
生
徒
が
自
分
と
向
き
合
う
活
動
に
力

を
入
れ
る
。
１
学
期
の
テ
ー
マ
は
、「
自
分
の
よ
さ
を

知
ろ
う
」
だ
。
ま
ず
、
生
徒
が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
全
員
の

よ
い
と
こ
ろ
を
書
き
、
担
任
は
そ
れ
を
基
に
、「
優
し

い
人
」「
ク
ラ
ス
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
人
」
と
い
っ

た
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

メ
ン
バ
ー
が
互
い
の
長
所
、
そ
れ
を
感
じ
た
場
面
や
理

由
な
ど
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
く
。
情
報
管
理
部
長
の

藤
川
武た

け

命の
り

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「自
分
の
長
所
は
、
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
も

の
で
す
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
説
明
さ
れ
る
と
、

生
徒
は
そ
れ
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
う
れ

し
そ
う
な
表
情
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
自
己
肯
定
感

が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　
２
・３
学
期
に
は
、「
自
分
は
何
に
興
味
が
あ
る
の
か
」

を
探
究
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
大
学
や
専
門
学
校
を
訪

問
し
た
り
、
地
域
企
業
の
校
内
講
演
会
を
聞
い
た
り
し

て
、
学
問
・
職
業
調
べ
を
行
う
。
一
人
ひ
と
り
の
気
づ

き
を
ク
ラ
ス
で
共
有
す
る
た
め
、
そ
の
学
問
・
職
業
に

必
要
と
さ
れ
る
資
質
や
技
術
を
解
説
し
た
り
、
感
想
を

述
べ
た
り
す
る
場
を
定
期
的
に
設
け
て
い
る
。

　「取
り
組
み
の
中
で
、
社
会
人
の
基
本
と
な
る
時

間
の
厳
守
や
き
ち
ん
と
し
た
身
だ
し
な
み
の
重
要
性

を
学
び
、
自
主
的
に
実
践
す
る
よ
う
に
な
る
生
徒
も

目
立
ち
ま
す
。
学
校
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

て
、
生
徒
が
大
き
な
刺
激
を
受
け
、
行
動
に
反
映
さ

せ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
薬
師
先
生
）

　
２
・３
年
次
は
、
コ
ー
ス
ご
と
に
取
り
組
み
を
行
う
。

　
未
来
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
月
・
木
・
金
曜
日
の
５
・

６
限
目
を
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
特
化
し
た
学
校
設
定
教

科
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
と
し
、
生
徒
が
自
分
の
夢
を

形
に
す
る
「
ミ
ラ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
挑
む
。
18

年
度
の
２
年
生
は
、
生
徒
の
や
り
た
い
こ
と
を
基
に
設

定
さ
れ
た「
地
域
貢
献
」「
学
校
に
カ
フ
ェ
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
っ
た
11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
を
推
進
中
だ
。

　
ミ
ラ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
任
の
村
上
文
代
先
生

は
、
取
り
組
み
の
目
的
を
こ
う
語
る
。

　「社
会
に
出
れ
ば
、
何
事
も
主
体
的
に
判
断
し
て

動
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
た
ち

で
計
画
を
立
て
、
長
期
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
実
行

し
て
い
く
と
い
う
経
験
を
積
ま
せ
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
実
現
し
そ
う
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒

の
自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
大
切
に
す
る
と
い
う
方
針
を

立
て
、
教
師
は
脇
役
に
徹
し
て
い
ま
す
」

　
全
学
年
の
教
師
十
数
人
か
ら
成
る
ミ
ラ
ク
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
担
当
グ
ル
ー
プ
を
割
り
当

て
、
教
師
は
自
分
が
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
の
計
画
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
生
徒
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
。
例
え

ば
、
生
徒
が
外
部
の
専
門
家
の
指
導
を
受
け
た
い
と
望

め
ば
、
計
画
の
内
容
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
職
業
の

人
が
適
し
て
い
る
か
を
助
言
す
る
が
、
人
選
や
選
ん

だ
専
門
家
へ
の
連
絡
は
生
徒
が
行
う
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
「
高
岡
向
陵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
）
の
開

催
」
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
で
は
、ヘ
ア
メ
ー
ク
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
か
ら
ヘ
ア
メ
ー
ク
の
仕
方
を
学
ん
だ
（
写
真
）。

　
９
月
の
文
化
祭
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
発

表
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　「や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
の
で
、
ど
の

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
も
、
自
分
の
役
割
を
考
え
、

生
徒
が
自
分
の
夢
の
実
現
を
図
る

「
ミ
ラ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

生
徒
が
将
来
の
展
望
を
描
け
る
よ
う
、

自
分
自
身
と
向
き
合
う
場
を
設
定

写真　ミラクルプロジェクトでは、専門家への依頼を
始めとする外部との交渉も、すべて生徒自身で行う。
ＴＫＣを企画するグループは、自分たちでモデルにメー
クができるよう、メークの仕方について専門家から指
導を受けた。

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。
＊３　ベネッセの教材「進路マップ」の１つ。GTZ（学習到達ゾーン）という指標で、生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、コミュニケーション特性（自我同一性）
を測る、生活・学習指導用テスト。
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生
き
生
き
と
動
い
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
内
の
意
見

調
整
や
外
部
と
の
交
渉
な
ど
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
し
た
時
の
試
行

錯
誤
が
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
す
。
文
化
祭
で
の
発

表
を
、
半
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
内
省
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
村
上
先
生
）

　
未
来
探
究
コ
ー
ス
で
は
、
１
年
次
に
描
い
た
将
来
の

展
望
を
、
大
学
の
学
問
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ

う
、
学
校
設
定
教
科
「
人
文
社
会
課
題
探
究
」「
自
然

科
学
課
題
探
究
」
で
、
国
語
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
数

学
、
理
科
、
英
語
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
複
数
の
教

科
に
か
か
わ
る
発
展
的
な
テ
ー
マ
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

設
定
し
、
探
究
を
進
め
な
が
ら
、
定
期
的
に
そ
の
成
果

を
発
表
す
る
。

　「
生
徒
に
は
、
１
つ
の
テ
ー
マ
で
も
多
角
的
に
分

析
で
き
る
と
い
う
、
学
問
の
本
質
的
な
面
白
さ
に
目

を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
教

科
の
学
習
内
容
を
組
み
合
わ
せ
、
考
え
る
場
を
設
け

ま
し
た
。
知
識
の
活
用
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
大

学
入
試
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
」（
藤
川
先
生
）

　
18
年
度
に
は
、
学
力
向
上
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
並
ぶ

指
導
改
善
の
３
本
目
の
柱
と
し
て
、
教
科
担
当
と
担
任

が
連
携
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
を
支
援
す
る

「i ア
イ‐Koryo

」
を
始
め
た
。
教
科
担
当
は
、
毎
回
の
授

　
一
連
の
指
導
改
善
に
よ
り
、
生
徒
の
様
子
に
は
顕
著

な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
何
事
に

も
前
向
き
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
加
し
、
引
っ
込
み
思

案
だ
っ
た
生
徒
も
、
授
業
で
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る
生
徒
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
は
、
前
述
し
た
通
り
だ
。
そ
う
し

た
意
欲
は
学
力
向
上
に
も
結
び
つ
き
、
18
年
度
の
２
年

生
で
は
、ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
３
）

に
お
い
て
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
４
）
が
Ｄ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
が

減
少
し
た
。
教
師
間
の
連
携
も
強
化
さ
れ
、
学
年
や
教

科
を
超
え
た
生
徒
の
実
態
把
握
が
進
ん
で
い
る
。

　
大
き
く
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
同
校
の
指
導
改
善
だ

が
、
今
後
は
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
す
。
18
年
度
に

は
、Classi

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
機
能
の
活
用
を
発
展

さ
せ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
振
り
返
り
を
始
め
と
し
た
、

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
成
果
の
「
見
え
る
化
」
を
計
画

中
だ
。
ま
た
、
ミ
ラ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
徒

を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
吉
野
教
頭
は
、
今
後
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
日
々
成
長
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
応

じ
て
、
教
師
の
指
導
も
絶
え
ず
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
指
導
改
善
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
う
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

業
の
板
書
を
写
真
に
撮
影
し
た
り
、
小
テ
ス
ト
の
問
題

を
画
像
化
し
た
り
し
て
、
提
出
物
の
連
絡
事
項
と
と
も

に
、
担
任
と
共
有
す
る
。
担
任
は
、
毎
日
の
放
課
後
に
、

そ
れ
ら
を
「Classi

」（
＊
２
）
で
ク
ラ
ス
全
体
に
配
信

す
る
。
定
期
考
査
前
に
は
、
各
教
科
担
当
が
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
動
画
をClassi

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
予

定
だ
。
取
り
組
み
名
の「
ｉ
」に
は
、「
愛
」「
Ｉ（
私
）」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」
と
い
っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　「
欠
席
し
た
生
徒
に
も
、
そ
の
日
の
学
習
内
容
や

連
絡
事
項
が
分
か
る
よ
う
、
学
校
か
ら
の
情
報
発
信

を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
本
校
に
は
、
不

登
校
を
経
験
し
た
生
徒
も
い
る
の
で
、
不
安
を
抱
え

て
い
る
生
徒
と
個
々
に
連
絡
を
取
り
合
う
時
は
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
使
っ
て
い
ま
す
。
欠
席
し
が
ち
な

生
徒
と
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
学
校
全
体
で
の
実
施

へ
向
け
、先
生
方
と
の
合
意
形
成
を
進
め
て
い
ま
す
」

（
藤
川
先
生
）

　Classi
は
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
目
的
と
し
て
、

14
年
度
に
取
り
入
れ
た
。
当
初
は
、
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
状
況
に
配
慮
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト
の
み
を
導
入
し
て

い
た
が
、
次
第
に
、
校
内
グ
ル
ー
プ
、
生
徒
カ
ル
テ
と
、

生
徒
の
課
題
に
応
じ
て
活
用
す
る
機
能
を
広
げ
て
い
っ

た
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
新
た
な
機
能
を
率

先
し
て
取
り
入
れ
た
若
手
教
師
だ
。
球
技
大
会
で
頑
張

る
生
徒
の
写
真
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

生
徒
の
振
り
返
り
な
ど
を
、
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
積
極

的
にClassi

で
配
信
。
管
理
職
が
職
員
会
議
な
ど
で
そ

う
し
た
実
践
を
褒
め
た
こ
と
も
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
活

用
す
る
教
師
が
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

富山県・私立高岡向陵高校

「Classi

」
を
活
用
し
、

生
徒
に
応
じ
た
指
導
を
さ
ら
に
推
進

＊４　ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの１５段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち「Ａ２」～「Ｄ
３」で評価される。

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た

指
導
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
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　富
山
県
・
私
立
片
山
学
園
中
学
校
・
高
校

で
は
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
生
徒
を
育
て
る
た
め
、
夏
季
休

業
中
の
課
題
の
出
し
方
の
改
善
に
着
手
し
た
。

課
題
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、「
課
題

一
覧
」に「
課
題
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
い
力
」

を
生
徒
に
記
入
さ
せ
て
い
る
。
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ
く
の

か
、
学
校
か
ら
の
課
題
以
外
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
め
ば
よ
い
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

　だ
が
、
自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

こ
と
と
学
校
の
課
題
を
関
連
づ
け
ら
れ
て
い

る
生
徒
は
ま
だ
少
な
い
の
が
実
情
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
、
課
題
を
通
し
た
生
徒
の
成
長
を
評

価
す
る
機
能
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

検討メンバー

富山県・私立片山学園中学校・高校　森内梨絵先生提供
「全学年共通　夏期課題一覧」 Before

改良！指
導ツール

富山県・私立
片山学園中学校・高校

森内梨絵
もりうち・りえ

群馬県立
高崎東高校

高橋真人
たかはし・まさと

埼玉県・私立
武南中学校・高校

岡本眞一郎
おかもと・しんいちろう

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、まもなく始まる夏季休業、生徒が計画的に、
そして主体的に課題に取り組むための「夏期課題一覧」のあり方について検討する。

課
題
に
取
り
組
む
目
的
を
意
識
化
さ
せ
、

よ
り
主
体
的
な
学
習
を
実
現
し
た
い

ツール 提供者

1

2
課
題

学校から出された課題でどのような力を伸ばしたいの
か、もっと明確に意識させたい
課題を通してどのような力を生徒が身につけたかを
確認する場をつくりたい
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ま
ず
、
夏
季
休
業
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
、
生
徒
に
「
夏
に
身
に
つ
け
た
い
力
」
を

聞
き
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
課
題
で
身
に

つ
く
力
」
を
説
明
す
る
文
章
と
と
も
に
課
題

を
提
示
す
る
。
そ
の
際
、
全
員
が
取
り
組
む

共
通
課
題
を
絞
り
込
ん
だ
上
で
、「
基
礎
・
標

準
・
発
展
」
の
３
段
階
で
選
択
課
題
を
用
意

す
る
。
共
通
課
題
は
学
習
習
慣
の
維
持
に
必

要
な
最
低
限
の
量
に
と
ど
め
、
そ
の
代
わ
り

に
自
ら
の
状
況
に
合
っ
た
課
題
を
選
ば
せ
る

こ
と
で
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
を
促
す
。

　
ま
た
、
２
学
期
に
は
、
夏
季
休
業
中
の
学

習
の
成
果
を
測
る
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
そ
こ

で
は
選
択
し
た
課
題
に
応
じ
て
解
く
問
題
を

選
ば
せ
る
。
夏
季
休
業
中
に
取
り
組
ん
だ
学

習
の
成
果
を
評
価
す
る
場
面
が
あ
る
こ
と
を

事
前
に
生
徒
に
伝
え
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

夏期課題一覧全学年共通

生
徒
の
声
を
生
か
し
て
課
題
を
精
選
し
、

生
徒
自
身
に
課
題
を
選
ば
せ
る

After 1 2
改
良
ポ
イ
ン
ト

課題のねらいを
明確に伝える

生徒から、アンケートなどで把握した「夏
に身につけたい力」を踏まえて、教科担
当が共通課題と選択課題を用意したこ
とを生徒に伝える。

夏季休業明けに
振り返らせる

２学期に行うテストの結果を踏まえて、
夏季休業中の学習によって何ができるよ
うになったか、今後どのような学習が必
要かを考えさせる。

夏期課題一覧 年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

できるように
なりたいことBEST3 教材

課題のテーマ／
難易度 課題テストの

出題形式
選択した
課題に○

２学期の課題テストの
自己評価

何ができるようになったか
何ができる力が
不足しているか古語 文法 読解

国
語

•古文文法力をアップ
•古語力をアップ
•古文読解力をアップ

共通）指定問題集
　　　●章～●章

標準 標準 標準

発展）応用問題集
　　　●章～●章

難 難 難

標準）スタンダード問題集
　　　●章～●章

標準
標準

標準

基礎）ベーシック問題集
　　　●章～●章

基礎 ー

自選【　　　　　　　　　】【　　　　　　　】

できるように
なりたいことBEST3 教材

課題のテーマ／
難易度 課題テストの

出題形式
選択した
課題に○

２学期の課題テストの
自己評価

何ができるようになったか
何ができる力が
不足しているか平方

完成
最大
最小

場合
分け

数
学

•平方完成がスムーズ
にできるようになり
たい
•文字を含む最大・最
小問題が解けるよう
になりたい
•場合分けのやり方を
マスターしたい

共通）指定問題集
　　　●章～●章

標準 標準 標準

発展）応用問題集
　　　●章～●章

難 難 標準

標準）スタンダード問題集
　　　●章～●章

標準
基礎 基礎

基礎）ベーシック問題集
　　　●章～●章

基礎

自選【　　　　　　　　　】【　　　　　　　】

1 2
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　検
討
会
で
は
ま
ず
、
夏
季
休
業
中
の
課
題

に
対
す
る
教
師
と
生
徒
の
意
識
の
問
題
点
が

話
題
に
上
っ
た
。
教
師
は
生
徒
の
学
習
習
慣

を
維
持
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
量
を

こ
な
す
こ
と
を
つ
い
優
先
し
て
し
ま
い
、
ま

た
生
徒
も
「
と
に
か
く
や
っ
て
お
け
ば
よ
い
」

と
い
っ
た
考
え
に
な
り
が
ち
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
、
夏
季
休
業
に
入
る
前
に
教
師
が
生
徒
の

学
習
状
況
を
分
析
し
た
上
で
、「
何
の
た
め
に

こ
の
課
題
を
与
え
る
の
か
」
を
生
徒
に
伝
え
、

生
徒
も
自
分
の
学
習
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
何

を
目
標
に
課
題
に
取
り
組
む
の
か
」
を
考
え

た
上
で
自
分
に
合
っ
た
課
題
を
選
択
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た
、

そ
う
し
た
「
課
題
を
軸
に
し
た
生
徒
と
教
師

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
成
立
す
る
こ

と
で
、
教
師
の
課
題
の
精
選
が
進
み
、「
夏
季

休
業
中
で
な
く
て
も
取
り
組
め
る
課
題
」
が

減
少
し
、「
夏
季
休
業
中
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組

ま
せ
た
い
課
題
」
が
増
え
る
と
い
っ
た
好
循

環
が
期
待
さ
れ
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
い
う
意
見
も
出
た
。

　さ
ら
に
夏
季
休
業
に
限
ら
ず
、
年
間
を
通

し
て
「
課
題
一
覧
」
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と

し
て
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
教
科
学
習
に
お
け

る
自
身
の
成
長
を
生
徒
が
語
る
材
料
に
な
る

と
い
っ
た
指
摘
も
あ
っ
た
。「
何
を
意
図
し
て

学
習
に
取
り
組
ん
だ
の
か
」「
そ
の
結
果
、
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
過

程
を
俯
瞰
さ
せ
る
習
慣
は
、
今
後
の
大
学
入

試
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1 生徒にアンケートなどを実施し、生徒が
夏季休業中に身につけたい力を把握する

2
生徒の声を基に、

夏季休業中だからできる課題を精選し、
共通課題、選択課題に整理する

3
生徒は２学期に、

自身が取り組んだ課題の内容に
対応した評価テストを受ける

4 夏季休業中の学習の成果を把握し、
秋以降の学習の方針を立てる

改良！指
導ツール

活用の流れ

全学年共通　夏期課題一覧

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
で
主
体
性
が
高
ま
る

　夏
季
休
業
中
の
課
題
は
、
部
活
動
に

所
属
す
る
成
績
中
位
の
生
徒
が
こ
な
せ

る
質
・
量
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
当

然
そ
こ
か
ら
ず
れ
る
生
徒
も
出
て
き
ま

す
。
全
員
が
取
り
組
む
共
通
課
題
を
減
ら
し
、
選

択
課
題
を
増
や
す
の
は
、
生
徒
の
現
状
に
合
っ
た

考
え
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
の
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
と
な
る
課
題
だ
け
で
な
く
、
夏
季
休

業
中
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
ま
せ
た
い
課
題
も
与
え

る
べ
き
だ
と
い
う
観
点
は
大
き
な
気
づ
き
で
し
た
。

　共
通
課
題
を
精
選
し
、
選
択
課
題
を
増
や
す
の

は
、そ
れ
な
り
の
負
荷
が
か
か
る
作
業
で
す
。
た
だ
、

生
徒
の
夏
季
休
業
中
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
方
を

も
っ
と
主
体
的
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
問
題
意

識
は
本
校
の
多
く
の
先
生
方
が
共
通
し
て
持
っ
て

い
る
も
の
で
す
の
で
、
き
っ
と
先
生
方
も
「
や
っ

て
み
よ
う
」
と
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
と
思
い
ま
す
。

　実
は
本
校
は
今
年
度
、
土
曜
日
の
学
習
講
座
で
、

受
講
す
る
講
座
を
教
師
が
指
定
す
る
方
式
か
ら
、

生
徒
に
選
ば
せ
る
方
式
に
し
た
こ
と
で
、
生
徒
の

出
席
率
が
改
善
し
ま
し
た
。
夏
季
休
業
中
の
課
題

で
も
主
体
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な

成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

森
内
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。
国
語
科
。「
生
徒
の
未
来
と
可
能
性
を
、
生
徒
と
と
も
に
探
す
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
０
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、

東
京
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
九
州
大
な
ど
に
38
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
７
３
人
が
合
格
。

主体性を尊重することで大きな成果が期待できる
富山県・私立片山学園中学校・高校　森内梨絵　もりうち・りえ
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
昨
年
度
ま
で
の
勤
務
校
で
は
、
生
徒

の
進
路
は
就
職
か
ら
進
学
ま
で
多
様
で

し
た
が
、
基
礎
学
力
が
十
分
に
身
に
つ

い
て
お
ら
ず
、
学
習
に
対
し
て
自
信
の

な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
夏
季
休
業
中
の
課
題
で
は
基
礎
・
基
本
の

問
題
を
無
理
の
な
い
量
で
与
え
、
達
成
感
を
味
わ

わ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ

う
し
た
生
徒
に
対
し
て
も
、
夏
季
休
業
中
だ
か
ら

で
き
る
活
動
は
あ
り
ま
す
。
志
望
校
の
過
去
の
入

試
問
題
を
見
て
、
興
味
あ
る
問
題
を
選
ば
せ
、
な

ぜ
そ
の
大
学
に
し
た
の
か
を
聞
く
の
も
一
案
で
す
。

入
試
問
題
を
解
く
力
が
ま
だ
な
い
生
徒
に
も
、
入

試
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
「
夏
期
課
題
一
覧
」
で
も
、
就
職
希
望

の
生
徒
の
存
在
を
意
識
し
て
、「
就
職
希
望
者
向
け

問
題
」「
進
学
希
望
者
向
け
問
題
」
と
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
す
べ

て
の
生
徒
が
自
分
に
必
要
な
課
題
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
、
取
り
組
み
の
姿
勢
は
主
体
的
な
も
の
に
変

わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
生
徒
の
学
力
や
希
望
進

路
に
か
か
わ
ら
ず
、
夏
季
休
業
中
の
課
題
を
主
体

性
の
育
成
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　「
こ
の
学
習
で
ど
ん
な
力
が
身
に
つ
く

の
か
」
は
、
夏
季
休
業
中
に
限
ら
ず
、

日
々
の
授
業
で
も
生
徒
に
考
え
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
、
生
徒
に
対
し
て
「
こ
の
学
習
の
目
的
は
何
か
」

を
明
確
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
夏
季

休
業
中
の
課
題
を
出
す
際
も
、
そ
れ
に
取
り
組
む

こ
と
で
生
徒
に
ど
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
の
か
、
具
体
的
な
言
葉
で
示
し
た
方
が
効
果
的

で
す
し
、
そ
う
で
な
い
と
、
生
徒
は
や
ら
さ
れ
感

を
抱
え
た
ま
ま
漫
然
と
取
り
組
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
今
回
、
私
が
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、「
夏
季
休
業

中
だ
か
ら
で
き
る
学
習
に
学
年
団
は
も
っ
と
こ
だ

わ
る
べ
き
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
課
題
の
総
量
調

整
は
も
ち
ろ
ん
、
選
択
肢
の
中
か
ら
生
徒
自
身
に

課
題
を
選
ば
せ
る
こ
と
も
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
課
題
テ
ス
ト
は
夏
季
休
業
中
の
課
題

で
生
徒
が
期
待
通
り
の
力
を
身
に
つ
け
た
か
を
、

検
証
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
し
て
、「
夏
期
課
題

一
覧
」
の
名
称
も
「
夏
の
力
こ
ぶ
を
つ
く
ろ
う
！
」

な
ど
と
、
生
徒
も
教
師
も
夏
季
休
業
中
の
課
題
に

楽
し
く
取
り
組
め
る
も
の
に
し
た
い
で
す
ね
。

高
橋
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
教
務
部
。

数
学
科
。「
物
事
に
謙
虚
に
、
楽
し
く
取
り
組
む
大
切
さ
を
、
自
ら
の
姿
を
通
し
て

生
徒
に
教
え
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
０
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
茨
城
大
、
群
馬

大
、
富
山
大
、
高
崎
経
済
大
な
ど
に
16
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
群
馬
医
療
福
祉
大
、

東
海
大
、
東
洋
大
、
文
教
大
な
ど
に
延
べ
１
１
０
人
が
合
格
。

岡
本
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
広
報
部
。

英
語
科
。「
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
、
対
話
を
通
し
て
導
き
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

成
長
や
自
立
を
実
感
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
４
０
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
埼
玉
大
、

千
葉
大
、
東
京
外
国
語
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
４
６
人
が
合
格
。

主体性を尊重する工夫はすべての生徒に行える
群馬県立高崎東高校　高橋真人　たかはし・まさと

「学習の目的」を平素から明確に語る
埼玉県・私立武南中学校・高校　岡本眞一郎　おかもと・しんいちろう
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桜
美
林
大
学
で
は
、
教
育
目
標
に
「
学が

く

而じ

事じ

人じ
ん

」（
学
ん
だ
こ
と
を
人
々
や
社
会

の
た
め
に
役
立
て
る
）
を
掲
げ
て
お
り
、

教
室
で
の
学
び
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
と
地

域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
（
サ
ー
ビ
ス
）
を

セ
ッ
ト
で
行
い
、
授
業
で
得
た
知
識
を
学

外
で
の
体
験
に
生
か
し
て
問
題
解
決
を
目

指
す
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
学
び
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目
は
、
２
０
１
７
年
度

に
全
学
で
68
科
目
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

７
０
３
人
が
履
修
し
た
。

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
メ
デ
ィ
ア

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
）
専
攻
４
年
の
三
上

彩
乃
さ
ん
は
、
３
年
次
か
ら
専
攻
演
習
で

リベラルアーツ学群
国際協力専攻４年
和田昌之
わだ・まさゆき
東京都立富士森高校卒業。
学内の学生団体でも地域
貢献活動にかかわる。

リベラルアーツ学群
メディア（ジャーナリズム）
専攻４年
三上彩乃
みかみ・あやの
青森県・私立弘前学院聖
愛中学高校卒業。

授業と地域貢献活動をともに行う
学びで、問題解決能力を身につける

桜美林大学 サービスラーニングの推進

学
生
主
体
の
地
域
貢
献
活
動
を

行
う
科
目
を
設
置

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

ゼミ内外での活動発表で、
自分たちのプロジェクトを俯瞰できます
プロジェクトの活動内容は、週１回のゼミで発表し合いま
す。さらに今年は、学内で行われた「リベラルアーツ・プ
レゼン・コンテスト」に参加し、英語で活動内容を発表し
ました。活動を振り返るよい機会になりました。（三上さん）

本当の復興支援には何が
求められるか考えました
定期的に福島県田村市都

みやこ

路
じ

町を訪問し、被災地
の復興支援を行うプロジェクトに参加しました。
授業外でも集まりミーティングを重ね、活動内
容を自分たちで決めていきました。（和田さん）

カンボジアの孤児院で
運動会を企画しました
事前ヒアリングで、カンボジアの学校には体育の授業がないこと
が分かり、運動会を実施して体育教育を広げたいと考えました。
活動を通して、将来の職業の目標も見えてきました。（三上さん）
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サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
牧
田
ゼ
ミ

に
所
属
し
て
国
際
協
力
に
つ
い
て
学
ん
で

き
た
。
授
業
で
は
、
国
際
協
力
に
関
す
る

英
語
文
献
を
分
担
し
て
和
訳
し
、
概
要
を

ま
と
め
て
発
表
。
そ
の
後
、
討
論
も
行
い
、

概
念
や
理
論
を
理
解
す
る
。

　「
国
際
協
力
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
意
見
を
聞
く
と
、
自

分
と
は
異
な
る
価
値
観
や
考
え
方
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」（
三
上
さ
ん
）

　
同
ゼ
ミ
で
は
、
週
１
回
の
授
業
に
加
え
、

国
際
協
力
、
復
興
支
援
な
ど
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
地
域

活
動
を
行
う
。
三
上
さ
ん
は
、
夏
季
休
暇

中
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
孤
児
院
で
10
日
間
の

活
動
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
毎

週
の
授
業
後
も
メ
ン
バ
ー
と
集
ま
っ
て
活

動
内
容
を
練
り
、
事
前
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

歴
史
や
文
化
、
現
地
の
言
語
を
学
ん
だ
。

　「
活
動
目
標
と
し
て
、
最
終
日
の
運
動

会
実
施
を
掲
げ
、
競
技
の
練
習
を
始
め
ま

し
た
が
、
チ
ー
ム
で
の
競
技
が
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
協
調
性
が

育
ま
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
内
戦
で

民
族
同
士
が
対
立
し
て
い
た
過
去
の
影
響

も
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

仲
間
と
話
し
合
い
、
競
技
を
教
え
る
だ
け

で
な
く
、
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
重
視
し
た
活

動
に
修
正
し
ま
し
た
」（
三
上
さ
ん
）

　　
同
じ
く
牧
田
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
学
群
国
際
協
力
専
攻
４
年
の
和

田
昌
之
さ
ん
は
、
福
島
県
田
村
市
都
路
町

で
、
月
１
回
ほ
ど
訪
問
す
る
震
災
復
興
支

援
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
た
。

　「
活
動
目
標
を
決
め
る
際
、
子
ど
も
向

け
支
援
と
高
齢
者
向
け
支
援
、
ど
ち
ら
を

行
う
か
で
意
見
が
分
か
れ
、
チ
ー
ム
で
動

く
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
反
対
意
見

に
も
耳
を
傾
け
、
両
方
の
支
援
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
」（
和
田
さ
ん
）

　
和
田
さ
ん
が
特
に
難
し
い
と
感
じ
た
の

は
ニ
ー
ズ
の
把
握
だ
と
い
う
。

　「
ゼ
ミ
で
は
、
理
論
や
事
例
を
学
び
、

張
り
切
っ
て
現
地
に
行
き
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
住
民
の
方
に
い
き
な
り
『
支
援
を

し
た
い
』
と
言
う
の
で
は
な
く
、
世
間
話

な
ど
を
し
て
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

地
域
活
動
で
は
重
要
だ
と
学
び
ま
し
た
」

　「
教
室
で
の
学
び
」
と
「
地
域
社
会
へ

の
貢
献
活
動
」
を
と
も
に
行
う
こ
と
で
、

授
業
で
学
ん
だ
知
識
を
深
め
、
地
域
社
会

の
問
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
学
生
は
こ
う
し
た
過
程
を
通
じ
て
、
自

ら
の
学
び
を
深
め
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を

模
索
し
て
い
く
。

　「
農
家
の
方
か
ら
『
今
も
風
評
被
害
で

苦
し
ん
で
い
る
』
と
聞
き
ま
し
た
が
、
自

分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
手
立
て
が
浮

か
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
一
歩
で
も
進
め
よ
う
と
、
私

た
ち
は
、
通
常
は
３
年
生
だ
け
で
行
う
ゼ

ミ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
４
年
次
も
継

続
し
、
都
路
町
で
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」（
和
田
さ
ん
）

　
三
上
さ
ん
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
活
動

後
、
支
援
を
継
続
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
に

悩
ん
だ
と
い
う
。

　「
別
れ
際
に
子
ど
も
た
ち
が
泣
い
て
い

る
の
を
見
て
、
自
分
た
ち
は
子
ど
も
た
ち

に
一
時
的
に
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
の
か
と
思
い
、
継
続
的
な

支
援
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
は
し
っ
か
り
と
後
輩
に
継
承
し
、
私

は
目
標
と
し
て
明
確
に
な
っ
た
保
育
士
を

目
指
し
て
勉
強
し
ま
す
。
ま
ず
は
日
本
で

経
験
を
積
み
、
将
来
的
に
は
発
展
途
上
国

で
保
育
士
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
支
援

に
か
か
わ
り
た
い
で
す
」

　
本
学
で
は
２
０
１
１
年
度
に
「
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
13
年

度
か
ら
全
学
に
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目

を
開
設
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は

全
学
生
に
履
修
さ
せ
る
場
合
も
多
い
で
す

が
、
日
本
で
は
本
学
の
よ
う
に
全
学
的
に
実

施
す
る
大
学
は
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

　
私
た
ち
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
過
程
を
通
し
て
、
自
ら
問

題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
将
来

の
予
想
が
困
難
な
社
会
に
お
い
て
、
教
科
書

で
学
ん
だ
知
識
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
考
え
、

行
動
し
て
い
く
力
が
重
要
で
す
。
教
室
の
学

び
を
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
生
か
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
や
協
調
性
な
ど
の
汎
用
的
能
力
も
獲
得
し

て
い
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
能
力
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
、

私
の
ゼ
ミ
生
は
学
内
の「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ・

プ
レ
ゼ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
活
動
を
ゼ
ミ
以
外
の
人
た
ち
に
向
け
、

英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を

得
て
、
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

な
進
路
に
進
ん
だ
と
し
て
も
生
か
せ
る
ス
キ

ル
を
、学
生
た
ち
は
獲
得
し
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
が

学
生
の
汎
用
的
能
力
を
伸
ば
す

大

の

い

学

思
基
盤
教
育
イ
ン
ス
ティ
テ
ュ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
長

牧
田
東
一

ま
き
た
・
と
う
い
ち

地
域
社
会
の
課
題
に
取
り
組
み

問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
る

地
域
社
会
で
の
体
験
を

学
び
や
進
路
に
生
か
す
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４
年
間
通
し
て
全
学
で
展
開
す
る
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
」
は
、
金
沢

工
業
大
学
の
中
核
と
な
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。
技
術
者
に
必
要
な
、依
頼
者
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
つ
か
ん
で
解
決
策
を
具
体
化

さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
チ
ー
ム
で
取

り
組
ま
せ
、
問
題
解
決
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
な
ど
の
育
成
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

　
１
年
次
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
必

要
な
考
え
方
や
技
法
を
学
ぶ
。
前
期
の「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
入
門
」
で
は
、
解

決
策
の
検
証
・
評
価
に
必
要
と
な
る
実
験
・

調
査
の
知
識
や
技
法
を
習
得
す
る
。
情
報

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

調査手法も自ら考え、
社会で求められる
問題解決を体験します
自転車専用通行帯をどこに設置す
れば事故が防止できるかチームで
現地の歩行・走行検分を行いまし
た。依頼者である地元市役所に評
価されるデータの提示を考えまし
た。（横川さん）

１年次から自分たちでテーマを考え、
問題解決に挑みます
テーマは自分たちで決められるため、学びを自分たちでつくる
面白さを感じました。また、自分の意見を持ち、他者と意見交
換することが大事だと気づきました。（横川さん）

自分の考えを伝える表現力が身につきました　
どのように表現や構成を工夫すると、より伝わりやすいかを試行錯誤し
て、ポスターセッション用の発表資料を作成。市役所担当者からも、「危
険な場所が分かりやすい」と高く評価していただきました。（米谷さん）

依頼者が求めることをチームで考え、
解決策を提示する力を育成する

金沢工業大学 プロジェクトデザイン教育

社
会
で
の
問
題
解
決
能
力
を
育
む

４
年
間
の
体
系
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

情報フロンティア学部
メディア情報学科 3年
米谷友文
よねや・ともふみ
茨城県立日立北高校卒業。
専攻とする音声の研究を
生かした就職を志望。

情報フロンティア学部
メディア情報学科 3年
横川 輝
よこがわ・あきら
福井県立羽水高校卒業。
ゲーム関連の進路を希望。
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３
年
の
横
川
輝あ

き
らさ
ん
と
米
谷
友
文
さ
ん
が

所
属
し
た
チ
ー
ム
は
、「
ケ
ミ
カ
ル
ラ
イ

ト
（
＊
１
）
の
発
光
時
間
を
長
く
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
自
分
た
ち

で
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
自
由
に
研
究
を
進

め
る
経
験
は
初
め
て
の
た
め
、
試
行
錯
誤

の
連
続
だ
っ
た
と
横
川
さ
ん
は
話
す
。

　「
文
献
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
化
学
反
応
を
遅
ら
せ
る
に
は
冷

却
が
効
果
的
と
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

実
験
で
は
結
果
に
バ
ラ
つ
き
が
大
き
く
、

自
分
た
ち
だ
け
で
調
査
手
法
を
考
え
る
難

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

　
実
験
を
繰
り
返
す
中
、
氷
水
で
冷
却
す

れ
ば
発
光
時
間
を
長
く
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
、
そ
の
成
果
や
考
察
を
、
最
終
授
業

の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
し
た
。

　
後
期
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
」

で
は
、
解
決
策
を
文
献
調
査
か
ら
探
り
、

提
案
す
る
手
法
を
具
体
的
に
学
ぶ
。

　
２
年
次
は
、
各
学
科
の
専
門
分
野
に
関

連
す
る
問
題
に
取
り
組
む
。
前
期
の
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
」
で
は
、
自
分

た
ち
で
問
題
を
設
定
し
、
解
決
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
後
期
の
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
実
践
」
で
実
行
に
移
す
。

　
専
門
分
野
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
を
独
自

に
設
定
す
る
チ
ー
ム
も
あ
れ
ば
、
大
学
の

あ
る
金
沢
市
と
野の

の々

市い
ち

市
か
ら
提
示
さ
れ

た
テ
ー
マ
群
か
ら
選
定
し
、
専
門
性
を
生

か
す
チ
ー
ム
も
あ
る
。
横
川
さ
ん
と
米
谷

さ
ん
の
チ
ー
ム
は
、
野
々
市
市
が
出
し
た

テ
ー
マ
の
一
つ
、
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
＊
２
）
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
私
た
ち
は
情
報
分
野
を
学
ん
で
い
る

の
で
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
自
転
車
専
用

通
行
帯
を
優
先
し
て
設
置
す
べ
き
場
所
を

提
案
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
警

察
署
を
訪
れ
て
自
転
車
が
か
か
わ
る
人
身

事
故
の
情
報
を
集
め
た
り
、
学
生
に
自
転

車
を
運
転
中
に
危
険
を
感
じ
た
場
所
を
ア

ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し
た
り
し
て
デ
ー
タ
を

収
集
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
分
析
を
基
に
、

特
に
危
険
な
エ
リ
ア
３
か
所
を
地
図
に
示

し
、
市
役
所
の
担
当
課
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
」（
米
谷
さ
ん
）

　
詳
細
な
デ
ー
タ
分
析
を
基
に
し
た
提
案

は
高
く
評
価
さ
れ
、
市
か
ら
継
続
調
査
の

依
頼
が
あ
り
、
今
度
は
自
転
車
な
ど
で
大

学
周
辺
の
危
険
度
を
現
地
調
査
し
た
。

　「
現
地
で
は
、
電
柱
が
通
行
の
邪
魔
に

な
る
な
ど
、
様
々
な
危
険
が
具
体
的
に
見

え
て
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ
分
析
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
も
重
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
横
川
さ
ん
）

　
そ
う
し
た
活
動
を
通
し
、
学
生
は
社
会

で
求
め
ら
れ
る
汎
用
的
な
力
に
加
え
、
主

体
的
に
動
く
大
切
さ
に
も
気
づ
く
。

　「
メ
ン
バ
ー
が
積
極
的
に
各
自
の
強
み

を
生
か
し
、
役
割
分
担
を
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
私
は
人
前
で
の
発
表
が
あ
ま
り

得
意
で
は
な
い
た
め
、
デ
ー
タ
分
析
や
資

料
作
成
で
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

し
た
」（
米
谷
さ
ん
）

　
３
年
次
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

教
育
の
科
目
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、

専
門
性
を
深
め
、
４
年
次
に
取
り
組
む

テ
ー
マ
を
設
定
。
そ
う
し
た
学
び
を
土
台

と
し
て
、
４
年
次
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ

ザ
イ
ン
Ⅲ
」
で
は
研
究
室
に
属
し
、
決
定

し
た
テ
ー
マ
で
卒
業
研
究
に
取
り
組
む
。

年
度
末
に
は
公
開
発
表
審
査
会
が
行
わ

れ
、
４
年
生
全
員
が
学
内
外
の
人
た
ち
に

向
け
卒
業
研
究
を
発
表
す
る
。
こ
う
し
た

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
を
長
期
的
に
育
成

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
に
よ
り
、
９９
％

と
い
う
高
い
就
職
率
を
誇
っ
て
い
る
。

　「
私
は
、
ゲ
ー
ム
関
連
の
職
業
に
就
く

と
い
う
希
望
を
叶
え
る
た
め
に
必
要
な
専

門
性
を
３
年
次
に
見
つ
け
て
、
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
横
川
さ
ん
）

　
社
会
で
直
面
す
る
問
題
に
は
、
決
ま
っ
た

解
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
予
算
や
期
限

な
ど
の
制
約
を
踏
ま
え
た
成
果
を
出
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
問
題
解
決
を

体
験
さ
せ
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
汎
用
的
な

力
を
育
て
る
こ
と
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
教
育
」
の
ね
ら
い
で
す
。

　
依
頼
者
を
意
識
し
た
問
題
解
決
で
は
、
い

か
に
相
手
の
要
望
に
応
え
る
か
を
真
剣
に
考

え
る
た
め
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
に
加
え
、

企
画
力
や
提
案
力
が
伸
び
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
３
年
次
以
降
、
専
門
分
野
を
深
め
て

い
く
と
、
専
門
性
の
高
い
ア
イ
デ
ア
を
創
出

す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
へ
と
成
長
し
ま
す
。
横

川
さ
ん
と
米
谷
さ
ん
は
、
地
元
自
治
体
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
る
と
い
う
成
功
体
験
を
し
ま

し
た
が
、失
敗
体
験
に
も
価
値
が
あ
り
ま
す
。

大
事
な
の
は
、
苦
労
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で
依

頼
者
の
要
望
に
応
え
る
問
題
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
、
そ
の
経
験
は
大
き
な
財
産
と
な
り

ま
す
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
」
は
全

学
共
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
今
年
度
よ

り
１
年
次
か
ら
専
門
性
を
反
映
さ
せ
た
内
容

に
改
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
問
題
解
決
能
力
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

＊１　コンサートなどで使われる化学発光による照明器具。　＊２　自転車専用道路を用いて歩行者・自転車・自動車が安全に移動できるようにする都市計画。 

社
会
の
問
題
解
決
を
体
験
し
て

苦
労
す
る
経
験
が
財
産
に
な
る

大

の

い

学

思
基
礎
教
育
部

教
授島谷

祐
司

し
ま
た
に
・
ゆ
う
じ

チ
ー
ム
で
の
協
働
を
通
し
て

主
体
的
に
動
く
大
切
さ
に
気
づ
く

２
年
次
は
専
門
性
を
生
か
し
た

実
社
会
の
問
題
に
取
り
組
む
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会議・研修の司会・進行役の
先生方の質問に答えます！

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　山口 覚
さとる

自分の立場での発言ばかりで、学校全体という視点がない

ポジショントークから抜け出し、他者目線で考えられる進行を

行政、教育機関、地域、企業など、様々な場で対話を促進し、構成員が主体的に課題に取り組む集団づくりを支援するファ
シリテーターとして活躍。津屋崎ブランチ LLP 代表／ LOCAL&DESIGN（株）代表取締役。

&Q

Q 1

A 1

A

「総合的な学習の時間」での探究活動のあり方について学年を超えて話し合うと、

自分の教科、学年の都合を優先する発言が目立ち、結果的に「そんなことはで

きない」と、新しい取り組みへの不安や不満の声ばかりになってしまいます。

自分の立場から、自分にとって有利
な発言をすることを「ポジショントー
ク」と言います。物事を考える時に他

者の立場を意識しようとしないのは、相手の事
情を実は分かっているのに意図的に無視してい
る場合と、そもそも自分のことにしか考えが及ん
でいない場合の２つのケースがあります。特に、
後者の状態の人が他者目線に立つのは簡単では
ありません。ポジショントークをしていることを
自覚させるには、「いろいろな考えがこの学校の

中にある」ことへの気づきを積み重ねていくこと
が重要です。ポジショントークに陥りがちな人を
少しずつ変えていくために、司会・進行役の先
生は、「○○の立場だったら、どう考えるでしょう
か？」と具体的に全員で考えてみます。それを繰
り返すことで、徐々に他者目線も含めた発言がで
きる人が現れます。他者の気持ちを理解する手
法である「ロールプレイング」を取り入れ、擬似
的に別の立場になって話し合う時間を会議・研修
に意図的に組み込んでみるのもよいでしょう。

質問者 1

　経験や年齢にとらわれず、自由に意見を述べ合うこ
とで、お互いの教育観や指導観を深め、よりよい学校
の姿を追究する会議・研修のあり方、つくり方を考え
てきた本コーナー。前号に続いて、読者の先生方から
寄せられたこれからの会議・研修をつくっていく上で
の疑問や悩みについて、答えていきます。２回目の今
号では、「思考を深める技術」として、2017 年８月号
の本コーナー P.42～ 43で紹介した内容に関連する

先生方の疑問・悩みについて、監修者の山口覚さんに
お答えいただきます。
　今回取り上げる内容は、「自由な意見交換を目指す」
という段階から一歩進み、出てきた意見を踏まえて「学
校全体として目指す方向性を考える」「新しい学校像
を模索する」という高次の取り組みになります。「深
い思考」を促す働きかけは、会議・研修はもちろん、
授業づくりにおいても役立つでしょう。
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議論が一般論で本音が聞かれず、具体的な行動につながらない

話を早々に切り上げてしまい、雑談を始めてしまう

「本当にそれでよいのですか？」と丁寧に問いかけ続ける

「本当にそうか？」と何度も自分に問うことの価値を習慣づける

Q 2

Q 3

A 2

A 3

これからの教科指導のあり方について話し合うと、「こうあるべき」という理想

は語られるのですが、今までそれをしてこなかった理由や本音に向き合ってもら

えず、そのため、話し合ったことがその後の行動に結びついていきません。

グループで話し合うと、一部のベテラン教師が「大体こんな結論でいいだろう」

と話をまとめてしまい、雑談を始めることがあります。せっかくの会議なのです

から、「ほかの考え方があるかも」と粘り強く話し合ってほしいのですが……。

過去の失敗や本音を語るのは決して
容易なことではありません。しかし、
過去の失敗や自分の中の否定的な気

持ちに向き合えた時、人はその後の行動を大き
く変えていくきっかけを得ます。会議・研修を通
して何かを学び、成長したいと思っている参加
者の変化・変容を促すために、司会・進行役の

先生には、参加者から出てきた意見に対して「本
当にそれでよいのでしょうか」「明日からできそう
でしょうか」「明日からできないかもしれないと
思うのなら、それはなぜなのでしょうか」とさら
にもう一歩、考えを深めるような問いを投げか
けていくことが求められます。

日本のある企業は、「『なぜ？』と５回
問う」をモットーにしているそうです。
その背景には、「自分たちは常に正解

を知っているわけではない」という前提がある
と私は思います。対話的な会議・研修をつくる

ためには、司会・進行役の先生が、参加者の様
子を見ながら「今、たどり着いた場所のその先に、
さらに別の世界があるかもしれません」と、「な
ぜ？」「本当に？」「ほかには？」と語り合いを続
けるように促していただきたいと思います。

質問者 2

質問者 3

会議・研修の場にいる全員で話し合う前に、まず、ペアでの話し合いを
行います。世代・年齢の異なるペアをつくり、年長者から「教師としての
これまでの経験の中で、最もうれしかったこと」を2～3分間で語っても
らいます。年長者が自分の「成功」を語り、気持ちが前向きになった後
で、今度は年齢の若い人が同様に「教師としてのこれまでの経験の中で
（教師歴が浅い場合は学生時代を含んでもよい）、最もうれしかったこと」
を2～3分間で話します。年長者は自分が十分に語った後ですから、後
輩の言葉にじっくり耳を傾けることができますし、若手は先輩に聞いても
らったことで安心感を得ます。そのようにしてから、年長者から先に「本
音」「失敗経験」を話すように促してみてはいかがでしょうか。

「本音」「失敗経験」が語りやすくなる
雰囲気のつくり方

「本音」や「失敗経験」を他者に語るためには、
参加者同士の関係をよりよい状態にしておくことが
必要です。会議・研修の場で取り組めるペアトークの
方法をご紹介します。

貴校の会議・研修づくりを
お手伝いします！
　VIEW21編集部が本コーナーの監修者とと
もに、貴校の会議・研修づくりをお手伝いい
たします（会議・研修の様子は、本誌誌面で
紹介させていただく場合があります）。現状
の会議・研修のあり方に課題意識をお持ち
の先生方のご応募をお待ちしております。 ※ご応募いただいた学校すべてを必ずお手伝いできるとは限りません。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、必要事項❶～
❹をご入力の上、下記の e-mail アドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認をお願いいたします

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸改善したい会議・研修
の内容（目的・時期）　❹会議・研修に対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「会議・研修
のあり方、つくり方」の会議・研修づくりの募集で
ご提供いただく個人情報は、今後の企画を検討する
目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供
いただけない部分がある場合、手続き・サービス等
に支障が生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、厳重
に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお
問い合わせは、個人情報お問い合わせ窓口（0120-
924721、通話料無料、年末年始を除く、9時～21
時）にて承ります。（株）ベネッセコーポレーション　
ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。
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　「
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

２
０
３
０
」（
以
下
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
）
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
日
本
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
＊
１
）
の
主
要
事
業
の
１
つ
で
、

２
０
３
０
年
の
社
会
に
向
け
た
地
域
課
題

に
、日
本
の
中
高
生
が
海
外
の
中
高
生
や
自

治
体・大
学
な
ど
と
協
働
し
て
取
り
組
む
探

究
学
習
だ
。こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ

る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
新
し

い
学
び
の
モ
デ
ル
を
研
究
開
発
し
、そ
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

が
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
大
き
な
目
的
の
１
つ
で
あ
る
。

　
11
年
に
発
足
し
た
震
災
復
興
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス
ク
ー
ル
」

の
後
継
事
業
と
し
て
、15
年
４
月
に
始
ま
っ

た
第
１
期
で
は
、
東
北
・
福
井
・
和
歌
山
・

広
島
・
隠
岐
島
前
・
高
専
の
６
つ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
課
題
や
地
方

創
生
、
人
材
育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
に
探
究

学
習
に
取
り
組
み
、
参
加
校
同
士
や
ク
ラ

ス
タ
ー
間
で
情
報
交
換
や
成
果
の
共
有
を

図
り
、
探
究
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
海
外
８
か
国
の

パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
と
も
連
携
。
互
い

に
訪
問
し
合
っ
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
り
し
て
交
流
し
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
に
よ
っ
て
、
国
際
協
働
に
よ
る
探

究
学
習
の
あ
り
方
も
見
い
だ
し
て
き
た
。
　

　
約
２
年
間
の
第
１
期
の
活
動
を
第
２
期

で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、Ｉ
Ｓ
Ｎ
共
同
代
表
を
務
め
る
福
島

大
学
の
三
浦
浩
喜
副
学
長
の
挨
拶
後
、
生

徒
や
学
生
か
ら
第
１
期
の
振
り
返
り
と
第

２
期
に
向
け
た
提
言
が
な
さ
れ
た（
図
１
）。

　
最
初
の
発
表
者
、
和
歌
山
ク
ラ
ス
タ
ー

に
参
加
し
た
和
歌
山
県
立
日
高
高
校
２
年

の
山
本
詩
央
理
さ
ん
は
、
17
年
８
月
、
東

京
で
開
催
さ
れ
た
「
生
徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」
で
の
経

験
に
つ
い
て
語
っ
た
（
写
真
１
）。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
第
１
期
の
集
大
成
と

な
る
国
際
会
議
で
、
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
ス

ク
ー
ル
の
生
徒
60
人
を
含
む
約
２
２
０
人

の
中
高
生
が
集
ま
り
、
各
ク
ラ
ス
タ
ー
の

活
動
報
告
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の

際
、
和
歌
山
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の

取
り
組
み
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
今
後
の
活
動

に
結
び
つ
け
る
「
生
徒
共
同
宣
言
」
を
ま

と
め
る
大
役
を
担
っ
た
。
事
前
に
原
案
を

作
成
し
、各
ク
ラ
ス
タ
ー
か
ら
意
見
を
募
っ

た
が
、
多
種
多
様
の
意
見
を
集
約
す
る
に

「地方創生イノベーションスクール2030第２期（ ISN2.0）
キックオフ シンポジウム」開催

第１期の成果と課題を共有し、地域や
国を超えた探究学習の深化を図る

東日本大震災の発生から７年目となる2018 年３月11日、東京大学情報学環・福武ホールにて、
OECD日本イノベーション教育ネットワーク主催による、

「地方創生イノベーションスクール2030 第２期（ISN2.0）」に向けたシンポジウムが開かれた。
第１期の活動に参加した高校生や活動をサポートした研究者から

第１期の活動報告と第２期に向けた展望が語られたほか、
参加者全員によるディスカッションが行われ、会場全体が主体的・対話的な学びの場となった。

＊１　国際連携で教育研究を行う産学コンソーシアム。本誌2015年 6月号 P.46～ 49にて、発足記念シンポジウムをリポートしています。

高
校
生
ら
が
発
表
し
、
第
１
期
の

成
果
と
第
２
期
の
展
望
を
共
有

泣
き
な
が
ら
も
意
見
を
集
約
し
、

共
同
宣
言
を
完
成
さ
せ
た
達
成
感
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は
想
像
以
上
の
苦
労
が
あ
り
、
涙
を
流
す

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
中
で
、

仲
間
と
励
ま
し
合
い
、
担
当
教
師
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
何
度
も
書
き
直
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
に
出
た
意
見
も
集
約
し

て
宣
言
文
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
本
部
を

訪
問
し
、「
生
徒
共
同
宣
言
」
を
中
心
に
活

動
報
告
を
行
っ
た
。そ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、山
本
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　「『
生
徒
共
同
宣
言
』
の
作
成
や
パ
リ
訪

問
で
は
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
達
成
感
を
得
る
と
と
も
に
、
多
く
の

課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
海
外
の
生
徒

と
の
討
論
で
は
英
語
力
不
足
か
ら
自
分
の

考
え
を
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
や
ふ

が
い
な
さ
を
味
わ
い
、
高
校
生
で
も
母
語

並
み
に
英
語
を
話
せ
る
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
人
た
ち
と
話
し

合
う
中
で
、２
０
３
０
年
の
世
界
で
は
様
々

な
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
地
域
や

世
界
の
人
々
と
熟
議
し
、
と
も
に
行
動
に

移
す
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
力
、
異
な
る

意
見
を
ま
と
め
る
力
、
協
働
し
て
課
題
に

取
り
組
む
力
を
高
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
第
２
期
へ
の
提
言
と
し
て
、

「『
生
徒
共
同
宣
言
』
に
込
め
ら
れ
た
思
い

を
広
め
、
多
く
の
人
々
が
目
標
に
向
か
っ

て
い
く
こ
と
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。
生
徒

中
心
の
学
び
の
場
を
多
く
持
ち
、
挑
戦
し
、

失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
と
も

に
変
革
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は

単
な
る
傍
観
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界

を
つ
く
っ
て
い
く
主
人
公
な
の
で
す
」
と

会
場
に
呼
び
か
け
た
。

開会挨拶
　ＩＳＮ共同代表、福島大学理事・副学長　三浦浩喜氏

ＩＳＮ第１期の経験とＩＳＮ第２期に向けての提言
　和歌山クラスター 和歌山県立日高高校２年　山本詩央理さん
 和歌山県立田辺高校３年　宮﨑理央さん
 和歌山県立田辺高校教諭　和田充可氏
　和歌山クラスターローカルリサーチャー　
 関西学院大学高等教育推進センター講師　時任隼平氏
　エンパワーメントパートナー　
 東北スクールＯＧ／上智大学２年　草野みらいさん

ＩＳＮ第２期のねらいと期待される成果
　ＩＳＮ研究代表、東京大学教授　秋田喜代美氏

講演１ OECD2030 年の教育プロジェクト　
未来志向のカリキュラムデザイン　OECD 諸国と考える

　OECD教育スキル局初等中等学校教育課シニア政策アナリスト　田熊美保氏

講演２ 国際的なコンテクストから見る日本の教育課程
　文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室長　白井俊氏

OECD Education 2030 プロジェクトワーク（ディスカッション）

閉会挨拶
　ＩＳＮ共同代表、東京大学公共政策大学院教授　鈴木寛氏

　
和
歌
山
県
立
田
辺
高
校
３
年
の
宮
﨑
理

央
さ
ん
は
、
和
歌
山
ク
ラ
ス
タ
ー
で
の
活

動
で
経
験
し
た
葛
藤
に
つ
い
て
語
っ
た（
写

真
２
）。
同
校
で
は
、「
熊
野
の
地
か
ら
世

界
を
見
つ
め
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
住

民
と
地
域
在
住
の
外
国
人
が
と
も
に
楽
し

め
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
外
国
人
観

光
客
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
行
っ
た
。

活
動
中
は
、
メ
ン
バ
ー
間
の
活
動
へ
の
意

識
の
差
か
ら
意
思
疎
通
が
う
ま
く
図
れ
な

か
っ
た
り
、
熱
心
に
取
り
組
む
生
徒
が
自

身
の
努
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い

と
い
っ
た
不
満
を
抱
え
た
り
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
校
の
所
在
地
が
互

い
に
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
情
報
を
共

有
す
る
難
し
さ
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
今
後
は
Ｏ
Ｇ
と
し
て
活
動
に
か
か
わ
る

と
い
う
宮
﨑
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
、
第
２
期
へ
の
期
待
を
こ
う
語
っ
た
。

　「
第
２
期
の
活
動
に
お
い
て
も
、
た
く
さ

ん
の
葛
藤
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
中
で
メ
ン
バ
ー
全
員
が
本
気
で
か
か

わ
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
周
囲
の
大
人
や

大
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
私
は

こ
の
活
動
を
通
し
て
培
っ
た
、
人
を
巻
き

込
む
力
を
発
揮
し
、メ
ン
バ
ー
同
士
が
し
っ

図１ シンポジウム　プログラム

写真１　「生徒国際イノ
ベーションフォーラム
2017」で発表された「生
徒共同宣言」の作成に携
わった和歌山県立日高高
校の山本さんは、様々な
人の思いを１つの文章に
まとめるのは苦しかった
が、大きな経験になった
と語った。

写真２　和歌山クラス
ターでは、「和歌山発地
方創生」を共通テーマに、
県立高校５校が各校独自
の課題を掲げて、探究学
習を行った。田辺高校の
宮﨑さんは、地域の名所・
熊野の魅力を発信する活
動を行う中で得た自身の
成長と今後の課題を語っ
た。

葛
藤
し
な
が
ら
も
協
働
し
た

経
験
を
次
に
生
か
し
た
い

＊プロフィールは 2018 年 3 月時点のものです
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か
り
意
思
疎
通
を
図
れ
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
次
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
研
究
代
表
の
秋
田
喜
代

美
東
京
大
学
教
授
が
、
第
２
期
で
の
新
し

い
挑
戦
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
目
的
の
１
つ
に
は
、
新
し
い

地
域
・
国
・
世
界
を
築
く
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
の

探
究
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に

向
け
、
第
２
期
で
は
、「
生
徒
共
同
宣
言
」

の
実
現
、
各
教
科
の
「
見
方
・
考
え
方
」

の
育
成
を
通
し
た
創
造
性
を
高
め
る
方
策

の
具
体
化
、
生
徒
・
教
師
・
大
学
生
・
研

究
者
や
地
域
を
超
え
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
。
そ
の
際
に
大
切
な
視
点
と
し
て
、
地

域
や
異
年
齢
の
協
働
活
動
を
挙
げ
た
。

　「『
生
徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
７
』
に
参
加
し
た
中
学
３
年

生
が
、
そ
の
活
動
報
告
会
で
後
輩
に
対
し

て
、『
自
分
た
ち
の
課
題
研
究
に
は
、
他
者

の
幸
せ
の
た
め
と
い
う
視
点
が
な
か
っ
た
。

私
た
ち
も
高
校
生
を
見
習
い
、
社
会
貢
献

を
意
識
し
た
探
究
活
動
を
目
指
そ
う
』
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
学
校
種
を
超
え

た
交
流
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
気
づ

き
だ
と
言
え
ま
す
。
校
内
の
活
動
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
体
験
が
Ｉ
Ｓ
Ｎ
に
は
あ
り
、

そ
れ
を
も
っ
と
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
す
」

　
今
後
は
、
共
通
の
課
題
を
地
域
間
で
共

有
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域

や
学
校
種
を
超
え
て
協
働
で
探
究
す
る
方

法
を
模
索
し
て
い
く
。

　
評
価
法
の
さ
ら
な
る
開
発
も
、
重
要
な

課
題
だ
。
秋
田
教
授
は
、東
北
ク
ラ
ス
タ
ー

に
お
け
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
用
を
例
に

挙
げ
、「
事
前
・
事
後
の
追
跡
調
査
に
加
え

て
、
生
徒
自
身
が
学
び
の
変
化
を
認
識
で

き
る
よ
う
な
評
価
法
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
並
び
に
文
部
科

学
省
の
担
当
官
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
シ
ニ
ア
政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
・

田
熊
美
保
氏
か
ら
は
、
未
来
志
向
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
２
０
３
０
」
が
生
ま
れ
た
背
景
と
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
重
視
す
る
キ
ー
・
コ
ン
セ
プ

ト
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

11
〜
15
年
に
起
き
た
世
界
の
変

化
だ
。
急
速
な
技
術
革
新
の
影

響
で
、
今
後
の
社
会
で
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
が
大
き
く
変
わ
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
な

作
業
や
ル
ー
テ
ィ
ン
化
で
き
る

も
の
は
自
動
化
・
外
注
化
さ
れ

る
一
方
で
、
創
造
性
が
必
要
な

仕
事
や
対
人
的
・
分
析
的
な
仕

事
は
人
が
行
う
も
の
と
し
て
残

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
、

環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化
、
所

得
格
差
、
女
性
の
社
会
参
画
な

ど
の
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
社
会
が
複
雑
化
す

る
中
、
学
校
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
再
定
義
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
だ
。

　
同
時
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
分
析
を
始
め
た
背
景
の
１
つ
に
、

東
北
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

実
践
、
並
び
に
日
本
の
教
育
課
程
改
革
の

事
例
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
委
員
会
で
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。東
北
ス
ク
ー

ル
が
各
国
の
共
感
を
得
た
理
由
は
、
テ
ー

マ
に
普
遍
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
何
よ
り
も

学
校
の
意
義
を
再
確
認
で
き
た
こ
と
だ
と
、

田
熊
氏
は
語
る
。

　「
東
日
本
大
震
災
後
、
子
ど
も
た
ち
の
心

が
上
向
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
学

校
が
再
開
さ
れ
、
友
だ
ち
の
顔
を
見
た
こ

と
で
し
た
。
学
校
は
勉
強
を
す
る
だ
け
の

場
所
で
は
な
く
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
築
く
場
所
で
あ
る
こ
と
が
再
認

識
さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も
、
各
国
で
は
カ

図２ OECDラーニングフレームワーク 2030

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
重
視
す
る

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
の
概
念

第
２
期
で
の
新
た
な
挑
戦
は

協
働
活
動
と
評
価
法
の
開
発

＊ OECD のホームページ「The OECD Learning Compass」をそのまま掲載
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リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
、
少
子
化
に
よ
る
学

校
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

各
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
な
ら
、
と
も
に

学
び
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
析
が

始
ま
っ
た
の
で
す
」

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
元
々
、
経
済
成
長
を
示

す
指
標
と
し
て
仕
事
・
収
入
・
住
ま
い
な

ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
中
心
に
収
集
し
て

い
た
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
自
体
が
「
成
長
の
再

定
義
」
を
し
、「
経
済
成
長
か
ら
包
括
的
成

長
」
を
目
指
し
、
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
・

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
打
ち
出
し
た
。
現
在
、

経
済
成
長
以
外
の
指
標
と
し
て
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
参
画
、
幸
福
度
な
ど
11

の
指
標
で
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
（
よ
り

よ
い
社
会
指
標
）
を
測
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
指
標
に
表
さ
れ
る
よ
り
よ
い
社
会
を

子
ど
も
た
ち
が
新
た
に
創
り
出
す
た
め
に

必
要
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
明
確
に
し
よ

う
と
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
２
０
３
０
」（
図
２
）
を
考
案
中
だ
。

　
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
重
視
す
る
の
が
、

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

他
者
が
決
め
た
こ
と
に
従
う
の
で
は
な
く
、

自
ら
の
意
志
で
行
動
す
る
こ
と
を
示
し
た

概
念
だ
。
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
の

変
化
を
起
こ
す
主
体
と
い
っ
た
意
味
だ
が
、

原
語
（
英
語
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
、
時

代
と
と
も
に
、
ま
た
地
域
性
も
加
わ
り
、

そ
の
解
釈
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
適
切
な
日
本
語
は
な
い
と
い
う
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
学
習
活
動
や

評
価
の
あ
り
方
を
、
現
在
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
分

析
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
白
井

俊
氏
か
ら
は
、「
国
際
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト

か
ら
見
る
日
本
の
教
育
課
程
」と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
た
。
教
育
の
国
際
動
向
と
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
日
本
の
学
習
指

導
要
領
改
訂
の
歴
史
、
次
期
学
習
指
導
要

領
で
明
確
化
さ
れ
た
「
資
質
・
能
力
」
と

諸
外
国
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
の
比
較
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
な

ど
が
語
ら
れ
た
（
本
誌
Ｐ
．４
〜
５
参
照
）。

　
講
演
後
は
、参
加
者
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、
田
熊
氏

の
講
演
で
語
ら
れ
た
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」

と
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
重
視
さ
れ
て

い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を

そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
日
本
語
に
訳
す
こ
と
だ
。

参
加
者
約
90
人
が
４
〜
５
人
ず
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
っ
た
。

　
参
加
者
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
日
本
の
次
期
学
習
指
導

要
領
を
見
比
べ
な
が
ら
、「
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
は
も
っ
と
幅
広
い
概
念
で
は
な
い
か
」

「
階
層
的
に
積
み
上
げ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で

ア
イ
デ
ア
を
並
べ
て
み
よ
う
」
な
ど
と
、

積
極
的
に
意
見
を
述
べ
合
っ
て
い
た
（
写

真
３
）。
自
身
の
指
導
経
験
や
見
聞
を
踏
ま

え
て
活
発
に
語
り
合
い
、
色
分
け
し
た
付ふ

箋せ
ん

に
ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
、模
造
紙
に
貼
っ

て
い
っ
た
（
写
真
４
）。

　
約
30
分
間
の
活
動
後
、
付
箋
が
貼
ら
れ

た
模
造
紙
を
俯
瞰
し
て
、
総
括
が
行
わ
れ

た
。「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」で
は
、「
変
わ
る
」

「
主
人
公
」「
巻
き
込
む
」「
発
信
す
る
」「
共

有
す
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見
ら
れ
、
お

お
む
ね
「
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
共
通
し
て
い
た
。
一
方
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、「
頭

を
ぐ
る
ぐ
る
回
転
さ
せ
な
が
ら
学
ぶ
」「
対

話
」「
生
き
た
学
び
」「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」

と
い
っ
た
訳
語
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　
最
後
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
共
同
代
表
の
鈴
木
寛

東
京
大
学
教
授
が
次
の
よ
う
に
語
り
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
閉
幕
し
た
。

　「
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
取
り
組
み
は
、
日
本
国
内
だ

け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
か
ら
世
界
へ
発
信
し
、
２
０
３
０
年

に
は
世
界
中
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
我
々
研
究
者
や
現
場
の
先
生
方
自

身
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て

ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、

そ
こ
で
得
た
経
験
や
知
恵
を
共
有
し
な
が

ら
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

写真３　日頃から授業などでグループワークを実践してい
るからか、プロジェクトワークでは、課題が示されると、近
くの席の者同士でさっと輪になり、話し合いを始めていた。

写真４　「エージェンシー」の訳語は、黄色の付箋に書き、
模造紙に貼っていく。それぞれの解釈を共有することで、
「エージェンシー」への理解が深まっていった。

「地方創生イノベーションスクール2030第2期（ISN2.0）キックオフ シンポジウム」開催

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
と
は
何
か

参
加
者
全
員
が
語
り
合
う
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4 月から『VIEW21』の担当となりました西村
です。今号では、1 週間で 3 つの高校を訪問

するなど、北は北海道から南は愛媛まで６校を取材しました。
ご協力いただいた先生方や生徒の皆様に深く感謝申し上げま
す。特に印象深かった取材は、北海道倶

く っ ち ゃ ん

知安高校です。授
業後にインタビューをした３年生から、授業で高まった主体
性が、実生活や実社会でも役立つ資質・能力であると実感し
ているという話を聞き、授業は人を成長させる場であると改
めて感じました。生徒
たちは、来 年 の 春 の
進路実現に向けて、そ
れぞれ頑張ることと思
います。そうした中で
も主体性をぜひ伸ばし
続けていってほしいと
思いました。（西村）

編集後記

次号は8月20日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2018 　 月号8

Reader ’s  VIEW　

自校の実態に沿う授業改善を
　「自ら考える力」をいかに培うかを「言語活動の充実」

によって実現しようとしたこれまでの教育活動からすれ

ば、次期学習指導要領では、「身につけさせたい資質・

能力」を明確にし、何を、どのように教え、どんな力を

身につけさせたいかが、はっきり打ち出されている点が

分かりやすいと思う。とりわけ、主体的・対話的で深い

学びによってそれを実現しようとする方向性は、具体的

で理解しやすく、教育改善につながる内容だ。一方、パ

フォーマンス評価、ポートフォリオ評価等は、本校のＳ

ＧＨの経験から言うと、例えば、ルーブリックはいくら

優れたものでも他校のものをそのまま使うことはできず、

自校の実態に沿うものをつくらなければならない。4 月

号の特集を読み、育成する生徒像をどう掲げるのか、そ

のための教師像はどうあるべきかについて、改めて突き

つけられていると感じた。

福岡県・私立明治学園中学校・高校　左右田裕

他教科の指導の工夫も参考に研鑽
さ ん

を積みたい
　４月号の「実践　アクティブ・ラーニング」で紹介され

た鹿児島県立鹿
かの

屋
や

高校の中山育郎先生の記事について、

私も似たような状況にあったので、とても共感した。私の

担当教科は保健体育科であり、その指導はあまり誌面で

は取り上げられないが、アクティブ・ラーニングは「学び

に向かう姿勢づくり」と捉えて、このコーナーも読みなが

ら、他教科の観点・手法も取り入れられるように研鑽を

積みたい。　　　　　　　　北海道旭川東高校　中川清文

「変化をすぐに求めるな」を心にとめて指導を
　4 月号の「教師を育てた言葉たち」で紹介された「変

化をすぐに求めるな」が、心に深く刺さった。私自身、

生徒にすぐに変化や違いを求める傾向があるからだ。そ

の一方で、旧体制を維持しようとする自分にも気づいた。

今、学級担任をしているが、この言葉を心にとめて、授

業でも学級運営でも生徒と向き合っていきたい。　

島根県・私立開星高校　豊田啓司

•夏目漱石著『こころ』（新潮社）。何
度読んでも新たな気づきがある。滋賀県
• 新井紀子著『AI vs. 教科書が読め
ない子どもたち』（東洋経済新報社）。
自分が置かれる社会がどうなるか、生
徒にぜひ知ってほしい。　 　 青森県

•トーン・テレヘン著『ハリネズミの願
い』（新潮社）。人というものがよく分
かる、思春期にもってこいの本。愛知県
• 村山斉著『宇宙は何でできている
のか』（幻冬舎）。理系でなくても気
軽に読め、視野が広がる一冊。栃木県

2018 年 4月号へのご意見

テーマ
夏休みに、生徒に
読んでほしい一冊

先生方からの
ご意見を
紹介します

60 June 2018

自分を変えた言葉
「教師を育てた言葉たち」（巻末）のコーナーでは、取材にご協力
いただける先生を募集しています。「あの一言で指導観が変わっ
た」「自分を成長させてくれた」という言葉と、それにまつわる
エピソードをお待ちしています。

〈個人情報の取扱について〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご記入の上、

下記のe-mailアドレスにご送信ください

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸紹介したい言葉　
❹エピソード（どんな時に言われたor 出合った、それによって自
分がどう変わったのかなど）

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

を募集しています！

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「教師を育てた言葉たち」の言葉募集でご提供いただく個人情報は、
今後の企画を検討する目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場合、手
続き・サービス等に支障が生じることがあります。また、商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しま
すが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ窓口

（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、9 時～ 21 時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）

上記をご承諾くださる方はご送信ください。
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採で赴任した進学校に３年間勤務した後、実

業高校に異動しました。教師になって４年目、

担任として、また教務担当として、少し先のことを

見通せるようになり、「もっとよい声かけ、指導がで

きるようになりたい」「先生方が負担を感じず、もっ

と動きやすい時間割をつくれるようになりたい」と

向上心、欲が出てきたことを自覚していました。一

方で、実業高校の生徒への指導、そして「女子クラ

ス」の担任と、初めてのことも重なり、「今、この場

面での声かけ、指導は、本当にこれでよいのだろうか」

と悩んでしまうことも多くありました。当時の私は

物事を一生懸命に考えすぎていて、「石橋を何度もた

たいてなかなか渡ろうとしない状態」になっていた

のです。そして、生徒やほかの先生からは「静かな

先生」と思われていたはずです。

　異動先では化学の教師は私だけでしたので、化学

準備室では大抵１人で過ごしていました。そんな私

を見て、赴任したばかりで寂しいのではないかと思っ

てくださったのでしょう、隣の地歴・公民準備室の

先生方が「こっちの部屋においでよ」「お茶を飲みな

がら話そうよ」と声をかけてくださるようになりま

した。教科も、年齢も違うため、最初は遠慮してい

ましたが、ある時ふと、話をしに行ってみようと思

い立ち、先輩先生たちの元に足を運ぶようになりま

した。

輩先生たちは、前任校との違いに戸惑い、悩

みや不安を抱える私をいつも笑顔で迎え、励

ましてくれました。あれこれとアドバイスをすると

いうよりも、私の話にしっかりと耳を傾けてくださ

り、「大谷先生の趣味は『悩むこと』だからなあ！」

と笑い、いつの間にか私も一緒に笑顔になっていま

した。そんな中で１人の先輩がかけてくださったの

が「迷った時はGO！だよ」という言葉でした。
動き始めてからでも修正はできる。迷っているとい

う表情を見せずに元気に振る舞うことで生徒の元気

を引き出せる……先輩先生たちはいろいろなことを

教えてくださいました。

　「迷った時はＧＯ！」は自分自身の行動だけでなく、

生徒への声かけも変えていきました。進学希望者の

多い学校に異動し、出願校決定のための面談が多く

なると、生徒の背中を押す際にこの言葉をよく使う

ようになりました。もちろん、選んだ道を元気に進

んでも、望んだ通りの結果にならないこともありま

す。そんな時も私は、「よし、次を一緒に考えよう！

反省はしていいけれど、後悔をする時間はないよ！」

と常に前を向こう、自分が決めた道を最後まで一緒

に進んでいこうと声をかけます。それが、生徒の背

中を押した教師としての責任だと思っていますし、

「成功のために、次はどうすればよいか」を考え続け

ている限り、失敗ではないと思っています。

前、高校教師の研修会に参加した時、ある先

生が「元気な教師から元気な生徒が育つ」と

話されるのを聞き、私はうれしくなって「そうそう！

迷った時はＧＯ！なのだから！」とニヤニヤしてしま

いました。25年以上前に思いがけず出合った言葉、

考え方は、今も私の軸になっています。

No. 008
愛媛県立松山北高校

大谷修一先生
おおたに・しゅういち

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴 33 年。同校に赴任して６年目。
進路指導主事。理科。

愛媛県立松山北高校　全日制／普通科／共学
／１学年約 360人／2018 年度入試合格実
績（現役のみ）：国公立大は、千葉大、東京学
芸大、名古屋大、金沢大、愛媛大、熊本大など
に178人が合格。私立大は、明治大、立命館大、
同志社大、松山大などに延べ689人が合格。

新

以

先

情熱教師 F i l e 8

今月の表紙　北海道札幌厚別高校　新
に い

野
の

佐千枝先生

生 徒 と 紡 ぐ

新野佐千枝先生　教職歴 33 年。同
校に赴任して20 年目。２年次担任。
生徒指導部。前進路指導部長。

北海道札幌厚別高校　全日制／総合学科（人文・数理・音楽・美術系列）／共学／１年次・
３年次各約 280人、２年次約320人／ 2018 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、
北海道教育大などに 14人が合格。私立大は、北星学園大などに延べ 167人が合格。

相手を慮
おもんぱか

るクラスに
　　　２年次の新しいクラスになって半月が経ちまし
たが、みんなどう？　人文・音楽・美術の３系列の生徒
が１つのクラスを形づくるのは、今年度初の試みです。
　　　系列が違うと同じクラスでも授業が異なるから、
話す機会がなかなかない人もいて……。昨日行ったク
ラスづくりのためのシアターゲームは、みんなが仲よ
くなれるチャンスだと思って、クラス一同頑張りました。
　　　どのゲームも盛り上がったけれど、シャトルを
投げ渡すゲームでは、名前が呼ばれずに自分に渡され
ると思わず落としてしまったり、誰に渡せばよいか分
からずに戸惑ったりした人もいました。その経験から
声をかけ合う大切さを学びました。
　　　私もそう思った！　だからまず、朝、挨拶する時
に名前を呼んでから「おはよう」って言おうと思います。
　　　私は、昼食を１人で食べている子に声をかける
ようにしています。１回一緒に食べれば、向こうから
声をかけやすくなるだろうし、私ではなくても気の合
う友だちが見つかるきっかけになると思って。
　　　自分とは合わないなと思う人がいても、相手を
慮りながらコミュニケーションを取ることが、集団生

活では大切です。先生がうれしかったのは、ゲーム後に
「掃除をしてから、机と椅子をしまおう」と全員で掃除
を始めたことです。掃除当番がとても助かったと思い
ます。３年次ではクラス替えがなく、卒業までこのメ
ンバーで過ごすのだから、昨日のように自分たちで考
えて行動できるクラスになることを期待していますよ。
　　　これから学校祭、体育祭と続くけど、人文・音楽・
美術の各系列がそれぞれ強みを発揮して、力を合わせ
て、優勝をねらっていきます！
　　　社会では、周囲と協力して物事を進めることが
大切になります。勉強だけでなく、そうしたこともこ
のクラスの取り組みを通して学んでほしいと思います。
　　　先生が担任だった１年次のクラスで、普段あま
り褒めない先生が、大きな行事の後によかったことを
具体的に挙げて「みんな、よく頑張りました」と言っ
てくれた時、私たちの努力を見てくれていたんだと感
動しました。このクラスもそうなれるよう頑張ろうね。
　　　そうだ！　１年後に昨日と同じゲームをやろうよ。
　　　いいね！　このクラスがどんなふうになっている
か、今から楽しみです。
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ギモンはチカラになる

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

京都府・京都市立京都工学院高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

政治・経済　北海道倶知安高校　守田英樹

化学　岩手県立盛岡第三高校　円井哲志
　
指導変革の軌跡

新潟県・新潟市立高志中等教育学校
富山県・私立高岡向陵高校

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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継続的に英語力の伸びが測定できる
GTECは、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を測るスコア型英語４技能検定です。

多くの大学・短期大学の入試でGTECのオフィシャルスコアが活用されています。また、

日常生活で使える英語の育成を目指すテスト設計になっており、大学入試で必要な英語力

だけでなく、大学入学後も使える英語力を育みます。

スコア型英語４技能検定
中学生・高校生対象

2018年検定日

大学
入試

第1回検定日

6
16土

第2回検定日

9
1土

第3回検定日

12
1土

GTEC 検 索www.benesse.co.jp/gtec/
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